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この資料 は,日 本 自転車振興会か ら競輪収益の一 部である機械工業

振興資金の補助 を受けて実施 した 「身体障害者のための情報処理教育

の実施」(昭 和60年 度)の 研修成果 をと りまとめた ものであ ります。



..∵ 鱒

本 報 告 書 の と りま とめに あ た って

本研修 も二年目に入 り、 この1月 で一年八ヵ月 を経過 しよ うとしてお ります。

振 り返 って考えてみます と昭和56年 は国連による 「国際障害者年 」の年であり

ま した。

これを機会 に情報処理研 修セ ンター(IIT)と して も設立以来16年 を経 て、

人材育成 の立場か ら情報処理技術者教育に関す る蓄積 されたノ ウハ ウを社会 に還

元すべ く本研修 の実施を前提 として専門家の協力を得て、まず国内及 び米国にお

ける身体障害者 の情報処理 教育の実態調査を行いま した。

私共 はこの調査結果を もとに、一年 に亘 り実施の可能性を探 り、受講生 に対 し

東京 近郊 で交通 の至便 な地域の調査を行 った結果、昭和60年 度か ら川崎市の ご協

力によ り川崎市 南部身体障害者福祉会館 での研修が実現 されるに至 った訳であ り

ます。

本研修の目的 は、情報化社会の著 しい進展の中で技術者不足 が叫 ばれているプ

ログ ラ ミング教育を行 うことによ って身体障害者の方 々に社会復帰の道を拓 くこ

とにあ ります。

本研修で は幸 いに して昭和60年 度第一期生10名 のうち4名 が情報処理技術者試

験第二種に合格 し、就職に関 しては過半数の方 々が社会復帰の機会を得てお りま

す。

当セ ンターとして も微力 なが らパ イロッ ト的役割 を果せ たことと確信いた しま

す。

ここに関係各位の協 力の もと、1年 間 の記録を報告 書 として とりま とめま した。

この報告書を基に このよ うな研修が今後、 日本各地 において芽生 え、そ して花

ひ らくことを心か ら願 って止 みません。

おわ りに本研 修の開講 か ら就労 に至 るまで、多大 な ご協力をいただいた宇都宮

敏男委員長を は じめ各委員 および関係各位に対 し厚 く御礼申 し上 げるとともに、

本企画 の実現に尽力 された先輩諸兄に対 し厚 く御礼 申 し上げます。

昭和62年1月 (財)日 本情 報処理開発協会常務理事

情報処 理研修セ ンタ ー所長

吉 田 正 道
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1は じめ に

わ が国 の 身体 障 害 者 の生 涯 環境 は欧 米 の文 明 国 の それ に比 較 す る と相 当

に悪 い。

出 生 ・生育 ・教 育 ・職 業 ・自由 時間 処 理 の いず れ の ライ フ ス タ イル の面

で も、非 障害 者 との 隔 離 的 ・差別 的 な環 境 が厳 し く残 って い る。

国 際 障 害 者年(昭 和56年).か ら6年 を経 過 した。 当初 は政 府 を は じめ

自治 体 ・企業 体 が 相 当 の努 力 を して、 か な りの改 善 が あ った。 ま た 報 道機

関 の協 力 も評価 され た。 そ れ に も拘 わ らず近 年 のわ が国 の社 会 情 勢 の 厳 し

さの影 響 もあ り、 障 害 者 福 祉 の進 展状 況 は必 ず し も順調 とは いえ な い 。 ま

た 日本 の文 明 開化 以 降 数百 年 に亘 る差 別的 社 会通 念 や 倫 理感 覚 は根 強 く残

ってお り、 欧米 並 の意 識 が社 会 に 浸 透 す るに は未 だ多 くの年 月 が 必 要 で あ

ろ う。

しか し、 障 害 者 リハ ビ リテ ーーシ ョ ンの前 線 で 活動 して い る人 々 は着 実 に

増加 し、 自発 的熱 意 と工夫 の もとに 少 しずつ 前進 を行 って い る こと は認 め

られ て よ いで あ ろ う』

この報 告 書 は その よ うな 一事 例 と して、 通 商 産業 省 の外 郭団 体 で あ る財

団 法人 日本 情 報処 理 開 発協 会 の情 報 処 理研 修 セ ンタ ーが 川崎 市 の協 力 の も

とに昭 和60、61両 年 度 に亘 って 身 体障 害 者 の た め の情 報処 理 教 育 を実

施 して き た経 過 の 全貌 を 記録 した む ので あ る。 この事 業 が 既存 の身 体 障 害

者 教 育施 設 の それ と異 な るの は、 一 般 を 対象 とす る情 報 処 理 職業教 育 に近

い専門 教 育 の分 野 か らの アプ ロー チ で あ る ことで あ る。

以 下 の各 車 に お いて 、 情 報 処理 教 育 講 座開 設 の趣 旨、 研 修 生 募集 と選考

の経過 、 身体 障 害 者 の 応 募 の 動機 、 研 修 プ ログ ラム の 内容 、 イ ンス トラ ク

タ と受 講生 との心 の通 った教 育場 面 展 開 の様 相 、 さ らに は これ らを 支 援 す

る技術 や リハ ビ リテ ーシ ョ ンの専 門 家 の協力 の内 容 、 な ど につ き率 直 に実

態 を 述 べ 、広 く一 般 の人 々お よ び有 識 者 の関 心 を 喚起 し、 こ のよ うな 活 動

が 一 つ で も多 く生 まれ 社 会 に普 及 して い くこ とを 願 う もので あ る。

情 報処 理 研 修 セ ンタ ー は情 報処 理 教 育 を 身体 障 害 者 に も等 し く行 う こ と

を 意 図 して 、昭 和58年 度 に 内外 の調 査 を実 施 し、報 告 書 を と りま とめ た。

その報 告書 に記 され た提 言 に沿 って情 報 処理 研 修 セ ンタ ー は実 行 計 画 を

進 め られ、 昭 和60お よび61年 度 に 日本 自転 車 振 興会 の機 械 工業 振 興 資

1



金の補助を受 けて、実施に踏み切 ったのが身体障害者 のための教育であ る。

このよ うな事業 の実施に は相 当の決意 を要す る ところであ るが、幸いに

日本情報処理開発協会 の熱意溢れる計画が認 め られ、 また川崎市 をは じめ

多 くの関係者 の協力 が得 られ予期以上 の成果 を挙 げるこ とがで きた。

そ こで この事業を 継続 してゆ くことの意義 と使命を強 く感 じるものである。

しか しこの事業 の為 に継続的に機械工業振興 資金 の補助を求める ことは

出来 ないと考え るので、組織や財政基盤を確立す ることが重要であ る。

また身体障害者 の情報処理教育を円滑 に進 める為に は、保健医療、住居交

通、就労 など全般 に亘 り社会態勢を整える必要が ある。 しか しこれ らに対

応す る行政組織 はいわゆ る縦割 りが基本 であるので、 この教育訓練 システ

ムに社会的基盤を与 えるに は非常 に複雑な行政分野 との折衝が必要 であ る。

また障害者 の雇用 につ いての産業界の協力 も積極的で はない。

このよ うな現状 を突破 して、我 が国 の身体障害者 の ライフスタイルを国

際 レベルにまで高 める為に は、先ず恒久的 な推進母体を設 ける必要が ある。

その為に は政府関係省庁の支援による法人を設立 する ことが望ま しい。

その法人 はこれ までのよ うな身体障害者情報処理教育 の実施を更に継続 し

て、 その成果の拡 大 ・改善を図 ると共 に、障害の状態に応 じた入出力機器

の開発、 リハ ビリテ ーション医学 との連携、雇用団体 との緊密 な連絡 など

を一貫 して推進す るもの とす る。 このよ うな新 しい観点か らの身体障害者

自立 の方途を開 発す ることは、従来方式で は必ず しも成 果を挙 げ得ない種

々の欠陥を打開で きて、障害者福祉の為 に実 のある貢献が可能になると考

える。関係各位の ご理解 とご支援を切望す る次第であ る。

身体障害者 のための情報処理教育実施委員会

委員長 宇都宮 敏 男
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五 講座開催 の趣旨

1研 修講座 の意義

身体障害者 の持 ってい る肉体的なハ ンデ ィキ ャ ップは情報処理教育 のみ

な らず、他 の職業訓練 を も含 めこれまで幾多 の障害 があ った ことは事実で

あ る。 しか し、最近 にお けるエ レク トロニクスの急速 な進歩によって、 こ

れ らの障害 は逐次 とり除かれつつあ り、環境 は大 き く改善 されている。

一方、情報化 の進展 に ともない情報処理技術者の不足が叫ばれている状

況 にお いて、情報処理 と通信技術 の著 しい発展 とこれを結んだ新 しい技術

の開発が従来 にない方式 の学習、在宅のままの勤務 を可能 とす るなど、新

しい道が切 り開かれ、身体障害者 に とって好 ま しい環境 が現実の ものとな

りつつ ある。

情報処理 の仕事 は人間 の頭脳労働 の所産 による ところが多 く、技術の開

発 によ って は身体障害者 の肉体的 ハ ンデ ィキ ャップが克服 され、通信技術

とパ ソコ ンを使 っての学習を可能 にす る道が 具体化 されるな らば、身体障

害者に とって これまで とか く困難視 されていた情報処理 についての学習は

比較的容易 に実行可能 となると予測 される。

以上のよ うな技術 的な支えを背景に して、身体障害者 に対する効果的 な

教育を実施す ることによ り、その効果はひとり当該障害者 にとどまらず、

広 く多 くの障害者 に対 して も大 きな刺激 とな り、 これを契機に してその効

果 は更 に拡 大 され ることが期待で きる。

2国 内外 の調査

当財団情報処理研修 セ ンターで は、身体 障害者 に対す る情報処理教育の

実施に先立 ち、昭和58年 度 にその情報処理教育 の実態について、わが国 と

先進国で あるアメ リカの両国について調査 を行 った。(詳 細 について は既

に昭和58年 度 の調査報告書 として取 りま とめて あるのでご参照下 さい)

その調査によれば、我が国において は障害者 の情報処理教育の歴史がま

だ浅 く、実施 してい る施設 の数 は全国で15ケ 所程度、研修生 の総数 もse

～60名 程度 であ った。
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ひるがえ って米国 の場合を考 えてみ ると社会環境 の差 はあ るが障害者 リハ

ビリテーションにおいて は我が国 と格 段の差 が感 じられ る。

研修生 に して も障害者 としての甘えが感 じられない。採用側 も健常者 と

同等 の扱 いを し訓練を行 ってい ることが はっきりうかがえ る。

又訓練校 につ いて も、我が国にお ける もの と比較 して、 その規模 は比較

的小型な ものが多 く、 その地 域におけ る企業 の支援が大 きい ことが注目 さ

れる。

「教育訓練 に要 す る費用 は、 その何倍かの福祉 予算を節約 し、障害者 自

らそれ によ って真 の意味で の自立が可能 とな る。 」 とい う米国 の合理 主義

的な考 え方 も徹底 してい る。

これ らの調査結果を踏 まえ、 今後 の身体障害者に対す る効果的な情報処

理教育方法 につ いて委員会で検討を加 え、川崎市の協力 を得 て、昭和60年

度よ り実施 に至 ったわ けであ る。

3委 員 会 、専 門 部 会 の構 成 メ ンバ ー と役 割

(1)身 体障害 者のための情報処理教育実施 委員会名簿

委員長

委 員

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

敏

賢

修

達

宮

山

畑

田

野

都宇

板

小

島

白

真

井

城

田

武

野

林

深 瀬 幹

三 浦

河 村 篤

男

治

巳

明

昭

理

煕

男

強

信

東京理科大学 教授

日本社会事業大学 専務理 事

筑波大挙挙校教育部 教授

横浜商科大学 教授

健康保険総合川崎 中央病院

リハ ビ リテ ーションセ ンター 所長

(株)横 浜電算OAシ ステム営業部長

東京医科歯科大学医用器材研究所 助教授

三井情報開発(株)'鉄 鋼 システム部

貿易 システム運用 グル …プ 課 長

川崎市民生馬 局長

川崎授産学園 園 長

(財)日 本情報処理開発協会

情報処 理研修 セ ンタ ー 前所 長
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委 員 吉 田 正 道

オフ"り"-n'L河 野 憲 裕

〃 立 川 洋 行

(財)日 本情報処理開発協会

情報処理研 修セ ンター所長

通商産業省機械情報産業局情報処理振興課

労働省職業能力開発局能力開発課

(2)身 体障害者のた めの情報処理教育 カリキュ ラム専門部会委員名簿

主 査 島 田

委 員 武 井

〃 坪 内

〃 林 田

〃

〃

達

意

巳

昭

二

煕

子

治

欣

良

本

高

山

日

横浜商科大学 教授

(株)横 浜電算OAシ ステム営業部長

専任講師

三井情報開発(株)鉄 鋼 システム部

貿易 システム運用 グループ 課長

(財)日 本情報処 理開発協会 常務理事

(財)日 本情報処理開発協会

情報処理研修セ ンター総括担 当次長

(3)身 体障害者 のための情報処理教育運営専門部会委員名簿

浦

野

三

白

査

〃

主

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

強

明

男

市

田日

新

村

浦

保久

山

荻 野 昭 二

原 信 平

降

龍

大

大

達

林

山

蘭

小

奥

川崎授産学園 園長

健康保険総合川崎中央病院

リハビ リテー ションセ ンタ ー 所長

川崎公共職業安定所 次 長

川崎北公共職葉安定所特 別援助部門

統括職業指導官

(財)川 崎市 身体障害者福祉団体協議会

副会長

(財)川 崎市 身体障害者福祉団体協議会

事務局長

川崎市民生局福祉部障害福祉課 課長

川崎市民生局福祉部障害 福祉課 係長

(財)日 本情報処理開発協会

情報処理研修 セ ンター 総務課長
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(4)委 員会、専門部会 の構成 と役割

身体障害者 のための

情報処理教育実施委員会

委員会および専門部会においては以下の審議を行 う。

・教育実施委員会

1.教 育 目標、教 育水準 に関す る基本的事項

2.カ リキュラム編成に関 す る基本的事項

3.講 師の選任に関す る事 項

4.使 用教材 に関す る事項

5.使 用機器 に関す る事項

6.受 講生の募集 な らび に選抜 に関する事項

7.そ の他運営 に関 する具体的事項
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・カ リキ ュ ラム専 門 部 会

1.カ リキ ュ ラムの 編 成 に関 す る事 項

(1)教 育 目標 達 成 に必 要 な指 導 内 容 の検 討

(2)カ リキ ュ ラム を 構 成 す る各 項 目の選 定

(3)各 項 目 の適 性 な 配 列 と時 間 数 の検討

2.学 習指 導 計 画 に関 す る事 項

3.学 習指 導 法 に関 す る事 項

4.講 師 の教 育 分担 に 関 す る事 項

5.そ の他

・運営専門部会

1.施 設(使 用機 器 類 を含 め)の 運営 管 理 に関 す る事 項

2.受 講 生 の環 境 、 管 理 に関 す る事 項

3.事 務 局 の運 営 に関 す る事 項

4.受 講 生募 集 に関 す る事 項

5.カ ウ ンセ リ ング に関 す る事項

6.就 労 斡 旋 に関 す る事 項

7.そ の 他
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4川 崎市の対応

川 崎 市 に お け る身体 障 害 者 福祉 の 根幹 は、 身 体 障害 者 の家 庭 や 地 域 で の

生 活 を可 能 とす るた め の条 件 整備 で あ る と言 って よ い。

昭和56年 の国 際 障害 者 年 は、 障 害 者 の 「完 全 参 加 と平等 」 を テ ー マ と し

て政 治 、 経 済 、文 化 等 社 会 全 般 にか か る障 害 者 対 策 の幅 広 い対 応 を 促 す も

ので あ った。

川 崎 市 で は この年 の樽 屋 、 向 こ う10年 間 を展 望 した 「障害 者 福 祉 基 本

構 想 」 を公 表 したが 、 この福 祉 計 画 の原 則 は、 障 害 者 の 自立 、社 会 参 加 を

目標 に据 え て、(1)地 域 で の援 助 活動 の体 系 化(2)医 療 、 福 祉 教 育 な

ど専 門 的 な サ ービ ス の充 実(3)働 くこ とを 通 じて の社 会 参 加 の 方 策 の検

討 や余 暇 、 文化 、 コ ミュ ニ テ ィー活 動 な どへ の参 加 に よ る生 活 機 会 拡 充 の

方策 な どを 主 な柱 に して い る。 そ して 、雇 用 と就 労 、生 活 空 間 等 々7章 に

ま た が って の テ ーマ 別 の提 言 とな って い る。

と りわ け雇 用 と就 労 に つ いて は、 今 後 の課 題 と して ご 障害 者 自身 の もつ

就 労 に対 す る適 性 と能 力 を 最大 限 に向 上 させ るた め の職 業的 リハ ビ リテ ー

シ ョ ン体 制 を 用 意 す る こ とを提 起 した。

川 崎 市 で は、 この基 本 構 想 の実 効 牲 を確 保 す るた め に、21世 紀 に 向 け

た マ スタ ープ ラ ンで あ る 「2001か わ さ きプ ラ ン」 の なか に 色 濃 く反 映

させ たが 、 「障 害 の種 類 、 程 度 に応 じた就 業 の機 会 を確 保 す る と と もに 内

容 の充 実 に努 め る」 ことを 都 市政 策 基 準 の一 つ に掲 げた と こ ろで あ る。

身体 障 害者 の た め の コ ンピ ュ ータ 基 礎研 修 講 座 は、 単 な る発 想 に基 づ く

もので はな く、 こ う した理 念 、政 策 を 背景 に生 れ た こ とを特 記 して お きた

い。

さ て この講 座 に ま つ わ る い くつ か の こ とに つ いて 紹 介 す る こ とが与 え ら

れ た役 割 で あ るが、 国 際 障 害 者 年 の もつ さま ざ ま な理 念 を この川 崎 とい う

土 壌 に敷 桁 して い くこ とに つ いて 、 行 政 が 最 も腐 心 した こ とは 障害 者問 題

に 対 す る市 民 の 理 解 と協 力 、 そ して 障 害 者 自信 に よ る 自立活 動 で あ った。

と りわ け後 者 につ いて は、 慈恵 や甘 え の対 象 と して で は な く障 害 者 福 祉主

体 者 と して の今 後 の行 動 を 強 く念 じて い た。 ・

そ のた め、 地 域 活 動 の拠 点 と して福 祉 セ ンタ ーを 南 ・中央 地 区 に2ケ 所

設 置 す る と と もに、 従 来 か らの 身体 障 害 者 団 体 を統 合 し、 公 益 法 人 とい う
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社会的基盤を付与 し、 新 たに財団法人川崎市身体障害者 福祉団体協議会 と

して、新装な った南部 身体 障害者福祉会館に居を移 し発足 させ ることにな

った。法人 は、運営 に際 し仲間達 の雇用の推進を図 ることを事業計画 の柱

としたことは当然 であ ったが、具体的な手だてを講ずべ くもな く悶 々と し

た時期を送 っていた。 た だ、漠然 とで はあるがマイコ ンシテ ィーと取 り沙

汰 され る川崎市 に在 って、OAな ど先端技術 を身 につける ことによ り雇用

の機会を拓 く可能性 について関係者間で話題 として いた ことは事実であっ

た。 こう しhv-一同 の苦衷 が通 じたのかY電 算 のT氏 と偶然 の ことか ら知 り

合 うこととな り且 つ、同 氏か ら我国で唯一の公的情報処理研 修機関 である

(財)日 本情報処理開発協会が身体障害者を対象 とした研修 の企画を もち、

その受 け皿を探 してお られ るという耳を疑いた くなるよ うな結構 なお話を

伺 った。

"好 機逸すべか らず"早 速幹部の方をご紹介頂 き具体 的な内容を拝聴

させて頂 いた。 それに よると、我国の情報化社会は一層高度 にそ して広域

な範囲に拡が って行 くこと、 それに伴 なって情報処理技術者 の不足 は深刻

な事態になるで あろうこと。 また とりわけ印象深 か った のは、情報処理技

術が身体 障害者 に とって 身体的負担 も少な く、 さらに重度 の障害者 に在 っ

て も電話 回線を用い ることによ って自宅就労 も可能 であ るこ とを賢察 され、

これ らを検証す るため アメ リカに視察者を派遣 して、揺 ぎない確信の もと

に身体障害者のす ぐれた職業 とな り得 ることについての人材教育を強 く希

望 してお られ ることで あ った。

何回か の話合いを経 て協会 と市 の意見の一致をみて、川崎市での会場が

決定 した。

さきの法人、協会 、市 は三位一体 とな って この事業を効果 あるもの とす

るため、次のよ うな体制 を図 った。

(1)身 体障害者 の職業的 リ.ハビ リテーションとして位置づ け、 目標

は情報処理技術者試験第二種の水準をめざす。

(2)事 務局 は法人 に置 き、法人事業の一翼を担 う。

(3)協 会 に実質的推進母体である身体障害者 のための情報処理教育

実施委員会を置 き、下部 にカ リキュラム専門部会 を付属せ しめる。

又、市側 に障害者団体の代表 に加え、市民、学識者 の参加を得 る

ほか市内2箇 所 の職業安定所及び川崎市 を もって 身体障害者のた
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(4)

(5)

めの情報処理教育運営専門部会を構成す る。

障害者 の就労 と先端技術 の導入 とが結 びついた この事業 の意義

を内外 に高か らしむるため、労働省、通商産業省の中央省庁 にオ

ブザ ーバ ーとして参加す ることを要請す る。

市 は、 この職業的 リハビ リテ ーションの実施 に際 し、学識者

(医 師)の 活動を補 うため必 要に応 じ、心 身障害 セ ンター専門職

を関与せ しめる。

こ う した内 容 を 伴 な って 、 マス メデ ィア の 協 力 で応 募 して き た多 くの 障

害 者 のな か か ら、 日本IBMの ご援助 で実 施 した選 考 で 決 定 した10名 の

真 摯 な身体 障 害 者 で コ ン ピ ュー タ基礎 研 修 講 座 は始 ま った 。

以 来 、10箇 月 の ロ ング ラ ンを持 って第1期 生 の研 修 は終 了 した。

国 家 試験 合格 者4名 、 百度 た く就職 した もの5名 。 第1回 の試 み と して

は所 期 の 目的 は充 分 達 成 した もの と認 めて よ い。

又、 こ う した 研 修 が 今 後 全 国各 地 で 行 わ れ る こ とを願 い、 そ の と きに資

料 の一 助 と して 活 用 され る こと も願 い、 学 識 者 、心 身 障 害 セ ンタ ー作 業 療

法 士 、心 理 職 能 判 定 員 の手 によ って、 身 体 障 害 者 の程 度及 び高 次 神 経 機 能

障害 の 程度 が情 報 処理 技 術 習得 の うえ で ど う関 連 す るの か 言わ ばパ イ ロ ッ

トス タデ ィ と して ま とめ られ た。

おわ りに 、川 崎 市 に お け る初 めて と もい って よ い この職 業 的 リハ ビ リテ

ー シ ョンに、 も し も評価 が与 え られ る とす る な らば、 講 師 に指導 性 と情 熱

を持 った他 に 得難 き人 材 を 迎 え る ことが で き た こ と、 委員 長 を 筆 頭 に 各 委

員 の献 身 的 な ご尽 力 、 そ して ハ ー ドな ス ケ ジ ュ ール に耐 え ぬ いた受 講生 の

懸 命 な努 力 の所 産 で あ ろ う。

研 修 が 終 了 に 近 づ い た一 夜 、受 講 生 一同 に よ る卒 業 コ ンパ が 行 な わ れ講

師 な ど関 係 者 が 招 か れ、 うま酒 に酔 う ことが で きた の は望 外 の喜 び で あ っ

た。同 時 に障 害 と戦 いつ つ 地 道 な彼 等 の努 力 に 報 い る社 会 の受 け入 れ を 願

わず に は い られ な か った。
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皿 開 講 に あ た って

1募 集活動

本研修 の実施 にあた

っては情報処理技術者

試験2種 合格程度 とい

う設定 された目標 があ

り、実施 す る側か らも

受講生に対 しそれ なり

の能力を要求 した こと

か ら、 はた して10名

の受講生が確保出来 る

だ ろうか とい う一抹 の

不安があ った。

しか し、運営部会 に

おける精力的 な募集活

動(NHK、 新聞社な

どの報道機関、地元川

崎市での市政 だより、

関連団体を通 じてのP

R活 動)等 によ り応募

者 も18名 を数え るに

至 った。

身体障害者のための

コ ン ピ ュ ー タ 講 座

コ ン ピ ュ ー タ基 礎 研 修 講 座

身 体 障害 者 の 身 体 的ハ ンデ ィ

キ ャ ップ は 、.職業 上 多 くの 問 題

を もた ら して い ま した。しか し、

最 近 の エ レ ク トロニ クスの 急 速

な進 歩 は 、 これ らの 問題 を と り

除 い て きて い ます 。

この 講 習会 は 、情 報処 理 と通

信 技 術 の 著 しい発 展 と新 し.い技

術 の 開 発 を結 びつ け て 、身 体 障

害 者 の 雇用 を推 進 しよ うとす る

もの で す。

主 催 す る情 報 処理 研 修 セ ンタ
ー は

、 情報 処 理 教 育 を専 門 に行

うわ が 国唯 一 の 公 的機 関 で す。

また 、 この 研 修 講座 は 、通産 省

をは じめ関 係 省庁 、情 報 処理 関

連 企業 な どの 協 力 を いた だ く予

定 で す。

研 修 内容 計 算機実 習 を重視 し

た カ リキ ュ ラム に 基づ い て 、 フ

ォー トラ ン 、 コボ ル な どの ほか

一般 知 識 、関 連 技 術 、応 用 技 術 、

実 習 を 行い 、情報 処 理 技 術 者 試

験 第2種(国 家 試験)に 合 格す

る 水 準 を 目標 と します 。

期 間6月 ～61年3月 の 月曜 ～

金曜(う ち2日 間 は 自宅学 習)、

昼 間

場所 南 部 身体 障 害 者 福祉 会 館

定 員10人(高 校卒 業程 度 の学

力の あ る 人)

費 用 無料

主 催(財)日 本 情 報 処理 開 発協

会情 報 処理 研 修 セ ン ター

後 援 川崎 市

申込 み5月20日(川 まで 、(財)

川崎 市 身体 障 害 者 福 祉 団体 協議

会内 身 体 障害 者 コ ン ピュ ー タ基

礎 研 修 講座 事 務 局奮244-3975

パ ソ コ ン 講 座

パ ソ コン に親 しむ こ と を 目的

とした 初心 者 む きの 楽 しい 講習

会 で す 。

期 間6月 ～61年3月 、 火 曜 と

木曜 の2コ ー ス 、い ず れ も夜 間

場 所 南 部 身体 障 害 者 福 祉 会館

定 員 各15人

費 用 月3.000円

申込 み5月20日(月)ま で 、(財)

川崎 市 身 体 障害 者 福 祉 団体 協 議

会呑244-3975

コンピュータ研修講座 市政だより
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2選 考の経過

本研修講座 を開講す るにあた って、応募資格を1.身 体障害者手帳交付

者、2.通 学可能 な者、3.高 卒程度 の学力を有す る者、 との3点 のみを

示 し応募の範囲 を広 くした。川崎市 の補助金 が運営費 に入 っているが市の

南部身体障害者福祉会館に通学 可能 な者 とい う条件 で東京、横浜居住の者

の応募 も予想 した。

選考 にあた って は応募者 の概況を知 るため、応 募の動機を作文にま とめ

て提出 して貰 い、 障害 の状況 ・日常生活動作、移動、通学方法、家族関係

などの様子が簡単に記入で きる調査票 も提出 して貰 った。

応募者 は全員で18名 で あり、その状況 は下表の とお りである。

応 募 者 内 訳

障害別 等級別 年齢別 学歴別 地域別

視覚3 1級4 18～20才 台7 中卒 ・高校中退3 川崎市12

聴覚1 '2級5

、

30才 台6

卜

高校卒10 横浜市3

「

内 部"
.2

3級4 40才 台4 養護 ・特殊高卒3 東京都3

:肢 体12 '

4.5級5 50才 台1 専 ・大卒2

合計18 合計18 合計18 合計18 合計18

昭和60年6月5日 午前 当日病気などで欠席 した4名 をのぞき14名 に

IBMプ ログラマ適性テス トが日本IBM(株)坂 東氏(企 業総務貢献活

動担 当副部長)の 御協力 によ り実施 された。 テス トの状況 は昼食時坂東氏

よ り午後 の面接委員 に採点 表によって御説 明があ った。

面接 は応募者全員共に態度 も立派であ り言語 の不 自由な方 もあ って面接
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委員 にはよ く理解できなか った方 もいた と思 うが、それぞれ職業 自立の欲

求 の強 さが よ く理解 され た。

14名 の受験者か ら10名 の研修生 を選考す るについてはIBMの 適性

テス トで健常者の合格点を下廻 る者 も数名お り、社会生活経験 も少 ない者、

障害状況が固定 していない者、障害認知 が不充分 な者なども数名お り、10

名を選び だす ことには応募者の数の少 なさを感 じた。

本講座が今後 どのよ うな形で発展す るか予測 は困難であ るがIITの 企

画を川崎市 当局に橋渡 しを した者 としては、初回 の研修生の成績が永年に

わた って検討 されて きた関係者 の方 々の障害者 への理解 と情熱を そこなう

よ うな結果が出て は大変 である。

しか し、折角 のチャ ンスを失 って は障害者 の自立 はあり得ない との想 い

が あ った。

おそ ら く10名 を選定 す るにあたって全委員 は相 当つ らい研修 ではあろ う

が研修生全員が頑張 ってよ り良 い成績で研修成果をあげて くれ ることを祈

りなが ら選考 され たと考えている。

3受 講生 の障害内容

受 講 生 の障 害 内 容 は資料No1に 掲 げた が、 何 れ も通学 、 全 カ リキ ュ ラ ム

へ の参 加 、 及 び 将 来就 業時 に通 常 勤務 の 可能 な 身体機 能 を有 す る もの で あ

る。 この うち移 動 能 力 に つ い て は独 歩 可能 者4名 、 松葉 杖 使用 者2名 、 車

椅 子 使 用 者4名 であ った。 日常 生 活 動作 が 自立 して い る こ とは い う迄 もな

い。 これ らに つ いて 、 情報 処 理 業 務 に特 に要 求 され る と思 わ れ る上 肢 機 能

高 次 神 経 機 能 につ い て 検 査 した結 果 は表 の如 くで あ った。(資 料No1,2

)こ れ ら と研 修 結 果 との 関連 につ い て は、 講 座 終 了 後 に検討 され た。

そ の 内容 につ いて は第W章 で詳 述 す る。
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4'.応 募 の 動 機

「な ぜ コ ンピ ュー タ基 礎 研 修 講座 を 希 望 した か」

小 野 寺 章 彦

先 日のある新聞 に米国留掌中の 日本人女性が不慮 の事故に遇 い車椅子

の生活 を余儀な くされ帰国 したが米国側 の好意によ り再び留学 し元気 に

暮 らしているとい う記事 が載 って いた。彼女 は 「米国では体が不 自由で

も差 別がない暮 らしができる。」 と言 っていた。た しかに日本で は好奇

の目で見 られる事 や差別 がない とは言 えな く、障害者 には決 して良 い環

境 と は言 え な い と思 う。'

しか し悪 い環 境 は良 い環 境 に 変 え て い か な けれ ば な らな く、 そ れ を す

るの は誰 で もな く悪 い環 境 に 暮 ら して い る本 人 自身 で は ない だ ろ うか。

良 い環 境 へ と移 り住 む事 はか ん たん な事 だ が、 それ で は一 向 に環 境 は良

くな らな い と思 う。

地 域 社会 の受 け入 れ を待 って い る ので はな く、 自分 自身 か ら社 会 に溶

け込 む よ う努 力 しな けれ ば な らな い と思 う。 大 きな運 動 で は な くて も、

近 所 の人 、職 場 の入 、 酒 の席 で知 り会 った よ うな人 で も、 自分 達 の事 を

もっ と理 解 して も らえ るよ うに働 きか け る事 が 大 切 な ので はな い だ ろ う

か3・

そ の た め に は確 固 た る生 活 基 盤 が 必 要 とさ れ る のだ が、 残 念 な こ とに

日本 で は 身障 者 に は仕 事 を得 る事 が 困 難 な状 況 に あ る。 ま して 私 の よ う

な重 度 の者 に とって は極 ま って しま う。

そ こで何 らか の 技 術 を 身 につ け な けれ ば と思 い、 コ ンピ ュ ータ関 係 の

仕 事 で あ れ ば勤 務 形 態 も仕事 の 内容 に よ り選 択 で き る可 能 性 も大 き く、

機 械 を 使 う事 は同 じで あ って も仕 事 が 多 種 多 様 で職 種 の選 択 が少 な い私

に と って 自分 を生 かせ る道 だ と思 う。 正 直言 え ば コ ンピュ ー タを 完 全 に

マ ス タ ー し、 必 ず この仕 事 に 就 くとい う 自信 は な い。 しか し今 は何 事 に

も可 能性 の あ る もの に は チ ャ レ ンジ して み よ う と思 い希望 した。

14



「なぜ コ ンピ ユ 一二タ基 礎 研 修 講座 を希 望 したか 」

石 田 富 士 夫

e

5
)
O

私 は、昭 和58年10月 に、 心 臓 の人 工弁 置 換 手 術 を しま した。?の

後、 昭和59年6月 に脳 血栓 に な り、 現在 は、 軽 い失語 症 で す。

心 臓 は、 今 は順 調 で す が、 あ ま り無 理 は出来 な い と思 って いま す。

又 、脳 血 栓 によ る失語 症 は、 言 葉 を い い違 え た り、 出て こな い時 もあ

りま す が、 間 違 い は、 自分 で気 付 きま す。 話 しを す る時 は、 ゆ っ くり話

す こ とに よ り、 間 違 いや 、 出 て こな い こ と も、 少 くな くな りま す。

ま た、 書 き言 葉 に も同 じ様 な、 軽 い症 状 が あ り ます。 相 手 の話 しは、

理解出来 ますが、対話 をす る時 に 、 い い違 いに よ って理 解 して な い様 に、

見 られ る こ とが あ りま す。 今 迄 の仕 事 は、 建築 の 現場 監 理 の技 術 屋 で

す が 「内勤 の デ ス ク ワ ー ク は出来 ま す 」 と話 しま したが、 大 変 残 念 です

が、 自分 自身 の 誠意 が た り ない の か、 理 解 して も らえ なか った。 又、 現

場 主 体 の会 社 で あ る為 、 この5月 に退 職 しま した。

そ の様 な 時、 市 報 に同 講 座 の募 集 が あ りま した の と、又 、 以 前 か らコ

ン ピ ュ ータ やパ ソ コ ンの勉 強 を して 、 技術 を身 に付 けた い と思 って い ま

したので、応募 しま した。 それ に、 今 まで に体 得 した建 築 の技 術 や、 今 、

簿記 の3級 を 勉 強 して い ま す ので 、 それ らを土 台 に して、 自分 自身 に

付加 価値 を、 身 に付 けな けれ ば と思 って い ます 。

§

C
φ
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C

ー

c
-
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「なぜ コ ン ピュ ー タ基礎 研 修講 座 を希 望 した か 」

東 島 高 志

最 近 、 新聞 や テ レビを 見 る と情 報 化 時 代 の到 来 を報 じな い 日 は無 い と

い って い い ほ どで あ る。 そ れ に よ る と電子 技 術 と通 信 技術 が結 合 して、

これ か らの社 会 はます ます 情 報 が 高 度 に集 積 、処 理 、送 達 され る よ うに

な る とい う こ と ら しい。

したが って これか らの 職 業 や社 会 生 活 は大 き く変化 して い くも の と予

想 され ます。 さて 、 この 春 通信 制 の高 校 を 卒業 した私 は 日 ご ろ、 これ

らの こ とを 見 聞 きす る たび に コ ンピ ュ ータ ー プ ログ ラマ ーの様 な仕 事 が

した い の だ けれ ど も片 手 で は無 理 だ ろ う と思 って い ま した。

と こ ろが、 先 日 テ レビで 当講 座 の募 集 を知 り、私 も努 力 次 第 で コ ンピ

ュ ータ ーの プ ログ ラマ ー と して 自立 で き るの で はな いか と思 い ま した。

私 は情 報化 社 会 の恩 恵 を 受 け るだ けで な くむ しろ、積 極 的 に コ ン ピュ

ー タ ーを 理解 しそれ を 使 って い ろい ろな仕 事 を処 理 す る こ とに生 き甲 斐

を見 い 出 して い きた い と思 い ます 。

身 体 が 不 自由 で もコ ン ピュ ー タ ーを指 令 す るプ ログ ラ ミング の仕 事 は

根気 よ くマ ス タ ーす れ ば必 ず それ を 生 か す職 業 に進 め る もの と思 い ま す。

身体 障 害 者 が 自立 して で き る仕 事 は限 られて い ます 。 だか らこそ 一 生

懸 命 に 努力 して ぜ ひ 身 に つ けた く思 って この講 座 に応 募 しま した。

.一 こ≠〔 囲
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「なぜ コ ン ピュ ー タ基礎 研 修 講座 を希望 したか 」

鈴 木 丈 夫

|

私 は現 在31歳 、妻 と保育 園 に通 う二 人 の 娘 の3人 の扶 養 家族 が い る

の に もか かわ らず 失業 中 で す。 昨 年 まで旅 行 の案 内 を 主 とす る個 人 会 社

に勤めてお りま した。 電 話 応 対 とテ レックス と受 付 業務 の仕 事 です が 、

仕 事 量 が 多 く、 ほ とん ど毎 日12～14時 間労 働 で体 調 を くず して し

ま いま した。 そ れ以 前 は印 刷所 で和 文 タ イプ を操作 す る 日 々 だ った の で

す が 、 こ ち らは ワー プ ロ等 の進 出 に よ り放 り出 され て しま った訳 で す。

2度 の失 業 に よ り私 が 痛感 した こと は、 障 害 者 の職 場 は狭 く、 た とえ

就 職 して も きつ いか 、 安 い か、 そ して 人員 整 理 の時 は、 い の一 番 だ とい

う こ とです 。

この厳 しい現 状 を生 き残 る に は、 技能 あ るい は資 格 を持 つ しか あ りま

せ ん 。

コ ンピ ュ ータ部 門 につ いて は、 前 々か らその持 つ べ き技 能 、 資 格 と し

て 狙 って い ま した。 何 よ り もそ の未 来 性 が魅 力 で す。'しか し、 ア イ ・ビ

ー ・エ ム
、 オ リベ ッテ ィ、 ゼ ロ ッ クス、 日本 チ ャ リテ ィー プ レー ト協会

と受 験 しま したが 、31歳 と.いう年 齢 の為 か とん と縁 が あ りま せ ん。 適

性 はあ るが歳 が 行 きす ぎ て い る とい うの で す。 そ の度 に31歳 で 「オ

ジ ン」 とは何 事 か と義 憤 を感 じて いま したが 、 そ こへ 今 回 の お話 をNH

Kテ レビ で うか が い、 早 速 応 募 した次第 です 。 チ ャ リテ ィープ レー ト出

身 の友 人 の 話 に よ る,とく 二 種 程 度 も習得 して い る人 はま だ ま だ少 な い と

の こ と。 石 に か じ りつ いて も、 す べて を 自分 の もの に して い く決 意 で

す 。

ぱ

§』
_一_
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「な ぜ コ ンピュ ー タ基 礎研 修講 座 を 希 望 したか 」

浜 崎 孝 行

、

障害 者 の 自立 を 考 え る時 、 そ の基盤 とな る経 済 力、 職 業 的 自立 を確 立

しな けれ ば な らな い。 しか し、 障 害 故 に現 在 の社 会 的構 造(生 産 性)に

適 応 で き な い人 達 が い る。 それ は脳性 マ ヒ者 、 筋 ジス者 達 で は な いだ ろ

うか 、私 自身 、 社 会 復帰 が困 難 だ と云 わ れ る当事 者 で あ る。(筋 ジ ス ト

ロ フ ィ ー)・ 、

重 度障 害 者 と職 業 、過 去 に幾 度 か この テ ーマ で議 論 が繰 り返 え され 実

践 が試 され たで あ ろ うい くっか の職種 の 中 に今 、 コ ン ピュ ー タ ー部 門 が

脚 光 を 浴 びて い る。

こ の文 明 の先 端 を い くコ ン ピ ュー タ ー業 界 に は多 くの可能 性 が秘 め ら

れ て お り.、多 くの 重 度 障害 者 に 自立 へ の 可能 性 を 拓 く道 を創ろ う と して

い る。

指 が動 け ば キ ー ボ ー ドが 叩 け る、 プ ロ グ ラム が組 めれ ば ソ フ トが作 れ

る。通 勤 の足 が 確 保 で きな く と もオ ンラ イ ンで マ シ ンと接 続 す れ ば在 宅

勤 務 が 可能 で あ る。

机 上 で立 て た計 画 はや は り机 上 だ けの もの で あ り、 今 日の この 企画 が

どの様 な実 績 を 残 す の か、 そ の ポ イ ン ト、 カギ を 握 って い るの が私 達 応

募 者 で あ り、 そ して あな た達 選 考 委 員 で あ る。

今 回 の この 企 画 が成 功 す れ ば後 に続 く多・くの重 度 障害 者 に道 を拓 く事

が で き る。 自分 の経済 的 自立 を確 立 す る事、(基 礎 講 座 を終 了 す る こ

と)を 再 確 認 した い 。 この作 文 のテ ーマ 「コ ンピ ュ ータ ー … 希 望

した か 」を 書 く場 合 、 なぜ この講 座 を 企画 した のか に な って しま う。

一社 会 人 と して 生 活 して 行 く うえ に お いて 職 業 を 持 つ 、技 術 を 身 につ

け る。 収 入 の道 と して コ ン ピ ュ ータ ーを 選 ん だ。 デ ィスプ レーに 一 日向

って い て もあ きな い、 お も しろ い、 自分 に 向 いて い る。 そ れ以 外 書 き よ

うが あ りませ ん 。

～
L
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「なぜ コ ンピュごタ基礎研修講座を希望 したか」

野 村 仁

私 が コ ン ピュ ー タ基 礎研 修 講座 を希 望 した理 由 は、 一 口に言 って 自分

を た め した い、 そ して 自 己 の能 力 を新 し く開拓 した い と思 った か らで す。

私 が は じめて コ ン ピュ ー タを 動 かす 仕 事 を み た の は5年 ほ ど前 の こ と

で した。

それ はテ レビの 番組 で テ レビゲ ーム に プ ログ ラマ ーが、 複 雑 な デ ータ

ーを 数式 を使 っ'て絵 、 人 物 等 を設 定 し動 か す とい う所 ま でを 放 送 した も

ので した。

私 は それ を見 た の が き らか け とな り私 もいつ か コ ンピ ュ ータの技 術 を

習得 し、できればこうい った仕 事 につ けれ ば と思 い つづ けて お りま した。

しか し私 の 心 の す み に は 目 の不 自由 とい うコ ンプ レ ックス もあ った

ので す 。

そ れか ら私 は横 浜 の盲 学 校 に進 み 珪藻 の勉 強 を しま したが、 や は りコ

ン ピュ ー タへ の あ こが れ は 忘 れ られ る もの で は あ りま せ ん で した。

そ れか ら しば ら く して学 校 の学 習 室 に 置 か れて い た ワ ー ドプ ロセ ッサ

を見 つ け、 使 って 見 ま した 。 そ の時 の感 動 は今 で も忘 れ ませ ん。

そ の機 械 は別 に ア タ ッチ メ ン トつ けれ ば何 と盲 人 に も扱 う こ とので き

るす なわ ち点 字 か ら漢 字 を 含 ん だ文 章 が つ くれ る とい うプ ロセ ッサー で

した。 この時 私 は私 の コ ンプ レッ クスが 心 の 中 か ら とび さ った感 じが し

た の で した。

私 は盲 学 校 に通 って い た とはい え 目 は見 え ま す。 見 え る可 能性 はあ る

と思 い、 この講 座 を 受 講 す る こ とを希 望 した ので す 。

できれば この機会 を活 し私 の思 い の、 す こ しで も叶 え られれ ば と思 い、

も しだ め で も この講 座 が 多 くの 障害 者 た ちの雇 用 のか け橋 にな る様 、

何度 も行 なわ れ る こ とを 望 み ます。

{
1し いt,v.r)e}v"qt-t)uv)v-t".uv、_いt、Ct.n.
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「なぜ コ ン ピュ ー タ基 礎 研修 講 座 を 希 望 した か 」

鵜 沢 久 美 子

会 社 に勤 め る 自信 もな く一、 何 か を 習 い に通 う こ とな ど思 い もよ らなか

った私 が、 外 に 出て み た い、 今 まで と は違 う生 き方 を、 して み た い と考

え るよ うに な った の は、 車 の免 許 を 、 取 った事 に よ る 自分 自身 の変 化 の

た めか も しれ ませ ん。 去 年 のパ ソ コ ン研 修 に参 加 した の も、 パ ソコ ンに

対 す る少 しの興 味 と 自分 の生 活 を変 え る き っか け に な るか も しれ な い と

い う期 待 か らで した。 何 の 予備 知 識 もな い ま ま始 め た もの で す か ら、 と

て もむず か し く始 め た 事 を 、後 悔 した時 もあ りま したが 、 研 修 が終 る頃

に は、 もっ と勉 強 を続 け 、 そ れ を生 か した往 事 が したい 、 と思 うよ うに

な って い ま した 。 今 ま で は家 で婦 人 服 仕 立 の仕 事 を して い ま したが、 限

度 が あ ります。

精神 的 に も経 済 的 に も 自立 す る とい う事 が 、 で き ませ ん で した。

コ ン ピュ ー タの 開 発 に よ って重 度 障 害 者 に も在 宅 勤 務 な ど の道 が開 け

る とい う朗 報 は、 き いて い ま した が、 それ はま だ先 の事 、 私 よ り も っ と

若 い世 代 の人 達 の 事 と思 って い ま した。 が 、 今度 研 修 講 座 が 開 か れ る事

を 知 り、 す す めて 下 さ る人 もあ り、 受 講 して み る気 に な りま した。 自信

はあ りませ ん 。 で も新 しい技 術 を 身 に付 け る事 に よ って 自分 を 、 変 え る

事 が、 で きれ ば ・ ・… と思 って い ます 。

c
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「なぜ コ ンピ ュ ータ基 礎研 修 講 座 を 希望 したか 」

北 島 総 美

前 回 のパ ソ コ ン講 座 を 終 えて み て 、 た だ受 けに行 って いた だ けの様 で

した。

考 え て み る と、 自分 にな に も残 らな か ったみ たい で す。

そ れ は、 短 期 間 だ っ た事 と、 受 講 時、 受 講 後 の 自分 な り の意 欲 が、 か

な りか けて い た か らだ と思 い ます 。

中途 半 端 で、 これ か らど う した ら良 いか と考 え て い ま した。 知 り合 い

の 人 で、 自宅勤 務 を して い る人 に話 を 聞 いて 、 トイ レ、 移 動 な どの心 配

の あ る私 た ち に は、 実 行 出来 れ ば幸 い だ と思 いま した。 実 行 す るに は意

欲 が ひ つ よ うで す。

そん な 時 に、 この講 座 を 知 り、 今 ま で よ り随 分 大 変 だ ろ うと思 い ます

け ど、 これか らの為 に何 か 身 につ け られ た ら ・・ … と思 い応募 して

み ま した。

よ ろ し くお 願 い致 します。
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「なぜ コ ンビ託一夕基礎研修講座を希望 したか」

石 崎 武

私 が コ ン ピュ ータ基 礎 研 修 講 座 を 知 った の は、五 月 十 日 の 「身 体 障 害

者 集 団職 業 相 談会 」 に出 席 した 日で す。 当 日、数 社 の企 業 と面 接 しま し

たが 採用 の返 事 は な か ったで す 。 その 時 この 申込案 内を 配 布 され た の で

す。

コ ン ピュ ータ に興 味 を 持 っ た の は、 勤 務 先 に導 入 され た コ ンピ ュ ータ

を み た時 で す。 並 べ 替 え 、 検 索、 小 計 、 デ ータ更 新 、文 作 等 そ の幅 広

い事 務 処 理 能力 、 私 が 苦 労 して 覚 え た仕 事 を簡 単 に 作 成 して い く過 程 に

は、 驚 きま した。

科 学 の進歩 とか たず けて はい られ な い と思 い ま した。 単 純 な コ ン ピュ

ータ操 作 は、 さま ざ ま な人 が さま ざ まな 目的 で直接 使 用 して い るが 、 本

質 は ま だまだ 未 知 だ と思 い ま す。 私 は この本 質 を 研修 講 座 で 勉 強 し、 知

りた い の です 。

無 限 に広 が って い る コ ン ピュ ー タの 可能 性 を 求 め てみ た いで す 。 キ ー

操 作 で出 来 る仕事 は障 害 者 に適 して い る職 業 と思 い ます 。 労 働 は私 に無

理 で体 を悪 くす る ばか りで す 。 それ よ り も先 端技 術 を利 用 し、 新 しい職

業 をみ い出 した いで す。 情 報 処 理 と通 信 技 術 の発 展 と新 しい 技術 開 発 を

結 ぶ等 、 実現 した い こ とが あ りま す。

もち ろん仕 事 上 の経 験 もそ の ま ま、 コ ンピュ ー タに適 用 す る と考 え ら

れ ませ ん が、 他 の方 法 で 利 用 した いで す。 確 か に講 座 は大変 な勉 強 とお

もいま す が エ レク トロニ ク ス未 来 に、 チ ャ レ ンジ した い です 。 コ ン ピュ

ー タが 障害 者 に大 事 な仕 事 で あ る ことを 確立 したい で す
。 新 しい感 覚 で

科 学 を と らえ 、勉 強 し、 職 業 人 と して 社会 に出 発 した い です 。

つ きま して は、 ぜ ひ私 を選 考 対 象 者 の 中 に加 え て い た だ き た くお 願 い

申 し上 げ ます。

|
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「なぜ コ ンピュ ータ基 礎 研 修 講座 を希 望 した か 」

室 住 二 三 夫

11年 前、市立身体障害者更生補導所時計科を卒業 しN:あ る会社 に時

計技術者 と して入社、社会人 としての第1歩 を踏み出 したわ けですが、

入社 半年後倒産同様 とな って しまい大変な ショックを受 けま した。 しか

しそれか ら10年 間なん とか再建 を目指す ということで営業 を続 けて来

ま したが、昨年つ いに会社整理 とい う事態 になって しまい ま した。

その間2度 にわ たる人員整理が行われ多 くの人が去?て 行 きま した。

福祉 より も会社が生 き残 る事 の方が優先 され る状態の中で残 って い られ

たのは会社が必要 とする技術を 身につ けていたか らに外 な りませ ん、障

害者 と技術、昔か ら言われ ることですが、最近一般の人達の間 で も専門

学校 が見直 されて来ているよ うに、今の社会 において も障害者 が社会 で

認め られ一社会人 と して活躍す るにはより高度な技術習得が不可欠な条

件 と思われます。、しか し、障害者の職業 は時計、洋服、洋裁の仕 立等現

在で はあまり需要 のな くな って来てい るものが多 く狭 い障害者 の職域が

更 に狭 くな って来て いるよ うに思 います。又 このよ うな社会情勢 の中に

あ って、第2の 人生 の道 を選ぶのは至難の業 と思 います。

そ こで コ ンピュータ基礎研修講座を知 るに当り、 コ ンピュータの将来

性、仕事 の豊富 さ、障害 の程度 はさほど問われない こと等、 これか ら技

術を習得 したいと思 ってい る障害 者にはま さに時代 に即 した講座 と思い

応募 しま した。
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1V研 修 目的 と内容

1研 修 目標 の設定

カ リキュラム委員会で は開講 に当って、研修 目標を どこに設定 するか

の論議を重ね た。週に3日 の研修 と期間 は約10ヶ 月である ことか らそ

の目標 の設定 は高過ぎて も低過 ぎて も問題 となる。 カ リキ ュラムを編成

す るに当 って の目標の設定 は受講生 の レベルに も関連 し、 なかなか決定

しなか った。

しか し、 いか に短期間 とはいえIITの 持 っているノウハ ウを生か し

又何 として も世 の中に正当に評価 され る基準 を目標 とすべき との結論を

得た。 そこで10ヶ 月後の研修 の成果の レベルを難関 といわれている、

情報処理技術者試験第二種 に置 きカ リキ ュラムはその目標 に向 って立て

る事 とし、又研修 の言語について はCOBOLに 置 くこととした。

情報処理技術者試験 第二種 は一般 の電算専門学校2年 課程 で もなかな

か合格す るには大変であ り、障害を持 ち短期間 の研修で はその成果を期

待する事 は無理で はないか との意見 も出た。 この目標設定 に は坪内専任

講師に対す る重圧であ った事 は確かである。 しか しも し1名 で も合格者

が出れ ば成果 と して認 めよ うとい う事にな った。

更 に本委員会 において情報処理技術者試験第二種合格 を目標 とす るこ

とを発表 した ところ、研修終了の レベルにつ き本人に対 する研修 の結果

を ランクづ けすべ きとの意見が出て、 カ リキュラム委員会 では次 の3ラ

ンクの研修成果 の目標を決めた。

第1の ランク(プ ログ ラマとしての能力)

プ ログ ラム設計書 に基づ くプ ログ ラムをCOBOLを 使 って作成 が

で きる能力

情報処理技術者試験第二種 に合格で きる程度

第2の ランク(プ ログラム コーダ ーと しての能力)

プ ログ ラム仕様書 に基づ き流 れ図か らCOBOL言 語 に記述す るた

めの言語能力

第3の ランク(オ ペ レータ として の能力)

パ ソコ ンを使 って上級者 の書 いたプ ログラムを打鍵 し、 あるいはH
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本 語 ワ ープ ロ機 能 を使 え る能 力

以 上 の3ラ ンクに つ き各 人 の能 力 に応 じて 合格 ラ ンクを決 め 目標 に対

して が ん ば って も ら う事 と した。

しか し幸 な事 に 第1期 生 に つ い て はほ とん どが、 第1の ラ ンク、第2

の ラ ンク の幅 の 中 に あ り、 研 修 の成 果 は充 分 に上 げ られ て い るよ うに思

わ れ た。

2カ リ キ ュ ラ ム

カ リキ ュ ラム作 成 に 当 り、 先 に述 べ た研 修 目標 を達 成 す る た め に も、

そ の時 間 配 分 に は充 分 討 議 を 重 ね た。

机 に 向 か って の座 学 を 中心 に す れ ば、情 報 処理 技 術 者 試験 対 策 に は な

るが、 コ ン ピュー タ 使 用 技術 の問 題 点 もあ る。

カ リキ ュ ラム委 員 会 で の討 議 の 結果 、 研修 生 は コ ン ピュー タ の事 が ま

った く解 らな い人 達 で あ る ので 、 コ ン ピュー タを とにか く好 き にな って

も ら う。 実 社会 に出 て情 報 処 理 技 術 者 と して立 派 に通 用 す る人 材 を 養 成

す る。 それ に は、 実 習 時間 を増 や す 。 との結 論 を得 、 カ リキ ュ ラム編 成

に か か った。(毎 月 の カ リキ ュ ラム構 成 は資 料No11に 示 す)

基本 的 に は、60年 中 は午 前 中 の3時 間 を 座学 、 午 後 の3時 間 を実 習

と定 め 、61年 は、 研 修 を 毎 日 と し、月 、水 、 金 曜 日 は座 学 、 火 、 木

曜 日 は実 習 と定 めた 。

延 べ 研 修 日数138日1、 うち座 学 は、128日 、 実 習 は、100日 、

時 間 数 で は、座 学 で468時 間 、 実 習360時 間 の時間 配 分 を行 な った 。

そ の 内容 は、

(1)コ ンピ ュ二一タ 入 門

(2)コ ン ピュー タの ハ ー ドウ ェア

(3)プ ログ ラム の作 成

(4)シ ス テ ム設 計

(5)簿 記会 計 ・経 営 分析

(6)関 連知 識

(7)総 合 復 習

で あ った。

6日(18時 間)

14日(42時 間)

48日(144時 間)

3日(、9時 間)

20日(93時 間)

12日(72時 間)

15日(190時 間)
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360時 間 の 実 習 で は、 キ ー ボー ドへ の慣 れ〉 使 用DOS .(MS-DOS)

習得 ・COBOL入 力 時 のエ デ ィター の習 得 、COBOLに よ るプ ロ

グ ラム の作 成9本 を 中心 に行 な った。

プ ログ ラム作 成 の最 終 で は、 実 務 で使 用 す る所 得 税 ・年 末 調 整 プ ログ

ラム と し、 テ ス トデー タ作成 、 プ ロ グ ラム シー ケ ンス リナ ンバ ー プ ロ

グ ラム等 を 含 め る と25本 近 くの作 成 とな った 。

3機 種 の選定 ほか

機 種 の選 定 の あ た って は、 実 施 委 員 会 お よび 研 修 の主 体 で あ るカ リキ

ュ ラム 部 会 に お いて 検 討 され 、COBOL使 用 の 可 能性 お よ び 予算 等 を

考 慮 し、pc9801ほ か三 機 種 に絞 り、 最 終 的 に プ ログ ラム実 習 用 と

して 日本 電気(株)のPC9801M-E10台 とプ リ ンタ ー5台 を あ

わ せ 設 置 した。 又 研 修 セ ンタ ーの 計 算 機 とFACOM9450-ll(1

セ7ト)を 公 衆 回線 で結 びTSS、RJE用 と して使 用 す る こと と した。

」教 材 と して の テ キス ト、映 画 、 ビデ オ 等

教材 として のテキス トについては長期間 の講義、内容の充実を考慮 し

検討 を した結果、情報処理技術者教育 セ ンターの 「第二種情報処理 技術

者通信講座」 のためのテキス トを使用す ることに した。

また講義 にお いて は、映画、 ビデ オ等視覚 による方法のほか研修施設

の見学等を実施 した。

自習で はキ ーボー ド操作 の練習用 と してゲ ームソフ、トを購入 し遊び の

中か ら早期上達 を図 るなどバ ラエテ ィに富 んだ教育方法を採 りいれた。

映 画

「コ ン ピ ュ ー タ と は 」

「波 野 さ ん 一 家 と コ ン ピ ュ ー タ 」

ビデオ

「簿記会計 の基礎知識 」1～2巻
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第1巻 ・情報処理 技術者試験用に作成 された視覚教材 で』簿記会'

計 の基礎を中心 に簿記会計の原理、勘定科目の説明、各種取 引

の記帳、決算整理 と決算 の仕方について。

第2巻 ・簿記会計 か ら得 られ る情報 に基づいて、経営分析の目

＼的 と方法、資金計画 と損益分岐点、原価計算、原価計算 と棚卸

資産 の評価 について。

∴ 購 入 ソ フ ト'

「MS-DOSVer2.0」5イ'ン ヂ2HD

デ ィ ス ク ・オ ペ レ テ ィ ン グ ・ シ ス テ ム と し て 選 択 。

「日 本 語LEVEL皿COBOLVer.2.1.10」

COBOLコ ン パ イ ラ ー と し て 選 択 。

「日 本 語LEVELNCOBOLANIMATORVer.2.1」

COBOLデ バ ッ グ 用 ト レ"一 サ ー と し て 選 択 。

「日 本 語LEVELECOBOLFORMS-2Ver.2.1」

COBOL開 発 補 助 と し て 画 面 設 計 用 ツ ー ル と し て 選 択 。

「HACKERVer3.2」

ス ク リ ー ン ・エ デ ィ タ ー と し て 選 択 。

「信 長 の 野 望 」 「任 天 堂 ゴ ル フ 」

キ ー ボ ー ド操 作 を ゲ ー ム の 申 で 習 得 す る た め に 選 択 。
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▽ 研修の記録

1開 講式

昭和60年6月17日(月)川 崎市南部身体障害者福祉会館 におい

て 「身体障害者 のためのコ ンピュータ基礎研修講座 」の開講式が開催 さ

れた。 まず受講生ひ とり一人が紹介 され、 つづいて主催者の 日本情報処

理開発協会、情報処理研修セ ンター所長 ・河村篤信氏 より 「研修 の成果

を期待 している」 との挨拶が あり、 また川崎市民生局福祉部長 ・竹 田宣

太氏 よ り 「障害者の模範 となれ るよ うに期待 している」 と挨拶 があ った

つづいて来賓 の通商産業省機械情報産業局情報処理振興課の北沢裕氏、

川崎 市公共職業安定所 の諸星昭夫氏 よ り 「情報処理技術者 と して社 会で

活躍で きるよ う研修に励 んで下 さい」 との激励 の祝辞を うけた。

列席 された来賓 の紹介 の後、実施 委員 会委員長であ る宇都宮敏男氏 よ

り、 日本にお ける情報処理産業 の実態 と情報処理技術者不足 の中で、期

待 され る情報処理技術者 として研修を受 け社会 で活躍す ることを望む と

のオ リエ ンテ ーションがあ った。

川崎市南部身体障害者福祉会館
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馬鞭鯵

宇都宮敏男委員長の挨拶

2通 学 にっ いて

この研 修 講 座 で は、研 修 生 を 企業 に送 り こん だ時 の事 も念 頭 に入 れ、

出席 簿 の チ ェ ック は講師 が す るので な く、 研 修 生 が 朝 、 講座 が あ る会 館

に来 た時 に出 席 簿 に印 を押 す とい う形 で 行 な った。 タ イム カ ー ド機 械 が

な い事 もあ'るが 、 自主性 を 重 ん じた。・

開 講 式 後 のオ リエ ンテ ー シ ョンで、 遅刻 ■.欠 席 の連 絡 は必 ずす る様 に

との注 意 は 当然 の 事 な が ら行 な われ た。 当初 、 重 度 の障害 者 が 多 い事 も

あ って 車 の通 学 者 も多 く、、又 電 車通 学＼ 送迎 車 に よ る通 学 と多 岐 に渡 っ

て お り、 果 して 皆 同 じ時 間 に集合 で き るか危 倶 を 抱 い た もの だ った。 一

番 通 学 に時 間 のか か るA君 は、脳 腫 瘍 に よ る片 マ ヒで右 手右 足 が 不 自 由

で あ っ た。A君 は中 学時 代 に発病 し以 来、 外 出 す る機 会 も少 な く家 庭 に

こ もる 日 々が 続 き高 校 教育 もNHK学 園 の通 信 教 育 を 受 けた。

研 修 生 の 選 考 の 面接 も母 親 と一 緒 に 車 で参 加 しぐ 面 接 す る委 員 も本 当

に だ い じ ょうぶ なの か と首 をか しげ る事 もあ った。A君 に と って バ ス電

車 を 四 回 も乗 り継 い で の2時 間 の通 学 は初 体 験 で あ り・、 生活 の リズ ム も

A君 自身 大 幅 に 変 更 しな け れ ばな らな い事 で もあ った。 途 中、 小 金井 ～

東 京 間 は通 勤 ラ ッ シ ュの ま った だ中 で あ り、 片 マ ヒの 状 態 で、 体力 的 に

も週3回 と は言 え持 つ のか 、、また講 座 を 受 け る体 力 が 残 るの か と心配 も

した 。 彼 に と って研 修 講 座 を受 け 自立 した い と い う 目的 が、 家 に こ も り
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が ちな 日々か ら脱 却 して 通 学 とい う手 段 に よ りA君 自 身 の社 会 参 加 と体

力的 な リハ ビ リテ ー シ ョンに役 立 つ 結 果 とな った。

ま たBさ ん は、 高 校 を 卒 業 して す ぐ、 家 の近 くの 企業 に就 職 したが 、

バ イク事故 に よ り頚 髄 損 傷 によ る全 身 マ ヒが 残 り退職 せ ざ る を得 な くな

っ た。 この 講 座 の通 学 に あ た り、 新 聞 で送 迎 の ボ ラ ンテ ィア を 募 集 した

が 、応 募 は一件 もな く、 や む な く家 族 の送 迎 で 通 学 す る事 とな った。 家

族 も全面 的 な援 助 体 勢 を 敷 い た が、 や は り生 活 もあ り、 す べ て を 彼 女 に

注 ぐ事 はむ つ か しい 時 もあ った。 しか し、 や は りな ん とか 自分 一 人 で通

学 を した い と思 いつ め、 あ る 日電動 車 椅 子で 通学 す る方 法 を思 い つ き家

族 に相 談 を した。 電 動 車 椅 子 も通常 の仕 様 で はな く彼 女 の 可動 範 囲 で の

仕 様 が必 要 とな り小 型 の章 程 の価 格 に もな る。 交 通 事 情 の悪 い 中 、30

分 も掛 る道程 で 再度 の交 通 事 故 、 パ ンク、 脱 輪 、 バ ッテ リーが な くな れ

ば動 けな い、 故 障 等 を想 定 す る と、 そ して何 よ り も一 度 車 椅 子 か ら落 ち

た らBさ ん 自身 一 人 で車 椅 子 に も乗 れ な い事 もあ り家 族 も悩 ん だ 。 特別

仕 様 の電 動 車 椅 子 が11月 の 中旬 、Bさ ん の家 に届 い た。 折 し も冬 に向

か う時期 、 寒 い と い う温 度 を感 じな い体 を 、 ひ ざ掛 け で くるみ 、 セ ー タ

ー、 ジ ャ ンパ ー等 の上 着 を 二 重 三重 に着 て の通 学 が 始 ま った。 講 座 を

終 えて 、電 動 車 椅 子 の追 突 防 止 の赤 い テ ール ラ ンプ が 暗 くな った夜 道 に

消 え て ゆ く時 、 研 修 生 全 員 が"気 を付 け て"と 言葉 を 添 え るの が 習慣 と

な った。1

一 日の講 座 が 終 了 した帰 路 で は、 主要 交 通 機 関 で あ る国 鉄 、 川 崎 駅 ま

で 会館 か らバ ス で5区 間 、 歩 いて20分 位 の距 離 で あ るが 、 車 通 学生 が

電 車 通学 生 のた め に 自宅 とは反 対 方 向 で もあ るに か か わ らず毎B送 る事

が 習慣 とな った 。

3受 講生 の ガ ンバ リ

午 前 中 の座 学 、 午 後 の実 習 と い うカ リキ ュ ラム の中 で 、 情 報処 理 技 術

者2種 の試 験 を 目標 に掲 げて い るが、 そ の試 験 の出 題 範 囲 は幅 広 く受 講

生 に とま どい の色 が多 か った。10ケ 月 とい う限 られ た時 間 で しか も週

3回 と い う時 間 で の講 義 は そ の幅 の広 さ ゆ え、 相 当 な速 さ で進 ま ざ るを

得 な か った。 覚 え な くて はな らな い事 項 で は"こ れ は覚 え て下 さい"と
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"い う言 葉 の連 続 で あ
った。 そ の裏 づ け と して毎 月1回 のテ ス トで確 認 す

`る 方 法 を と り
、 受 講 生 か ら見 る とテ ス トの連続 と思 え た か も知 れ ない。

事 実 ぐ 研修 講座 に参 加 す るに あ た り、 コ ンピ ュ ータ プ ログ ラマ ー と し

て コ ン ピ ュ ーダが 使 い こなせ プ ログ ラマ ー と して 自立 で きれ ば と考 え て

い た受 講 生 達 は、 なぜ コ ンピ ュ ータの歴 史 ま で も勉 強 しな'くで は な らな

いの か 、 今 あ るコ ン ピ ュー タを勉 強 す れ ば、 とい う空 気 もあ ったが 、'

"そ こ に山 が あ るか ら"と い う目的 のた め に必 死 に な'
って 勉 強 に励 ん だ。

受 講 生 の 一人 、C君 は先 天性 の骨 形成 不 全症 で、 骨 の生長 過 程 で障 害

が あ った た め身 長 も1メ ー トル余 しか な いが 結 婚 して2児 の 父親 で あ る。

松 葉 杖 が 欠 かせ な く、移 動 に も車 が 必要 で あ るが、 就 職 ・失 業 を繰 り返

しなが ら最 後 の 望 み を か け この研 修 に臨 ん だ'。生 活 は妻 とC君 自身 の障

害 年 金 で 支 え な が ら、幼 い子 供達 にプ ログ ラマ ーに な る と宣 告 を した。

関 連 知 識 で は、 簿 記 会計 、 数 学、 統 計 、経 営 科 学 等 それ ぞ れ の 分野 で テ

キ ス ト1で充 分 で な い所 は参 考 書 が必 要 とな るが 専門 分 野 の 参考 書 は出 版

部数 も限 られ 当然高 価 とな り、障 害 年 金 で生 活 す る身 に は手 が 出せ な い。

そ こで 家 の 近 くの図 書 館 に講 義 の ない 日は 日参 す るのが 日課 とな った。.

図 書 館 で 講 義 を うけ た 内容 を 整理 す る と と もに 、暗 記 帳 を 作 り必要 な ら

ば参 考 書 か らも要 約 して ノ ー トに書 き込 ん だ。2週 間 の貸 し出 し期 限 を

利 用 して 必 要 な参 考 書 を借 り受 け読 破 す る習 慣 を 身 につ けた 。 この 習慣

は情 報 処 理 技術 者 試 験 が終 るま で続 い た。

D君 は 白内 障 に よ る

視 力 障 害 が あ り裸 眼 で

0.02と い う視 力 で あ る。

横 浜 盲 学 校 で珪 藻 の

勉 強 を し民 間 の 経 営 す

る理 療 に勤 務 した が ど

う して もな じめ ず プ ロ

グ ラマ ーへ の道 を選 ん

だ。D君 は 当然 の 事 な

が らノ ー トを取 る事 は

苦 手 で あ った。 そ こで

講 座 で は、 出 て くる新

IIT見 学
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しい言 葉 、 知 識 を そ の場 で暗 記 を す る方 法 を 選 ん だ。 反 復 され 講 師 か ら

の質問 も他 の研 修 生 が ノー トや テキ ス トで 確 認 す る間 に答 え られ る様 に

な って い た。 一 度 聞 い た ら忘 れ ま い とす る努 力 は他 の 研修 生 に も波 及 し

て い った。 障 害 が あ る とい うだ けで 、理 由 も な く.能力 が劣 って い る と白

い眼 で 見 られ が ち な研 修 生達 に と って、 と言 うよ り も、 勉学 で負 け じと

感 ず るの は人 間 であ る以 上 当然 の事 か も知 れ ない 。 負1け じ どガ ンバ ル 良

い意 味 で の競 争 心 が 研 修 生 の間 に波 紋 の様 に広 が って い った。

実 習 の課 題・と して 次 々に 与 え られ る プ ログ ラム仕 様 書 は'.1ケ 月 のC

Q,BOL言 語 の学習 の後 ペ フ ロ 三チ ャー ト、 コ1ニデ ィ ング、.パ ンチ、 デ

;バックの 道 を た ど るが 、 コ ンパ イ、ラーに よ る文 法 の間 違 いで も当初 は理

・由 が 解 らず に右往 左 往 す る だけ であ った が 、一 人 が間違 いを 理 解 す る と

す ぐに他 の研 修生 に誇 ら し く披 露す る とい う具合 に相 乗 効 果 で 上達 して

ttいった。,又、t－他 の研 修 生 よrり二も1分1秒 で も早 くプ ログ ラムを 完成 させ

・た・い と願 う競 争 心 は、'講座 終 了 の午 後4時 以 降 も会 館 が 閉 館 す る5時 ま

で も続 き誰 一 人 と して4時 に帰 ろう とす る者,は居 な か った。 のみ な らず

5時 で は早 す ぎ るか ら6時 頃 ま で会 館 に居 ら:れる様 に会 館 側 と交渉 して

.ほ レい と:い万 事 とな り・、,交渉 の結 果週1回 、 水曜 日は6'時 ま で会 館 の使

用・が 可能 とな っ:1た。 ・・一・t,・ ・.lt∵;.

しか .し競 争 心 だ けで な ぐ各 自の 能力 、 例 え ば パ ンチ、㌧入 力 オ ペ レー シ

ョンの ス ピ ー ド等 で は、 障 害 種 別 に よ り当 然 の事 な が ら差 が つ くb"自

分 で 出来 る事 は 自分 で"と い う方 針 なが ら、 フ ロ ジピ ーを ロ ッカ ーか ら

㍉串.す時や返却す る事等 は・仲間意識 と共 同感が研修生ノを包 んでいた。

・噸 蝋 ＼ ご'ttt・ :t・ ・ 、t・'tt.・.'1.-t

,. 、,、 己 ぼ1・ ∵ ㌻t,hLt.t

週3回v・ 午 後 の,3:時 間 、 週9時 間 ⑳実 習 で・は、 オペ レーテ ィング シス

テム あ ジ ジプ ゴ ジ ト ロ ール、'CσB()L言 語入 力 のた め の エ デ ィタ ーや

汎 用 プ ・グ ラ ム:の説 明 等 で当 初 随 由 に蹴 を 使 用 で き る時間 が限 られ

てい㌧ ㌃ 堅 聖 人鵠 と恒 、ても限齢 ある・そ・で鱗 のない
、・火 本土 日曜 甘 ぱ会 館 が開 いて い る限 り、 コ ンピ ュ ー タ は 自由 に使 って も

良 い とい う事 に な っ:,Vいte。 初 め は前 に 学 習 した 事 の確 認 とN'r日 も早

く人間 とコ ゾ ピ三 ー夕 と繋 ぐキ ー ボ ー ドを 覚 え る とい う理 由 で休 日 も コ
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ンピ ュ 一夕を 利 用 す るよう に な っ た。

会 館 に近 いD君 が 休 日 も出勤 した 。 当 然理 解 に差 が出 る。 負 け じと一 人

が 二人 に な り多 い時 に は7～8名 が 休 日に実 習 を す る様 に な った。 実 習

が本 格 化 した11月 に は、 自宅 に 同 機 種 を持 って い る者 も参 加 した。 休

日 は講 師 の参 加 はな い の で安 易 に聞 けな い。 エ ラ ーが発 生 して も それ を

自分 で解 決 しな い限 り次 に進 め な い とい う状 況 の 中で、 それ ぞ れ が創 意

工 夫 を して 問 題解 決 に 当 って い った。 結 果 的 に コ ンピ ュー タを 理 解 す る

上 で、 正 確 な知 識 と正 確 な操 作 が必 要 で あ り、 決 して ウ ロ覚 え で は進 ま

な い事 が 全 員 に浸 透 して い った。

5人 間 関 係 、 チ ー ム ワ ー ク

弱視者であるD君 は記憶力 が良 い というのは偏見であるか も知 れない。

彼 は覚え るとい う事を我々の知 らない所で懸命 に努力を重ねていたのか

も知れないか らであ る。負けて なるものか という競争心が研修生全員 を

包んだ事 は報告 したが、人間関係 は実 にスムーズに打 ちとけて い った。

研修講座が始 まると同時 にご く自然にそれぞれの役割 が決 った。車 い

す4名 、松葉杖2名 、片 マ ヒ1名 、 その他3名 で、昼食に弁 当を持参で

きない者 は仕出 し弁 当を頼むが、 両手両足が 自由な、E君 は仕出 し弁 当

を教室 まで運び、F君 は湯茶を配 る。

余程親 しくない限 り他人 の弁当のおかずをつまむとい う光景 は見 ない

のだが研修が始ま って す ぐに他の人のおい しそうなおかずをつ まんで食

べる。E君 は昼食 中に掛 って来た電話 で中座 した講師の弁 当のおかず の

エビフライを食 べて尾 だけを残 すチ ャメ ッケを発揮 して全員がおか しさ

を こらえて食事 にな らない。

松葉杖のためお茶を取 りにゆけないC君 のためにヤカ ンに水 を汲んで

鼻をつまみ口を あけさせて上か ら水 を流 し込む といった光景 に全員爆笑

で あった。"自 分で出来 る事 は自分でせよ。但 し出来 ない事 は遠慮 な く

頼 め"と い う方針で一致 した事で もあった。
'中

で も障害が最も重度 で年齢 も 一番若か ったBさ んが女性で あ った事

もあ り、 自然 と思いや りとや さしさが向 けられ、皆で守 っでや ろ うとい

う気 が教室 にあ り自然 となごやかな雰囲気 になった。 バ
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川 崎 市 南 部 身体 障害 者 福 祉 会 館 に は、 精神 薄 弱 者 の施 設 が含 まれ て お り

消 防法 に よ り月1回 の避 難 訓 練 が義 務 づ け られ て い る。 当然 研 修 生 も参

加 す る訳 で あ るが 、 時 と して訓 練 日時 を 知 らされ て い な い事 もあ り、 そ

ん な 時 も皆 助 け合 い車 椅 子 を押 す 者 も自然 と担 当 が決 ま って来 た。 又 あ

る時 エ レベ ータ が故 障 して お ぶ って3階 か ら脱 出 した 事 もあ った が 、 避

難 用 の滑 り台 に 車椅 子 で は行 けな い と車 椅 子 を 使 用 しな い者 が 怒 り出 す

程 で あ った。

3時 の休 憩 に川 崎 市 身体 障 害 者 福 祉 団 体 協議 会 か ら差 入 れ され た ケ ー

キ は人数 分 な く、 休 憩 時間 中 もコ ン ピュ ータ室 に残 って いた者 を除 いて

食 べ て しま った所 、 ひが ん で泣 く真 似 を して み せ る。 そ れを 根 に 持 って

食 べ た者 に は教 え な い と言 い 出 す者 、 又 あ る時続 けて同 じコ ンピ ュ ータ

が故 障 した時 は、彼 が使 うと故 障 す るか ら貸 さ な い等 と、 愛 あ る軽 い

"い じめ"が 研 修 生 の人 間 関 係 を 示 して い る
。 ・

それ らの人 間 関 係 が チ ーム ワ ー ク を作 り出 し、 理 解 した者 が、 解 らな

い 者 を 引 張 り、 急 用 や病 気 で休 ん だ者 に は講座 の録 音 テ ープ を送 り一緒

に学 ぼ う とい う姿 勢 と な って現 れ た。

6特 別講義

コ ン ピュ ー タ基礎 講座 で は文 字 通 りコ ン ピュ ー タ の基 礎 並 び に実 習を

通 して プ ロ グ ラム作 成 を学 習 す る ので あ るが、 そ れ だ けで は現 在 の情 報

処 理業 務 の全 体 を 学 ぶ 事 に

はな らない。

研修生を支える 「身体障

害者のための情報処理教育

実施委員会」に は情報処理

に関す る各界の専門家 の委

員 が多数参加 してい る。

研修生が プログラ ミング と

い う狭 い世界 での情報処理

に関わ るのみ な らず情報処

理一般に関 す る学 習を特別 特 別 講 義
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講 座 で フ ォ ロ ー した。

特 別 講義 は、 株 式 会 社 横 浜 電 算 ・武井 昭 委員 に よ る 「米 国 にお け る身

体障 害 者 の情 報 処 理 教 育 の実 態 」 と題 して本 基礎 講 座 開 講 に あた り調 査

研 究 の成 果 を ス ライ ドを用 いて行 な った。 ま た三 井 情 報 開 発(株)・ 林

田煕 委員 に よ る 「シス テ ム開 発 にお ける 日程 管理 」 と題 して三 井 情報 開

発 に お け る シス テ ム開 発 手 順 と人 員 ・工 程 管 理 の講 義 を 行 な った。

ま た(財)日 本 情 報 処 理 開 発協 会 ・山本 欣 子 委員 に よ る 「ソ フ トウ エ

アの知 識 」 と題 して 、 ソフ トウエ アで は何 が 問題 か 、 ソ フ トウ エア の生

産 性 、 作 成 コ ス ト、 信 頼 性 に つ いて講 義 を 行 な った。

ま た、 横 浜 商 科 大 学 教 授 、 島 田達 巳 委員 に よ る 「OAシ ス テ ムの動 向」

と題 してOAシ ス テ ム の基 礎知 識 並 び に利 用方 法 、 シス テ ム構 成 の構 築

に つ い て講 義 を行 な った。

情 報 処 理 全 般 に 関 す る知 識 は幅 広 く専 門 分野 と して細 分 され る事 が 多

い が特 別 講 義 に よ り幅 広 い知 識 を導入 す る事 は受 講 生 に と って 有意 義 な

事 で あ る。

7受 講生 の研修実績 と出席状況

、

年間を通 じてのカ リキ ュラム及び実績 は、資料No11に 詳述 してあるが、

受講性 の研修実績を考え るに当り、企業が欲 する情報処理技術者 として

どの様な実績 を上げ るかが問題であ った。慢性的な ソフ トウェア技術者

の不足 の状況の中で企業が求 める技術者 とは、質が高 い技術者 である。

これ はた とえ障害 があ って もその要件を満 して いれば雇用に結 びつ くも

ので ある。

プログ ラマの資質 を計 る尺度 として情報処理技術者試験があ り、 当面

の目標 を この試験 に設定 した。

とはいえ、企業 では職種 の細分化が進み特定の専門分野でのコ ンピュ

ータの活用が進 み、 その分野では専門家 として第 一線 で活躍 している技

術者で もこの試験 の合格 は難 しい。

これ らを踏 まえ、 この基礎研修では情報処理技術者試験 に適応するた

めに幅 の広 い学 習を行 な う事 とした。

また企業で求め られ る情報処理技術者 は、技術者 の不足 の折、す ぐに
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で も使 え る情 報 処 理技 術 者 を育 成 す るこ とが必 要 で あ る。 そ こで実 習 で

作 成 す るプ ログ ラム は企 業 で の実践 型 の プ ログ ラム仕 様 と して 出題 した。

実 践 用 とい う こ と もあ り、 プ ログ ラム の ひ とつ 一 つ はか な りの難 易 で あ

り、特 に実 習 最 後 のプ ログ ラム は60年 度 年 末調 整 プ ログ ラム と した 。

この プ ログ ラム は企 業 、 会 計 事務 所 で 活用 で き る実 践 型 の もの で あ り、

パ ソ コ ン機 能 とCOBOL言 語 の機 能 を駆 使 したプ ロ グ ラム とな り、 研

修生 に と って は 自信 を 持 って 誇 れ るプ ロ グ ラム とな った。

研 修 生 が 目指 す プ ログ ラマ ー は、 与 え られ た仕 事 を与 え られ た 時間 内

で 、個 人 の 責 任 範 囲 で作 業 を続 け、 途 中 まで 出来 た とい う こ とは ない。

完成 か未 完成 か で あ る。 その 意 味 で は、 気 力 との勝 負 で もあ る。 と折 り

にふ れ研 修 生 を 叱 咤 激 励 して き たが 、一一方 で 継 続 し業 務 を続 ける こ と の

必 要性 も説 い て き た。

研 修講 座 に欠 席 しな いで継 続 して 出席 す る こ とは、 これ か ら社 会 で 活

躍 す るた め に も必 要 な 訓練 で あ る。

体 幹 に障 害 が あ る と概 して 他 の障 害 や病 気 を併 発 す る こ とが 多 くな る。

健 康 の管 理 は 自分 自身 で しか で きない。 障 害 の た めに 病 院 等 で検 診 を 受

ける こ と は健 康 管 理 の た め必 要 欠 くこ とが で ぎな い こ とで あ り、 そ の た

め に この講 座 を欠 席 す る こ と はやむ を得 な い こ とで あ るが 、 それ 以外 の

こ とで は休 ま な い よ う注 意 を 与 えて きた 。

研 修 生 の 出席 状 況 は資 料No12に 記 載 され て い るが 、8名 の研 修 生 は欠

席 日数0か ら8日 で あ り、 内5名 は3日 以 内 の 欠席 とな って い る。 これ

らは土 記 の定 期検 診 に よ り欠 席 した もの で 、 無 欠席 と して もよ い と言 え

る。

ま た、 欠席 日数 が2桁 の1名 は、 冬 場 の 喘 息 が あ り、 そ の た め の長 期

欠席 と な つた 。1また残 りの1名 は、障 害 に よ る体 力的 な問 題 で欠 席 が め

だ った。 全 般 的 に見 れ ば 、研 修 生 は この10ケ 月 、 欠 席 も少 な くこの研

修 に よ ぐ参 加 した と評 価 で き る。

8試 験

4月20日 の情 報 処 理 技 術者 試 験 第二 種 は、・10ケ 月の 研 修 の成 果 を

試 す時 で あ り㍉ その た め に だ け研 修 を重 ね て来 た訳 で は な いが 、研 修 生
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に と って は大 き な 目標 で あ る。

10ケ 月 の研 修 を 終 え た と言 って も コ ン ピュ ータ実 務 の経 験 は社 会 で

は認 め られ な いが 、 情 報 処 理 技術 者 試 験 の合 格 証 が あ れ ば別 で あ る。

情 報 処理 技 術 者 二 種 の合 格 者 の 内、 障 害 を持 つ 人 は ま だ少 な い。 日本

で そ の少 ない仲 間 入 りが果 せ る。

G君 は、2年 前 の事 故 を思 い 出 して い た。 部課 別 対 抗 の 野 球大

会 で二 塁 ベ ー スに 滑 り込 ん だ時 、 相 手 チ ー ムの選 手 の 膝 が二 塁 ベ ー ス上

に あ った。 ヘ ッ ドス ラ イデ ングで 両 手 を一 杯 に伸 ば し二塁 ベ ー ス に近 ず

くと き、"あ あ膝 が あ る 〃と思 った。 膝 で頭 を 打 ち全 身 が シ ビ レた。 脳

震 と うだ と審 判 が い っ た。

以 来 、車 椅 子 の生 活 が始 ま った。 厳 しい リハ ビ リテ ー シ ョ ンの 後 、国

家 公務 員 と して職 場 に復 帰 した時 、 待 って い たの は人 事 異 動 で あ り、新

しい仕 事 は電 話 番 の仕 事 で あ った。 男 と して仕 事 が した い、 一 途 な 気持

が辞 職 願 い とな った。

ま たH君 と1君 は 共 に先 天 性 の 骨形 成 不 全、 筋 ジス トロフ ィーの 病 気

を持 ち車 椅 子 の生 活 を 余儀 な くされ て いた 。川 崎 市 の職 業 訓 練 を 受 け時

計修 理 技 術 を 持 って 東 京 時計 に就 職 した。 しか し数 年 で会 社 は倒 産 した。

コ ン ピュ ー タな ら頭 脳 労働 で あ り車 椅子 で も仕 事 が で き る。 コ ン ピュ ー

タ技術 を 身 につ けれ ば 、 一社 会 人 と して社 会 に 復帰 で き る。

研 修 生 の ひ と り一 人 は、社 会 に出 て 活躍 した い と願 って い る。 い ま情

報処理技 縮 として研修を受 け・桧{・ 講めて貰 うため第一関門 として

の試練 に あ る。

大 袈 裟 に言 え ば人 生 の転 換期 で あ る と言 って もいい ほ どで あ り、 この

試 験 に か け る意 気 込 み は研 修生 の 中 にみ な ぎ って い た。

残 りの2ケ 月 は過 年 度 の試 験問 題 に取 組 ん だ。 その た め、 研 修 生 の 正

月 は、 試 験 の終 った4月21日 と皆 で決 め た。

研 修 が 終 了 す る3週 間 前 に行 な わ れ た企 業 との面 接 で、 夢 に まで 見 た

企業 へ の、 それ も 日本 で は大 企業 とい われ る会 社 に2名 の内 定 者 が 決 っ

た。"私 も僕 も"試 験 に 合格 して 、 障害 を克服 して就 職 した い。 試 験 勉

強 も更 に熱 が こ も って い った。

試験 の1週 間 前 の 日曜 日、 東京 で 行 なわ れ る試験 会 場 に 、朝 予定 され る

時間 に家 を 出 発 して 、 会場 ま での 下 見 を行 ない 、試 験 当 日 も車 に分 乗 し、

37



弁 当 を ま とめて 購 入 す る手 は ず も整 え た。

い くら勉 強 して も期 待 と不 安 は募 る。 研 修 生 の一 人 は、学 生 時 代 で も

こん な に勉 強 は しな か った と告 白 した。

研 修 風 景
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V[研 修成績 と心 身機能 との関係

1は じめ に

障害者が情報処理技術者をめざす時、身体障害や、中枢神経 系の高次神

経機能の障害 の程度が、 その適性や技術習得能力を左右 す るだろ うことは

容易に想像できる。

そこで我々は、対象者 の障害内容を事前 に正確 に調査 し、その一つ一つ

が研修成績 にどのよ うに関 っているかを明 らかにす ることによ り、対象者

の適性 と可能性を知 るための資料 とす るべ くつぎのようなパ イロッ トスタ

デ ィを実施 した。

2対 象

この 研究 の対 象 とな っ た10名 の受講 生 は、 日常 生 活動 作 自立 ・受講 の

た め の通 勤 ・学 習 が 可 能 と され た身体 障 害者 で あ るが(資 料No1参 照)、

原 因 疾 患 は脳 損 傷 ・脊 髄 損傷 ・筋 ジ ス トロ フ ィー 症 等多 種 に わ た り、又 障

害 内 容 も片 麻 痺 ・対 麻 痺 ・四 肢 麻 痺 ・四 肢変 形 ・視 力障 害 等 さ ま ざま な も

ので あ った。

3方 法

(1)障 害 の評 価(資 料No3参 照)

障 害 の評 価 は、基 本 的 身体 機 能 、上 肢 機 能、知 能 、性 格 、 認 知 等 の臨 床

心 理 学 的 及 び 神 経心 理 学 的機 能 につ い て行 った。

基 本 的 身 体機 能 の検 査 は、 関 節 可動 域 検査 、姿 勢 、移 動 、 耐 久 性 等 の評

価 で あ る。 これ ら は主 と して受 講 可 能か 否 かを決 定 す るた め に用 い られた

もの で、 今 回 の研 究 内容 か らは除外 した。

上肢 機 能 に つ い て は、 研 修 室 で 対象 者 が使 用 して い るコ ン ピュー タを 用

いて 、 ダ イ ビ ング テ ス トを通 じて片 手(健 側)動 作 、 両 手 動 作 の評価 を 行

った。 テ ス トプ ログ ラム は、T講 師 が板 書 した もの を、 対 象 者 が 各 自の コ

ン ピュー タ に入 力 した。 キー 操作 テ ス トは、1分 間 に正 し く何 文 字入 力 で
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き るかを 測 定 した 。健 側 動 作 テ ス トは、片 手 でAか らZま で更Gこ1か ら1

00ま で順 次入 力 した正 答 数 で あ る。 両手 動 作 テ ス トは、1文 字 ご とに シ

フ トキー を 使 う課 題 で、AaBbとZzま で入 力 し、 その 正答 を点 数 と し

た。

知 能 につ い て は、WAIS成 人 知 能 検 査(以 下WAIS)を 用 い て、 一

般的 な知識 の有 無 、 数 的 処 理 能力 、 記 憶力 、 空 間 関 係 の 分 析 ・構 成 能 力 ・

論理 性 等 を 評価 した。 ま た内 田 ク レペ リ ン精 神 検 査 で は、 仕 事 の処 理 能 力

と仕 事 へ の 態度 、 行 動 特 性 を評 価 した。

ま た、 視 覚 回路 を経 由 す る高次 神 経 機 能 の評 価 と して 、 画 面 探索 能 力 ・

短期 記 憶 能 力 ・二次 元 及 び 三 次元 認 知 能 力 ・論 理 性 につ い て の テ ス トを 行

った(SouthernCaliforniaSensoryIn

tegrationTest、 田 中 ビネー テ ス ト ・労働 省 一般 職 業 適 性

検査 よ り抜 粋 引 用)。

(2)研 修成 績 の評 価

研 修 成 績 の評 価 は、 講 座 を 直接 担 当 した坪 内 委員 の成 績 表 に よ った(資

料No4参 照)。 この成 績 表 で は情 報 処 理技 術 を 、1プ ロ グ ラム開 発 能 力 、

2コ ー ダ ー と して の能 力 、3操 作 能 力(オ ペ レー ター と して の 能力)の3

段 階 に分 け、 そ れ ぞれ につ い て1～5の5段 階 評 価 を 行 って い る(資 料No

12参 照)。 この成 績 表 は16の 小 項 目か ら成 って い るが 、 これ らは心 身機

能 面 か らみ る と、 論 理 性 ・知 識 力 ・視 知覚 機 能 ・キー操 作 性 に よ って 構 成

され て い る(資 料No5参 照)。

ま た最 終 模 擬 試 験 の結 果 も、 研 修成 績 指 標 の 一 つ と して用 い た。 この模

擬 試 験 は、 昭 和60年10月 実 施 の 情 報処 理 技 術 者 試験 問 題 を そ の ま ま用

いた もので 、 平 均 ゴ04.9点 、SD34.2点(190点 満 点)で あ っ

た。

(3)障 害 程 度 と研 修成 績 との検 討

障害 程 度(各 機 能 評 価 の結 果)と 研 修 成 績 と の相 関性 及 び、 障 害 評 価 法

相互 間 、 研 修成 績 相互 の相 関 性 に つ い て、相 関 行列 法 に よ り検 討 したが 、

この うち 相 関 係 数0.70以 上 の もの に お いて 相 関 性 あ り と して検 討 した。
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4結 果

(1)研 修 成 績 と心 身 機 能 との関 係(資 料No6参 照)

WAIS知 能検査に お い て・は、 総IQ(TIQ)は どの研 修 成 績 と も0.

70前 後 の相 関 を 示 す が 、 これ を言 語性IQ(VIQ)と 動 作性IQ(

PIQ)と に分 けて み る と著 る しい差 が示 され て い る。VIQで は、 論

理 性を 必 要 とす る算 数 問 題 の み で プ ログ ラム開 発 能力 と の間 に高 い 相関 性

が あ った が、 そ の他 の5項 目 で は相 関性 は示 され なか った 。PIQで は

総 点 にお い て コー ダ ー 能 力 ・操 作性 ・総合 成 績 と相 関 性 が み られ た が、 こ

こで も特 に論 理 性 の要 求 され る絵 画 配 列 のみ が プ ログ ラ ム開 発 能 力 との相

関 性 を示 して い た。

内 田 ク レペ リ ン精 神 作 業 検 査 で は、 段階A7名 、B2名 、C1名 とな っ

て いる。 段 階Aグ ルー プ で は研修 成 績 の総 合 得 点 の高 値(70点 台)を 示

す ものが 多 く(4名)、 これ に対 し段階B、Cグ ルー プ の総 合 得 点 は何 れ

も60点 以 下 で あ った(資 料No7参 照)。

視 覚 回路 を 経 由 して の高 次 神 経 機 能 テ ス トで は研修 成 績 との相 関 性 を も

つ ものが 多 か った ほか 、 特 に論 理 性 を問 わ れ る二 次元 ・三 次 元 の構 成 能力

テ ス トで明 らか で あ った 。

2種 類 の短 期 記憶 能 力 テ ス トで は、研 修成 績 との相 関 性 に つ いて 差 が著

る しいが、 テ ス ト1は ■に比 し容 易 な問 題 で あ った こ とに よ るの か も しれ

な い。

キー操 作 テ ス トは、 得 点 の バ ラツ キの大 きい テ ス トとな っ たが、 研 修 成

績 ・模擬 試 験 結 果 との 相 関性 は低 か った。

以上 の結 果 を総 合 し、 研 修成 績 の面 か ら諸 機 能 との関 係 を み て み る と次

の よ うに な った。'

プログラム開発能力 は、 視 覚 回路 を経 由 して の 高 次神 経 機 能 検 査 の うち、

画面 探 索能 力 との間 に 相 関性 が あ り、 ま たWAIS言 語 性 検 査 の う ち算

数 問題 と、 動 作 性 検 査 の う ち絵画 配 列 との間 に 相関 が あ った。

コー ダー と して の能 力 は、動 作 性IQ、 総IQ共 に 相 関 性 が あ り、 下

位 検査 で は、 符 号 問 題 、 積 木 問題 、 絵 画配 列 、 組 合せ 問 題 と の間 に相 関 が

あ った。

操作 能力 は、 コー ダ ー と して の能 力 と全 く同 じ結果:で あ り、 絵 画完 成 を
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除 く動作性検査全 て との間 に相関がみ られた。

次に模擬試験 の成績 と対比 してみると、画面探索能力、WAIS全 検査

IQ、 算数問題、積木問題、絵画配列 との間 に相関がみ られ た。

IBM適 性検査 は、画面探索能力 と両手動作 の間にのみ相関性 があった。

(2)機 能 検 査相 互 の関 係(資 料No8参 照)

高 次神 経機 能 検 査 は、 短 期 記憶 、 平面 及 び 立 体 的 構 成 、 認 知、 論 理性 を

表わ しているものだが、 この うち視 覚 的短 期 記 憶 、 二 次 元 構 成 力、 論 理 性、

三次 元 構成 力1・Eの 結 果 は、WAIS動 作 性IQと の 間 に相 関 が あ り、

更 に下 位 検 査 の う ち符 号 問 題 、積 木 問題 、 組 合 せ 問 題 と も相 関 がみ られ

た。 この こ とは、 高 次 神 経 機 能検 査 が 、WAIS動 作 性 検 査 とよ く似 た性

格 を もつ こ とを示 す もの と考 え られ る。

キー 操 作 テ ス トで は、 両 手 動作 テス トが 画 面 探 索 能 力 テ ス トとの 間 に相

関 がみ られ た が、WAISや 他 の高 次神 経 機 能 検 査 と の間 に相関 はみ られ

なか った。

5考 察

情 報処 理 技 術 に は、 一 定 レベ ル以 上 の知 能 、 デ ィスプ レイを介 して の視

覚 系 の認 知 能 力 及 び キー ボ ー ド操 作能 力 が 要 求 され、 そ れ ぞ れ の能 力 レベ

ル によ って この技 術 の研 修 能 力が 左右 され る もの とい う前 提 か ら以 上 の よ

うな考 察 が 行 わ れ た。

WAIS法 に よ る知 能 検査 で は、言 語 性IQが 総 点 と して研 修 成績 と相

関 が な い に もか か わ らず 、 そ の下 位検 査 の う ちの算 数 問 題 のみ が プ ログ ラ

ム開発 能 力 と有 意 に相 関 して い た。 これ は言 語 性 テ ス トの うちで 、 算数 問

題 のみ が 論 理 性 を 求 め られ て い る問 題 で あ るた め と考 え られ る。更 に、 動

作性 ・IQの 下 位 検 査 中絵 画 配 列 テ ス トのみ が プ ログ ラム開 発 能 力 と相 関 し

て い たの も同様 の理 由 に よ る もの で、 プ ログ ラム開 発 に は よ り高 い論 理 的

思考能力が求め られて い る こ とを 示 して お り、 この点 に お い て他 の コー ダー

あ る い はオ ペ レー ター と して の能力 との差 を あ らわ して い る もの と考 え

られ た。 一 方 研修 成 績 ・模 擬 試 験成 績 ・IBMプ ログ ラマ適 性 検査 結 果 と

は相 互 に 強 い相 関 性 を示 す に もか かわ らず(資 料No9参 照)、IBMテ ス
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トのみがWAISに よる知能検査の何 れ とも相関 していなか った点 は理解

に苦 しむ ところである。

高次神経機能については、視覚回路 を通 じての認知能力 について検討 さ

れた。 このうちの多 くは研修成績 と相関 してお り、情報処理技術上 の意味

のあ る要 素 と思われたが、症例 も十分 でな く、また神経心理学的検討法 の

発達 の未熟 さもあ って、 具体的な考察 を進 めるだけの資料を得 るには至 ら

なか った。

キー操作 による上肢動作 能力 テス トは研修成績 との間に相関がみ られな

か った。受講生中に は脳損傷 による一側 上肢機能障害者2名 、頸髄損傷及

び神経原性筋萎縮症によ る両上肢機能障害者3名 が含まれていたが、今回

の検索か らは、上肢機 能の巧緻性やス ピー ドが情報処理技術 の適性 の必須

条件でない ことを壊 してい るものと思われた・ しか し今回の講座 は・ 日

常生活 自立者 のみを対象 としてお り、 一定以上の上肢機能を有す ることが

条件 とな っており、'更に低い上肢機能を有す る障害者において、情報処理

技術者に必要 となる上肢 機能の下限が どの程度の ものなのか について今後

見極 めてい く必要が ある。また一側上肢機能障害者にお ける両手機能 レベ

ル は他の障害者 のもの と相関 し、キニ操作性 において も差が認め られてい

ない。キー操作性テス トは講座開始直前に行われて以上の結果 とな ったが、

キー ボー ド操作 に習熟 した時期 で、上肢の巧緻性 ・スピー ド ・一側 上肢

の廃用者 において上肢機能が各作業 の遂行能力 にどのよ うに影響 して来 る

のか は別に考慮 しなけれ ばな らないもの と思われ る。

6ま とめ

昭 和60年 度 身 体障 害 者 コ ンピュー タ基 礎 研修 講 座 の受 講 生10名 につ

いて 、 研 修 開 始 時 の心 身機 能 と、研 修 修 了 時 の研 修 成 績 との関連 に つ いて

検 討 した。

今 回 の調 査 結 果 か ら、 研 修 成 績 は

1.WAIS動 作 性IQや 高 次神 経 機 能 の多 くと高 い相 関 性 が認 め ら

れ た。

2.プ ログ ラ ム開 発 に は コー ダー あ る い は、 オ ペ レー ター と して よ り

も、 よ り高 い論 理 的 思 考 能 力 が必 要 な もの と考 え られ た。
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3.キ ー操作能力 との相関性 はみ られなか ったが、上肢機能のより低

い障害者を考え ると、今後、情報処理技術 に適応で きる上肢機能の

下限についての調査が必要 と思われた。

今回の調査 は、多種 の原因疾 患 ・障害を もつ少数例 の障害者 について行

われた もので、 あ る程度 の所見を得 られたものの、試行的調査 の域 を出て

いない。今後更 に症例数を重ね、検討方法をよ り妥 当な ものに しなが ら、

よ り具体的な考察を引き出 し、情報処理技術研修 に必要 な心身条件につい

ての資料を得 たい と考 えて いる。

プ ロ グ ラ マ 適 性 テ ス ト
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▽1補 助具

1補 助具の調査 ・改造

く調査先 〉

国立職業 リハ ビ リテ ーションセ ンター

トーコ ロ情報処理セ ンター

肢体不 自由者職能開発セ ンター

身体障害者雇用促進協会

アガペ身体障害者作業セ ンター

東 京都障害者福祉会館

受講生 の中 に視覚不 自由者(弱 視)、 および片手の不自由な者 がおり、

他 の機関 にお いて どのよ うな対応策が講 じられているかについて上記機関

を訪問 し調査 したが特 に弱視者 に対 し、簡単でかつ安価に使用出来 る装置

は、残念 なが ら現段階では皆無 の状態であ った。

なお本研修 の開講 まで に以下の対応を した。

(1)キ ーボ ー ドの コ ン トロ ール 、 シフ トキ ーの 改 造

キ ー ロ ック装 置 を2台 の キ ーボ ー ドに取 りつ け、 手 の不 自由 な受 講生 に

対 しキ ーボ ー ドよ り片 手 で もキ ーイ ン操 作 が で き るよ う、 コ ン トロ ール

お よ び シ フ トキ ーを ロ ックで き るよ う改善 した。

改造 シフ トキー
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(2)CRTフ ィル タ ー の取 りつ け

今 回 の研 修 で は端 末 に触 れ る時 間 を 多 くしてお り、 長 期 に亘 る実 習 によ

る眼 の疲 労 を考 慮 して デ ィス プ レー装 置 にCRTフ ィル タ ーを取 りつ け

た。

2デ ィス ケ ッ トロー ダ の開 発

本 年度 の研 修 生 の 中 に頚 髄 損 傷 に よ る四 肢 麻 痺 の た めに 、 フ ロ ッ ピ ィデ

ィス ケ ッ トの挿 入 、 抜 去 が 困 難 な 障 害 者 が い た ので、 それ を 解 決 す るた め

の補 助 具 を開 発 した。

上 肢 の力 が 不十 分 で 、 か つ 細 か い 動 作 が で き ない の で、

D

2)

3)

デ ィス ク ドライ ブ の ドア ロ ッ ク レバー を 回せ な い。

ア ンロ ッ ク時 に外 へ 出て くるデ ィス ケ ッ トの僅 か な部 分 を 、 つ ま

ん で 引 っ張 り出 す こ とが で き ない 。

デ ィスケ ッ トを デ ィス ク ドラ イ ブの狭 い入 口か ら挿 入 す る こ とが

困 難 で あ る。

そこで、 デ ィスケ ッ トロー ダ(デ ィス ケ ッ トの 受 け台 のあ る ロ ッ ク レバー

回転 装 置)と タグ付 きデ ィス ケ ッ トで、 問 題 の解 決 を 図 った。

下 記 の図 に よ って そ の概 略 を示 す。

図 中 の番 号6が タ グ付 き デ ィス ケ ッ トで 、挿 入時 に は受 け 台2の 上 に置

き、 タ グ の 背を 押 す。 タ グ は厚 手 の ケ ン ト紙 で で きてお り、 折 れ 曲 が る こ

と はな い。受 け台 が あ る と細 か な動 作 を必 要 とせ ず、 受 け台 の上 に置 く大

まか な 動作 だ けで よ い 。

デ ィスケ'Zト 挿 入 終 了 後 、 ス イ ッチ5を 押 す 。 ス イ ッチ は押 し放 し式 で

あ り、連 続 して 押 して い る必 要 は な い。 押 しや す い よ うに、 押 しボ タ ン部

分 に大 きい 円盤 を 取 り付 けて あ る。ス イ ッチが2個 あ るの は、 デ ィス ク ド

ラ イブ が2個 あ るた め で あ る。

5の 中 に 乾電 池(単 一 が 二 つ)が 入 って お り、 これ が小 型 モー タ4の エ

ネル ギ ー源 で あ る。 モ ー タ の回転 を ウ ォ ーム ・ギ ア(実 際 は ボ ル トとナ ッ

トを 使 用 二 図 で は隠 れ て い るが3の 部 分 にあ る)で 並 進運 動 に変 え る。 ナ

・ トは薄いスチ ン
、レス舷 コの字型録 亀2に繊 されてお り・わ トが並

進運動をす るとスデ ンレ ズ板が円弧状 の レールの上を動いで ゴの字型金 具
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が 回転 し、 コ の字 型金 具 で は さま れ て い る ロ'・7クレバー1も 回転 す る。 ロ

ック レバー が ロ ック され る位 置 に来 る と、 ナ ッ トが マ イ ク ロス イ ッチ に接

触 して モ ー タ が停 止 す る。

デ ィス ケ ッ トを 抜 くとき に は、挿 入 時 と同 じス イ ッチを押 す と、 モー タ

が逆 回転 して ロ ックを はず す。 モ ー タ の停 止 は、 や は りマ イ ク ロス イ ッチ

で行 わ れ る。 そ の後 タグ の穴 の部 分 に指 を ひ っか け てデ ィス ケ ッ トを 引 き

抜 けば よ い 。

この 装 置 の 下部 に は押 さえ板 が あ り、 上部 に止 め 具 が あ って、 上 下 か ら

計 算 機 本 体 を挟 ん で固 定 す る。 ま た、受 け板 はデ ィス ク ドラ イブ の入 口 と

同 じ高 さ に な るよ うに上 下 に 動 か して 調 整 で き る。

なお 、 主 電源 ス イ ッチ も押 し易 い よ うに、 大 きい 円盤 を 取 り付 け た押 し

ボ タ ン7に 変 え た。 計 算 機 の 元 々 の電 源 ス イ ッチ は本 体前 面 に あ り、 小 さ

い ので 、 操 作 す る の は不 可能 で は な いが 容易 で はな か った。

これ まで デ ィス ケ ッ トの出 し入 れを 完 全 に介 助 に 頼 って い た研修 生 が 、

こ の よ う な補 助 具 を用 い る こ とに よ って 、 自立 して デ ィス ケ ッ トを取 り扱

え る よ う に な った。

デ ィス ケ ッ トロー ダ は初 め の二 回 の試 作 で は成 功 せ ず、 三 回 目 の試 作 で

現 在 の機 構 に決定 した。 第 一 回 は、 モ ー タ を使 わ ず に コの字 型 金 具 に接 続

して い る ス テ ン レス板 に鉄 棒 を 付 け、 それ を 上肢 の力 で横 に 引 づ張 る方 法

を考 え た。 試 用 して み た とこ ろ、研 修 生 の 出せ る力 が 足 りず、 引 っ張 り切

れ な い こ とが分 った。 も う一 つ の問 題 点 は、 受 け板 の位 置 とデ ィス ク ドラ

イブ の入 ロ の高 さに僅 か なず れ が生 じ、 受 け板 を 固 定 して い たた め に そ の

調整 が で きな い こ とで あ った。

そ こで二 回 目の 試作 で は、 受 け板 を上 下 に可動 と して取 り付 けの 問題 を

解決 した。 ま た、 カ メ ラの リ リー ス を利 用 して力 の 向 きを 変 え、 横 に引 っ

張 るの で は な く上 か ら押 す機 構 に したが 、 この方 法 で も研修 生 の力 で は レ

バ ー が ロ ッ ク され るま で押 し切 る こ とが で き なか った。 秤 を用 いて 研 修生

の出せ る力を測定 して み る と、 持 続 で きる の は約Ikg重 が 限度 .Tあ った。

一 方 、 この機 構 で は、 ロ ックす る と きに約1■ .5kg重 が 必要 だ っ た の

で、 上 肢 の力 で は ζ う して も不 足 で あ り、 モ ー タ駆 動 を 導 入せ ざ るを 得 なか

った 。 初 め か ら上 肢 の カ を測 定 すれ ば試 作 回数 を減 らせ た と思 わ れ るが 、

試 行 錯 誤 を繰 り返 して ロー ダ の機 構 を設 計 した ので や む を 得 な い面 もあ る。
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結 果 と して は、 モ ー タを用 い た た め ロー ダ の汎 用 性 が増 し、 ス イ ッチを

押 す 力 の あ る上 肢 機 能 障害 者 な らば だれ に で も使 用 で き るよ うに な っ た。

お わ りに、 デ ィス ケ ッ トロー ダ の設 計 ・製 作 を担 当 して頂 い た東 京 医 科

歯 科 大 学医 用 器材 研究 所 、 鈴 木 章 二 技官 に心 か ら謝 意 を表 す る。

⑤

、◎ ⇔

o

③

②

①

上肢機能障害者のための ディスケ ノ トローダの概略図

議 苔二

完 成 したデ ィス ケ ッ トローダ
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¶匿 就 労

1電 機労連への対応(就 労活動の状況)

60年6月 よ り開 講 した この講 座で 受講 生全 員 ひ たむ きに二 種 合格 を

目指 して 勉 強 して い た が、 早 くも半年 た ち、年 の瀬 を 迎 え修 了 まで あ と

3ヶ 月 の期 間 を 残 す の み とな った。

この講 座 の 目的 は全 員 二種 合 格 で あ る こ と は言 を待 た ない が、 身障 者

就 労 の狭 き門 を 突 破 す る有 力 な手 段 と して 、 身体 的 ハ ンデ の影響 が 少 な

い、 知 的 労 働 の最 先 端 技 術 を 身に つ けて 就 労 す る こ とで あ る。

そ こで修 了 と同 時 に全 員 の就 職 を考 えね ば な らな い時 期 で あ った のだ 。

職 業 安 定 所 の職 員 が 当運営 委員 のメ ンバ ーで あ り、 当然 その配 慮 は頂

いて い た が、 一 般 の会 社 で は次 年 度 の採 用 は既 に内定 した段 階 で あ る。

時 間 が 無 いが 、 そ の対 策 を協 議 しつ つ あ る時 、 武井 委員 よ り電 機 労 連

障 害者 生 活 援 助 セ ンタ ー とい うの があ りそ こ の加 藤 氏 を通 して 、電 機 メ

ニカ ーに 直接 ア プ ロ ーチ して はど うか とい う提 案 が あ った。

年 が 明 け て早 速 加 藤 氏 に趣 旨 を伝 え た と ころ、 積極 的 に協 力 す ると の

快諾 を得 た。 日程 の調 整 を つ けて同 行 して 下 さ る との こ とで あ る。

そ こで2月7日 を皮 切 りに会社 訪 問 を開 始 した。 会 社 訪問 とはい え労

働 組 合 を通 じ人 事 担 当 に紹 介 願 うわ けで、 まず 組 合 委 員 長 に面 会 を求 め

なが ら巡 回 を した。

初 日 はなぜ か 大変 運 が よ く、 多 忙 を きわ め る各 委員 長 及 び幹 部 の方 々

が 在席 で 全 て お会 い で き た。

N電 気 ホ ー ムエ レク トロニ ク ス、F・G社 、M技 研 、T製 作所 、K電

機 、N通 信 工 業 を順 次 訪問 した。

面 会 した 各 氏 は大 変 好意 的 に受 け止 めて熱 心 に話 しを 聞 いて頂 けた 。

特 にF・G社 の 渡辺 委 員長 は組 合 推薦 枠 を取 って もよ ろ しい とまで 乗 り

気 で あ った 。 又K電 機 は現在 会 社 の コ ンピ ュ ータ 技術 者 は オ ーバ ー ワ ー

ク で増 員 を 求 め た い と考 え て い る と ころ とい う話 もあ った。

第1日 は以 上 の所 を 回 った が限 られ た時 間 内 で の巡 回 は相 当強行 軍 で

あ った。 川崎 市 内 に は大 手電 機 メ ーカ ー は数 多 く、 予定 は緒 に つ いた ば

か りだが 、 加 藤 氏 は連 日 とい うわ けに は いか ず 、 後 日を約 した。 そ の後
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同氏 にご足労願 い同行頂 いたのは別記の通 りで ある。

この訪問 を通 じて の印象 は大手企業 に於 いて も情報処理技術者 は不足

でほ とん どオ ーバ ーワ ークになって いること、又身障者雇用 に対 し施設

は不備で、特 に車椅子 の対応 にとま どいが あり、改造等 には過剰な反応

があ った。

その他情勢 と しては、新年度採用 は確定 していること。経済状況 の影

響が色濃 く、一般採用 も控 える会社 もあ るほどであ る。

しか し、職業安定 所の要請 に応 え特別相談会 には14社 も参加下 され

有難 いことと思 ってい る。 この結果 は全員採用 とはいかず残念 だが、野

村、鈴木両君の就職 は喜びであ った。

他 の受講生の進路 を見届けぬ うちに修了式 を迎えて しま った。

その後5月15日 に川崎全域 の身障者集団 就職相談会が催 され相 当数

の企業が机を並べてい た。そ こへ 当講座修了者 も参加 したが、職種 の内

容が貧弱 であ ったり、 コ ンピュータ技術者求人 とあ りなが ら車椅子 は全

て不可で あった。

以上 のよ うに身障者 の就労 はまだまだ壁が厚 く特別 の技術があ り、 労

働能力が あ って も受 け入れ側 の偏見 は否めずその隔 りの大 きいことを痛

感 した。

後 日室住、浜崎両君 は リハ ビリ機 器、介助用品機器販売 の会社(日 本

アビリテ ィーズ社)に 就職 した。

訪問会社(労 働組合)及 び面会者

2月7日B本 電 気 ホ ー ム エ レク トロニ クス(株)上 野 雄 二 東 京 支部 長

(株)富 士通ゼ ネ ラル

松下技研(株)

(株)高 砂製作所

桑野電機(株)

日本通信工業(株)

2月17日 富士通(株)

日本電気(株)玉 川工場

(株)東 芝 小向工場

渡辺忠興執行委員長

豊田隆一書記長

石川 智執行委員長

伊崎秀重執行委員長

石河博明執行委員長

木村正義福祉対策部長

犬貝 紘執行委員長

桜井 誠副執行委員長
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(株)フ ジ ソ ク

3月3日 日本 コ ロ ン ビア(株)

(株)東 芝 堀 川 町 工場

(株)東 芝 柳 町 工 場

3月4日

3月7日

3月10日

(株)東 芝 京浜工場

日本鋼管(株)京 浜製鉄所

富士電機(株)

帝国通信工業(株)

日本鋼管 システムサ ービス(株)

(株)東 芝浜川崎

中島則雄書記長

中野峯吉書記長

三浦善憲教宣部長

兼崎保郎心身障害児 ・者

対策委員長

吉元正志教育部長

春田留次組織部長

木村芳明副執行委員長

安西勝美副執行委員長

朝吹啓史総務部室長

馬上和久書記長
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2公 共職業安定所 の対応

身体 障 害 者 に対 して コ ンピュ ー タの研 修 講 座 を行 な う とい う話 を 初 め

て聞 い たの は、60年3月 頃 だ った と思 い ます 。4月 に な って安 定 所 と

して も正 式 に 委 員 と して 参加 す る こ とに な る の で す が、 初 めの うち は計

画 の 当初 か ら参 画 して い な い こと もあ って 、 単 に外 部 の会 議 に参 加 す る

とい った意 識 が 強 か っ たよ うに思 い ます。

我 々が 加 わ って い るの は も ちろん就 職 の た め な の です が 、 就 職 の こ とだ

け考 え る の な らば、 例 え ば受 講 生 の選定 に 当 た って も、 も っと軽 度 の人

を多 くす るよ う主 張 す べ きだ ったの か も しれ ませ ん 。

しか し、 講 座 が 進 ん で 行 くにつ れ 、坪 内 先生 の熱 心 な指 導 や一 生 懸 命

頑 張 る受 講生 の 姿 を 見 た り聞 い た り して い る う ちに これ は気 を 引 き締 め

て いか な けれ ば大 変 な こ とに な るぞ との感 を 強 くした もの で した。

'実 際
、 重度 障 害 者 の 就職 の難 しさ は仕 事 の上 で 身 に しみ て わ か って い

ます の で、 秋 頃 か らい くつ か の め ぼ しい企 業 に 当 た って は い たの です が

余 り良 い返 事 を も らえ な い ま ま新 しい年 を迎 え る こ とに な って しま いま

した。

職 業 相 談 会 の実 施 につ い て は、 荻 野 委員 か ら電 機 労 連 を通 じて働 きか

けを して い きた い とい った話 は聞 い て い た の で すが 、 企 業 側 の これ ま で

の反 応 か ら躊 躇 して い た の が実 情 で した。

2月25日 の 委 員 会 の席 で、 も うすで に い くつ か の企 業 の組合 に対 し

て依 頼 を して い る との 話 を荻 野 委 員 か ら聞 き、 これ は も うや る しか ない

と判 断 した の で す が 、3月 も半 ば を す ぎ る と各 企 業 の人 事 担 当者 は学卒

者 の受 け入 れ 等 で極 め て多 忙 とな るた め、 ど う して も3月 初 旬 に 日 に ち

を 設定 せ ざ る を え ませ ん。 そ こで い ろ い ろ調 整 した結 果3月12日 に行

うこ とに決 定 しま した。

実 質2週 間 しか あ りませ ん 。 さ っそ く企 業 へ の依 頼 文 書 を つ くり、川

崎 北安 定 所 と も相 談 しなが ら対 象企 業 を 選 定 し、 翌 週 か ら企業 を 直接 訪

問 し、頼 ん で ま わ る こ とに しま した。

選 定 した企 業 は電 気 関 係 を 中心 に プ ロ グ ラ マを 雇 い そ う な大手 企業 と

し、 情 報 処 理 専 門 の会 社 は除 くこ とに しま した。 そ の結 果 、 富士 通 、 日

本電 気 を は じめ と して 大 手15社 が参 加 して くれ る こ と にな りま した。
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相 談 会 の 当 日 はた して み ん な来 て くれ るの だ ろ うか と不 安 な 気 持 に な り

ま したが 、 結 局14社 が 出席 し、 午 後 い っぱ いを か けて 面接 が 行 な わ れ

相談 延 数 は63件 に のぼ りま した。

この相 談 会 の結 果 、最 終 的 に就 職 が 決 ま った の は野 村 君(富 士 電機 エ

ン ジニ ア リ ング)と 鈴 木 君(三 菱 化 工 機)の 二 人 だ けで したが 、 二 人 と

も第一 希 望 の プ ロ グ ラマ と して雇 用 され る こ とにな りま した 。

企 業 の人 事 担 当者 が 、 「書 類 を見 た時 は とて も無 理 だ と思 い ま したが

実際 に会 って み る とや っぱ り違 い ま すね 。 」 とい った言 葉 が 印 象 に の こ

って い ま す。 しか しな によ り も、 こ こま で達成 度 を 高 め た受 講 生 の皆 さ

ん と粘 り強 く、 しか も暖 か く指 導 され た坪 内先 生 の努 力 と情 熱 が 企 業 の

人 事 担 当者 に通 じた の だ と思 い ま す。 受 講 生 全員 が 就 職決 定 と い うわ け

に はい きませ ん で したが 、、今 、 あ らた めて 職業 相 談 会 をや って よか った

な と感 じて い る と こ ろです 。

職業相談会参加企業名簿

富士 通(株)川 崎 工 場

日本 電 気(株)玉 川 事業 場

三 菱 化 工 機(株)川 崎 製 作 所

カ テ ナ(株)

東 芝 マ イ コ ンエ ンジ ニ ア リ ング(株)

日本 電 気 ア イ シー マ イ コ ンシ ステ ム(株)

日本石 油化 学(株)川 崎 事 業 所

富士 電 機 エ ン ジニ ア リ ング(株)

日本電 気 ホ ーム エ レク トロ ニ クス(株)東 京 工 場

(株)富 士 通 ゼ ネ ラル

(株)高 砂 製 作 所

日本通 信 工 業(株)

富 士通 電装(株)

松 下技 研(株)
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3就 業 に 関 す る カ ウ ンセ リ ング と企 業 へ の 対応

研修 の中ば、11月 中旬に研修 の成果をふまえ就業 への準備 として、金

葉 に対 する本人の希望 と期待の聞 きとり調査及び カウンセ リングを行 っ

た。

情報処理技術者 として社会 の中で健常者 と互 して仕事がで きる自信が

研修生の中に育 って いるか不安が あったが、その不安 も杞憂 に終 り、研

修生達 は希望 と期待 に夢がふ くらんでいた。

しか し、現実 の情報処理技術者集団 の職場環境 は、必 ず しも良好 とは

いえず、 日本で情報処理技術者が不足 してお り、企業で は残業や時間外

でそれ らの不足を補 っている所 もある。 またプログラマの仕事 は意外 と

地味であ り、個人 の資質が問題 とな り孤独 な業務 になる恐れがある。 ま

た時間 と体力 も必要 になる。 これ らの現実 を個別 カ ウンセリ ングで研修

生 に伝え た。

それで も研修生の 「就業 して社会の一員 になりたい。障害者 として福

祉制度 の恩恵を受 け生活 をす るので はな く、納税者 として社会 の役に立

つ者にな りたい」 という気迫 が このカウンセ リングで感 じられた。

これ らを踏 まえ、 それぞれの障害を持つ研修生 がどの程度の ことが出

来 るのか、例えば、棚 のどの高 さの物 まで は自分で取 れるのか、車椅子

の場合 どの程度 のス ロープな ら自分 で昇れ るのか、松葉杖で何階まで自

分で昇降で きるのかを、川崎市療育 相談 セ ンターのOTに 調査を依頼 し

て、研修生の障害程度 を一覧表に して企業へ の紹介面談の折、各企業に

配布 した。

一方、企業側 へは研修生が実際 に実習を行 ってい る所を、各 自で作成

したプ ログ ラムを実行 させ て見学 して も らった。事前 に企業へ配布 した

研修生 の障害名 は、 身体障害者手帳 に記載 されてい る障害名で、医学用

語 の羅列であ りその用語か ら、雇用担 当者 は相当重症 の障害のよ うに感

じたが、実習を見学 したところ健常 の人 とたい して変 りはない と感想を

述 べていた。
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4研 修後 の感想
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「 研 修 と 就 労 」

8 株式会社 アビ リテ ィーズ社

?管 理課 室 住 二三夫

?

§

?

?

6障 害者 の就労 は以前に比較 してかな り改善 されて いるとはいえ今 も難
6

θ しい こ とに変 わ りは あ りませ ん ・特`・ 重度(輪 子)に な る とその 難 し

留

さ は倍 加 す るよ うに思 いま す。 しか し難 しいか ら とい って 避 けて通 れ る 』

θ もので はな く、何 か対応を と考えた とき社会 に通用す る技術を身につ け

よ う と考 え るの は 自然 で は ない で し ょうか。 それ で は何 を とな る と これ自

と い った もの は今迄 あ ま りな か ったよ うに思 い ま す。 なぜ な ら今 迄 職 種

9

』

?は 少 ないなが らも比較的重度の障害者で もこな していける職種があ り、

何 とか生活 してい けま したが、社会構造の変化 によ り今や過去の職業 に 書

?な っ た もの 妙 な くな い か らで す。 今 、,ン ピ ュ 一夕 は社 会 に お い て

8生 産 ・販 売 ・サ ー ビス を問 わ ず、 な くて はな らな い 必需品 で あ りま す。
婁

(私 の兄 は 田舎 で 酒 屋 を して い るが事 務 処 理 は コ ンピ ュータ化 して しま 蜜

6
った)そ して コ ン ピュ ータ が増 え れ ば増 え る ほ ど、 それを操 作 す る人 や

プ ロ グ ラム を開 発 す る人 が 必 ず必 要 に な り、 ま た、 その仕 事 は あ ま り動
▲

か な くて もすむ よ うな気 が します。(車 椅 子 に は最 適 で はな いか)こ の ⑱

?よ うな こ とか ら私 は この研 修 を選 び ま した。

勉 強 の 内容 は 、 コ ン ピュ ータ のハ ー ドの事 や プ ログ ラムの 専門 的 な こ魯 9

とが ぎ っ しり書 い て あ る教 科 書 が何 冊 もあ り、 つ い て い けるの か な ・ ・

・こん な 不安 が何 度 も何 度 も頭 を 過 ぎ りま した。 しか し、 先 生 の圧 倒 さ

れ る よ うな障 害 者 教育 に対 す る熱 意 を 感 じた り、 又 、私 は年 齢 的 に も(

受 講 時36才)家 族 が い る とい うこ とに お い て も後 に は引 けず必 死 の思

いで 勉 強 しま した 。 そ して4月 の受 験 、6月 の発 表 。 「合格 」 ・ ・よ か

った 。 ほん とに よ か った。 私 はどん 底 か ら抜 け 出 す た めの切 符 を や っ と

手 に した よ うな 気 が した。 だが そ の間 、 慢 性 的 な プ ログ ラマ ー不 足 とい
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わ れ て い る業 界 へ の就 職 も狭 き門 で あ る こ とを何 度 か の面接 で知 ら され

ていま した。就職出来 る ま で根 気 よ く探 す か、 それ と も 自営 を始 め る か、

私 は迷 いな が らも 自営 の道 を 真 剣 に 何 人 か の人 と考 え 始 め て い ま した。

7月 、 「日本 ア ビ リテ ィー ズ社 」 の コ ンピ ュー タ部 門 に就 職 。 こ こ

の社 長 は 自 ら障 害 者 で あ り、 や は り就 職 で苦 労 した と きに 、受 け入 れ て

くれ る と こ ろが な けれ ば 自分 で会 社 を 作 ろ う と考 え て 出 来 た会 社 が現 在

に至 っているそうです。 この よ うな経 緯 か ら社 員 も障 害 者 が 多 い の で す が、

こ こで は健常 者 と障害 者 の境 は な く、 一 人 一人 が 社 員 と して仕 事 に前

向 き に取 り組 ん で い ま す。

た だ コ ンピュ ータ部 門 に関 して は、 ま だ業 務 プ ロ グ ラ ムの す べ て を ソ

フ ト会 社 に依 頼 して い る状 態 な ので 、 社 内 で プ ログ ラ ムを組 む とい う態

勢 はで きて い ませ ん。 私 も今 は伝 票 入 力 、 デ ータ ー の検 索 、 日次 締 め 資

料 の出 力 と、 講 座 で 習得 した技 術 を 活 用 す る機 会 は あ りませ ん。 そ の た

めせ っか く取 得 した 資格 も日 の 目を み て い ませ んが 、 社 内 各 部 署 か らプ

ログ ラムの依 頼 が 出始 め て い る ので 、 これ か らは社 内 で 組 む こ との 重要

性 を 経 費 、 日数 等 の面 か ら説 明 し何 とか 組 み た い と思 って い ま す 。 ま た

150本 近 くあ るプ ログ ラム の流 れ を デ ータ ー一の蓄 積 か ら、加 工 、 出力

まで を 系 統的 に調 査 中 で あ り、 デ ー タ ーの検 索 や 資 料 の チ ェ ッ クに 役立

て て い ま す。

入 社 か ら3ヶ 月 た った現 在 、 就 職 探 しに苦 労 して い た頃 の 事 が 遠 い昔

の こ とで はな く、今 も生 々 し くよみ が え って来 ます 。 私 は幸運 に も車椅

子 で も受 け入 れ て くれ る所 が あ りま した が、 働 く意 欲 と技 術 を持 って い

なが ら障害 を受 け入 れ て くれ な い た めに その能 力 を 発 揮 で きな い 障害 者

も沢 山 い ます 。

コ ンピュ ー タの機 能 を フル に活 用 した 新 しい職 場 作 り も必要 で はな い

で しょ うか 。

私 は、 この講 座 が これ か らも更 に 発展 し、 障 害 者 の 職 域 が広 が る こ と

を 期 待 す る と と もに 「安 心 して 働 け る職 場 」 も何 か の 形 で実 現 して い た

だ けた ら と思 い ます 。

最 後 に坪 内先 生 を 始 め新 しい人 生 を切 り開 いて い た だ い た皆 様 に 、心

よ り感 謝 いた します 。 あ りが と う ござ い ま した。
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「研 修 と 就 労 」8

三 菱 化 工 機 株式会社

θ シテスムG鈴 木 丈 夫

9

書

秋風 も日増 しに冷た くなり、 円高不況、国鉄民営化 に伴 う合理化 など、

1噺 の人々 も職業 につ く、とがむずか しくな。ている獄 の中、先 醜 は

6正 社 員 の面 接 を しま した。 特 に問 題 もな く、 面 接 は5分 く らい で 終 わ り、

9

⑪

6ヵ 月の試用期間 を終え、11月 か ら三菱化工機川崎製作所 システムGの 爵

6

?正 式 な 一 員 とな る事 とな りま した。 合理 化 の波 は、 こち らも例 外 で は な

`く
、7月 に 二百 人 ほ ど減 った ばか りで すが 、 会社 の私 に対 す る扱 い は 予想

尋

?

ー
1
▲
6

7
-
1
考

?
毒

以 上 で 、 専 用駐 車 場 を用 意 して くれ る程 で す。

思 え ば 、一 年 前 の職 安 へ行 く度 に 、 自動 車 通 勤 と聞 いて が っか り され て

ばか り い た万年 失 業状 態 の 自分 とは大 ちが いで す 。 冗談 を 言 いな が ら、 パ

ズル を解 くよ うに楽 し くプ ログ ラム を作 れ るの で す か ら、 と は言 って も、

私 は ま だ まだ プ ログ ラマ ー と して は ひよ こです 。 か な り詳 細 な仕 様 書 を い

た だい て もす ぐに つ ま って しま い、追 いか け まわ して質 問 しま くります 。

なか に は、私 が そ ば に行 くと、 ジ ョー クで逃 げ る真似 を す る人 もい ま す。

しか し、 何 よ り もつ まず い た の はJCL(ジ ョブ制 御 言 語)で した。

研 修 の 時 は、 パ ソ コ ンで 、RUNコ マ ン ドー つ で よか っ たの が 、 や れ ジ

ョブ ス テ ー トメ ン トとか 、 ライ ブ ラ リを指 定 しろ とか、 フ ァ イル で は な く

デ ータ セ ッ トだ とか、 とにか く、 始 め の二 週 間 はマ ニ ュ アル とに らめ っこ

で した。 幸 い教 育 担 当 の人 が、COBOLとJCLを 関 連 づ けて教 えて 下

さ いま した の で、 おお む ね理 解 す る とが で き ま した 。他 に もパ ラ メ ータ形

式 の ユ ーテ ィリテ ィが い くつ か あ り、 覚 え るの に必 死 で 、 毎 日残業 も しな

い のに ぐった り疲 れ て しまい ま す。 で もCOBOLの 事 で した らどん な エ

ラ ーで も 自力 で脱 出 して い ま す。 パ ソコ ンで じっ くり研 修 した お か げ と思

いま す。 前述 した 教育 担 当の 人 も、 「基 礎 がで きて るか ら、 ち ょっ と教 え

る とす ぐで き ち ゃ う」 と言 って くれ て い ます 。 特 に4月 の二 種 合格 が決 ま

って か ら は、私 に 対す る見 方 も変 わ り基 礎 的 な事 を 聞 き に来 る人 もい ます 。

す で にCOBOLの プ ログ ラムを7本 、 ユ ーテ ィリテ ィを4本 作 り定 例

業務 に のせ て い ま す。 今 日、 私 は三 菱 の マ ー クを 漢 字登 録 しま した。 出来

映 え もま ず ま ずで 、 み ん な も使 いた い と言 って い ま す。 私 も この マ ーク と

と もに会 社 に必 要 な人 間 にな る よ う、IITで 学 ん だ こ とを 生 か して い き、

た い と思 い ます 。 も ち ろん1種 、特 種 の試 験 に も挑 戦 して い くつ も りで す 。

$
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「研 修 と 就 労 」

株式会社川崎残土運搬協会

経理事務 石 崎 武

究極 の 目的 で あ る、 財 務 用 ソ フ トの開 発 は今 現 在 、 全 く未 完成 で す。

確 か に市 場 に 出 て い る財 務 用 ソ フ トは、 ほ とん ど完 壁 に近 い と思 い ます 。

前 職 で あ る会 計 事務 所 で 使 わ れ て い た コ ンピ ュー タか らも、 ハ イテ ク

の能 力 は、 驚 異 に思 って い ま した。

で も現 場か ら見 る と不 満 もあ っ たの で す。 それ は入 力 、 処 理 、 出 力 の

機 能 で す。 入 力 ミ ス、 これ は初 歩 的 ミス です 。 で も この入 力 ミス はか な

りの割 合 で発 生 す るの で す。 そ の為 の最 低限 の防 止方 法 が ま だ ま だ あ る

と思 う ので す。 例 え ば、 現 金 の マ イ ナス な んて あ りえ な い ので す か ら、

その時 は警 告 して くれ る とか で す。 又 今 の コ ン ピュ ータ は、 機 能 が多 す

ぎ て複 雑 に な って い くみ た い に思 うので す。 あ る時 点 で は、 ア ウ トプ ッ

ト資 料 と して税 金 は、 い く らで あ る と答 を だせ ば それ で充 分 な は ず で す。

プ ログ ラマ ーは、 何 を考 え て い る のか なあ 一 と思 った り して い ま した。

逆 に、 この辺 が私 の得 意 な 分 野 と思 って いま す。

研 修 の成 果 と して、 これ らの 改 良 をや って い く予 定 で す。

今 の会 社 は、 協 力的 で 時 間 の余 裕 が あ れ ば、 コ ン ピュ ー タを 導 入 して

勉 強 して もよい と言 う条 件 な ので す。 又 いず れ は、 今 の協 同 組 合 的 組織

事 を も う少 し効 率 よ くや れ な いか 、 あ るい は仕 事 の質 を 高 め る の に必 要

に も、 加入 組 合 会社 とコ ン ピュ ー タで 直結 す る こ とで、 直 面 して い る仕

事 を も う少 し効 率 よ くやれ な いか 、 あ るい は仕 事 の 質 を高 め る の に必 要

な ので す。

'この事 務体 系を 確 立 す る の に も勉 強 を しな けれ ば と思 って い ま す。

今 、 直接 研 修 の 成 果 とい う とビ ジ ネス ワ ープ ロで す。 研 修 の時 は、 あ

れ は女 性 の仕 事 と思 って い ま した が、 意 外 に重 要 だ と感 じま す。

研 修 の成 果 が 数 字 や形 で 、 出 て こな いの が残 念 で す が 、 ご く自然 に ハ

イテ ク時 代 に参 加 で き る力 を 教 え こん で くれ た の は研 修 で す 。

今 は、 や りか け た コ ンピ ュ ータ技 術 を もっ と勉 強 し、 自分 で 考 え て い

るプ ログ ラムを完 成 したい と思 って い ま す。 、・ゴ

あ とは毎 日の努 力 と考 え て い ま す。
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「研 修 と 就 労 」

小野寺 章彦

私 はまだ就労 していませ ん。 この講座 によ り得 る事が出来た知識や

技術を就労に結びつ け仕 事にいかせ る事ができた ら最良 といえますが

知識 や技術 と同 じ様に忘 れか けていた学 習意欲が多少 なりとも以前 よ

り増 し、 これか らどの様 な事を勉強 しよ うか と考え、 自分 の視野や行

動範囲 が広が った様に思 います。現在私 は坪内先生 のお手伝いを させ

ていただいていますが、 一般 の会社にプ ログ ラマとしてどこまで頑 張

ってや れるか勤めてみたいと思 っています し、今やっている、障害者

を対象 とした情報処理技術者の道への手助 けを したいとも思 っていま

す。

同 じ障害を持つ人 に少 しで も自分が習得 した知識や技術を教 える と

言 う事 は、私に とって は、 とて もや りが いのあ る仕事で、受講生 の質

問や態度 により、 もっと勉強 させ られ る事 も数多 くあります。

講習 は最終的 には就労を目指 して いると思いますが、 それ以前 に障

害 の為 に社会参加 が困難 と思 っている人達 にも、社会参加出来 るき っ

か けで も、作 る事が出来 た らいいと思います。 これか らもこの様な講

座が数多 く、各部道府県や市町村単位で開講 され、多 くの障害者が学

習の場に参加 出来 る様になれば、頭脳労働 の必要性に従 って、身体 に

合 った就労環境を提供 して もらえる様にな り、新 しい職域の確保 と生

活環境 の改善 によ り、行動範囲 も広 くな り、社会参加 の道 も広 くな る

のではないで しょうか。

今 の私 は実務経験 が全 くな く、教え られるのは試験 にそった内容 や

わずかな知識や技術ですが、少 しで も還 元できれば幸いです。
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「研 修 と 就 労 」

株式会社 ア ビリテ ィーズ社

管理課 浜 崎 孝 行

「お 疲 れ さ まで した。 」同 僚 の言 葉 を後 に、 タ イ ム カ ー ドを打 刻 して

出 る と も う夕 暮 れ ど きで す。

渋 谷 区 代 々木 に あ る会社 に就 職 して早 三 ヶ月。 当初 、 気 が か りで あ っ

た通 勤 時 間 も心 配 して い た程 で は な く、 毎 日の仕 事 もや っ と慣 れ て き ま

した。 就 職 した事 に よ って 、不 安 定 で あ った 生 活 の基 盤 が 確 立 され 、 こ

れ か らの 長 い人 生 設 計 を 考 え る余 裕 が で き るよ うに な った今 日此 頃 です 。

二 年 前 、 会 社 倒産 とい うシ ョッ クな事 態 に遭 遇 し、 た ち ま ち生 活 は窮

地 に追 い込 ま れ ま した。

新 た に職 場 を 得 よ う と職 安 を 尋 ね て も車 椅 子 で 働 け る職 場 は皆 無 で し

た。 郷 里 の両 親 は心 配 して い る し、 ど うや って 生 活 して行 こ うか 暗 中模

索 して い る時 、 坪 内 先生 と出会 い、 コ ンピュ ー タ の世 界 に触 れ る事 に な

りま した。

新 た な人 生 へ の再 出 発 を コ ン ピュ ータの世 界 に見 い だ し研修 講 座 第 一

期 生 と して無 事 修了 し就 労 した訳 で す が、 決 して平 坦 な 道 で は あ りませ

ん で した。

車 椅子 に 身 を ゆ だね 、国 の福 祉 制 度 、 生 活 保 護 とい う保 障 に養 わ れて

も何 ら不 思 議 で はな い 重度 障 害 者 で あ る私 が、 コ ン ピュ ー タ技術 者 ど し

て評 価 され納 税 す る勤 労 者 の立 場 に な る事 が で きた の です 。 二 年 振 に手

に した、 た とえ僅 か な お 金 で あ ろ う と自分 で 生産 し得 たお 金 は尊 い重 み

の あ るお 金 で す。

働 ら く意志 と能 力 を 持 つ 障害 者 に職 場 を 、 「あな た は何 が で き ます か 」

と問 わ れ た時 、 「私 は情 報処 理 技 術 者 です 」 と胸 を 張 って答 え る第 一 期

生 で あ りた い 。

私 達 の後 に 二期 ・三 期 生 が 続 くよ うに … 。 就 労 の場 を確 保 して お

きた い と思 う。
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lX今 後の展望

1今 後 の展望 に関す る各 委員 の意見

60年 度 の研修 を終えて各委員会の委員の個人的意見を求 め、 ここに発表 させ

て載 く事 に した。下記に述べ た意見 は多忙 の中で委員会に出席 した委員が それ

ぞれの考 え、意見を述べた ものであ る。従 って必ず しも委員会 として一致 した

意見 とはなって いない。

しか しこれ らの意見が、 この研修 の成果 と して今後のあり方 につ いて貴重な

ア ドバ イスにな るもの と信 じる。 この報告書を とりま とめるに当り、今後 この

よ うな研修が更に拡が りを持 って、多 くの障害者の方 が情報処理技術を習得 さ

れ るよ う願 ってやみません。

尚報告書の性格 上、個人的氏名 を控え た委員 もあるので御了承願 いたい。

貴重な意 見を寄せ られ た各委員 に感謝す る。

「研 修 を振 り返 って 思 う こ と」

委員 島田 達 巳

本研 修 に つ い て、 カ リキ ュ ラム専 門 部 会 の主 査 と して 、教 育 目標 、 カ リキ ュ

ラム編 成 、 講師 の 教 育分 担 な どに関 わ った者 と して所 見 を 述 べて み る。

ま ず 、教 育 目標 に つ いて は、情 報 処 理 技術 者 と して 就 職 で き るた め の前 提 と

して 、 通 産 省 の情 報 処 理 技 術 者 第2種 試験 合格 程 度 の プ ログ ラム 設 計 が で き る

技術 ・技 能 を 身 につ け る こ とを主 にお き、 それ が で きな い場 合 で もコ ーダ ー、

ま た は ワ ープ ロ ・オ ペ レータ ーがつ とま る と ころ に到 達 目標 を お い た。

カ リキュ ラムについ て は、情 報 処 理技 術 者 試 験 の内 容 に 合 った編 成 を 行 な い 、

と りわ けパ ソ コ ンを 使 った実 習 に重点 をお い た。 また 、 コ ンピ ュー タ言 語 に

つ いて は、 当初FORTRANやC言 語 を 勧 め る意 見 も一 部 に は あ った が、 就

職 時 の 仕 事 の 円滑 性 を 考 え、 現 在、 わが 国 で 最 も普及 率 の高 いCOBOLに 絞

った 。

講 師 に つ い て は、 専 門 分 野 別 に複 数 の講 師 が分 担 す る方 法 もあ るが、 これ ま
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で ソ フ トウエ ア ハ ウ スで の実 務 経 験 が 豊 富 で か つ 身障 者 コ ンピ ュー タ教 育 に ボ

ラ ンテ ィア と して 尽 され た坪 内 氏 とい う得 難 い 人材 を 確保 で き た ので 、 専 任 で

一 貫 して 担 当 して
.いた だ くこ とに した。

この よ うな、 布 陣 で第1年 度 の研 修 は終 了 した わ けで あ る。 そ して 、 終 了 後

間 もな い昭 和61年4月 の試 験 で は修 了 生 の中 か ら2名 、10月 時 に は更 に2名 の

合 格 者 が 出 た。 そ して、運 営 専 門 部 会 等 の努 力 に よ り5名 の者 が就 職 した。

この よ う な、 合格 率 、就 職 率 に つ いて は、 い ろ いろ な評 価 が あ り得 よ うが、

筆 者 と して は満 足 す べ き水 準 で は な いか と思 わ れ る。

この よ うな合格 率 や就 職 率 な どの指 標 に加 えて 、特 筆 す べ き こ と は、 この研

修 生 活 そ の もの が 日頃 社会 参 加 の機 会 の少 な い研 修生 に と って 社会 へ の眼 を開

か せ る得 が た い機会 で あ った と思 わ れ る こ とで あ る。

熱 意 の あ る講 師 と研 修 生 の一 体 的 な研 修 、 研 修 生相 互 の助 け合 い な どに よ る

同 志的 結 合 は、 今後 の人 世 に 大 き な指針 を与 え た とみ られ る。

彼 等 の成 長 の軌跡 は、 本 報 告 書 に掲 載 され て い る坪 内講 師 と研修 生 の レポ ー

トに もよ く表 わ れ て い る。

それ らの 中か ら2人 の研 修 生 の記 録 を 一 部 抜粋 し、受 講 前 、 受 講 中 、 お よび

受 講後 の軌 跡 を た ど って み る。

鈴 木丈 夫 君

[受 講 前]「 ・ ・、・ ・2度 の失 業 に よ り私 が 痛感 した こ とは、 障 害 者 の職 場 は

狭 く、 た とえ就 職 して も、 きつ い か 、 安 いか、 そ して 人 員 整 理 の時 は

い の一 番 だ とい う こ とで す 。 この 厳 しい 現状 を生 き残 る に は、 技 能 あ る

い は資 格 を持 つ しか あ りま せ ん。 ・ ・ ・ ・ ・… 」

[受講中]「 ・… 何 よ り も楽 しか った の は、 パ ソコ ンを使 って の実 習 です 。

あ ま りキ ーボ ー ドの扱 い は得 意 で はあ りませ ん が、 思 い通 りに プ ログ

ラム が走 った 時 の嬉 しさ は、 た とえ よ うが あ りま せ ん。 つ い隣 で うま く

い か な くて苦 しん で い る人 を 呼 ん で 見 せ た くな って しま い ます 。 フ ロ ッ

ピ ー ・デ ィス クに詰 め た傑 作 の数 々、 三 月 い っぱ い で 別 れ る と思 う と寂

しい限 りで す。 ・・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・… 」

[受 講後]「 ・ … 思 え ば、1年 前 の職 安 へ行 く度 に、 自動車 通 勤 と聞 い

て が っか り させ られ て ばか り いた 万 年 失 業者 の 自分 と は人 ちが い で す。

冗 談 を言 い なが ら、 パ ズ ル を解 くよ うに楽 し くプ ロ グ ラム を作 れ るの で

す か ら ・… 。
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と は言 って も、 私 は まだ プ ログ ラマ ー と して は ひ よ こで す。 か な り詳

細 な 仕様 書 を い ただ いて もす ぐにつ ま っで しま い、 追 いか けま わ して質

問 しま くりま す。 ・・ ・ ・・ … 」

浜 崎 孝 行 君

[受 講 前]「 障害 者 の 自立 を 考 え る とき、 そ の基盤 とな る経 済 力 、職 業 的

自立 を を 確立 しな け れ ばな らな い。 しか し障害 故 に現 在 の社 会 的構 造

(生産性)に 適応で きな い人 達 が い る。 そ れ は脳 性 マ ヒ者 、 筋 ジ ス者達 で

は な い だ ろ うか。 私 自身、 社 会復 帰 が 困難 だ と云 わ れ る当事 者 で あ る。

重 度 障 害 者 と職業 、過 去 に幾 度 か この テ ーマで 議 論 が繰 り返 され実 践

が 試 さ れ たで あ ろ うい くつ か の職 種 の申 に今 、 コ ンピ ュ ータ部 門 が脚 光

を浴 び て い る。 この 文 明 の先 端 を い くコ ンピュ ー タ業 界 に は多 くの可能

性 が 秘 め られ て お り、多 くの重 度障 害 者 に 自立 へ の 可 能性 を拓 く道 を創

ろ う と して い る。

指 が 動 けば キ ー ボ ー ドが 叩 け る、 プ ログ ラム が組 めれ ば ソ フ トが作 れ

る。 通 勤 の足 が 確 保 で きな くと もオ ン ライ ンで マ シ ンと接続 すれ ば在 宅

勤務 が 可 能 で あ る。 机 上 で立 て た計 画 はや は り机 上 だ け の もの で あ り、

今 日の この企 画 が ど の様 な実 績 を 残 す のか 、 そ の ポ イ ン ト、 カ ギ を握 っ

て い る のが私 達 応 募 者 で あ り、 そ して あ な た達選 考 委員 で あ る … 」

[受 講 中]「 フ ロー チ ャー トを書 き、 コ ーデ ィングを した後 、夢 中 で叩 い

た キ ー ボ ー ド。 苦 労 に苦 労 を重 ね テ ス トラ ン、 プ リンタか ら指 示 ど うり

に 印 刷 され た文 字 が でて きた時 はお もわ ず 「や った ぞ 」 と叫 び 、 出来 上

が った プ ログ ラム の 嬉 しさ は忘 れ る事 が で きませ ん 。・

こ う した毎 日の充 実 した 学 習 の 日 々 も目標 が あ れ ば こそ誰 一 人 落 ち こ

ぼれ る事 な く頑 張 って こ られ た とい う事 は言 うまで も あ りませ ん 。 ・」

[受 講 後]「 車 椅子 に 身 を ゆだ ね、 国 の福 祉制 度 、 生 活 保護 とい う保障 に

養 わ れ て も何 ら不 思 議 で は ない 重度 障 害 者 で あ る私 が 、 コ ン ピュ ー タ技

術 者 と して 評 価 され納 税 す る勤 労者 の立 場 に な る事 が でき た ので す 。

二 年 振 りに手 に し た、 た とえ 僅 か なお 金 で あ ろ う と自分 で生 産 し得 た

お 金 は尊 い重 み の あ るお金 で す 。 … 」

この二 人 に限 らず、 全 て の受講 生 は これ ま で挫 折 を経 験 し、 応 募 に際 し大 き

な期 待 と と もに不 安 を 抱 い て い る。
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最 後 か も分 らな い この チ ャ ンス に背 水 の陣 で臨 む。 そ して、 プ ログ ラ ミ ング

とい う未 知 の経 験 を 積 む 。 分 らな い こと も多 いが 、 ま と もに ぶつ か り土 俵 上 で

四 つ に組 む 。 そ の結 果 、 まが りな りに も完 成 し、 達 成 感 を 味 わ う。 この こ とが

自信 を植 え つ け、 次 の経 験 へ の挑 戦 の動 機 づ け とな る。

この よ うに 、 「未 経 験 な仕 事 へ の挑 戦 」 → 「ま と もに四 つ に取 り組 む 」 →

「まが りなりにも成功 す る」 → 「達 成 に よ り自信 を得 る」 → 「次 の未 経 験 分 野 に

進 む 」 とい う成長 路 線 のサ イ クル を、 多 くの研修 生 が た ど った もの と思 わ れ る。

本研 修 が仮 に成 功 で あ る とす る な ら、 それ は前 述 したよ うに、 熱 意 あ る講 師

と意欲 あ る研 修生 との一 体 的 な研 修 の実 施 が 大 きな要 因 の一 つ で あ る。

しか しこの よ うな運 用 面 の 良 さの背 景 に は、推 進 体 制 が よ く、 この運 用 を サ

ポ ー トした点 が挙 げ られ るべ きで あ る。 本 研 修 の 推進 に は、 実 に数 多 くの組 織

と個人 が 参加 して い る。 中 核 とな ったIITや 川 崎 市 役 所 の他 に、 川 崎 市 身 体

障 害 者団 体 、 職安 、 電 機 労 連 神奈 川 地 方 協 議 会、 通産 省 、 労 働省 、 お よび 委員

会 メ ンバ ー と して参 加 した 学識 経 験 者 な ど多 彩 な組 織 、 顔 ぶ れ に よ って 環 境 づ

くりが進 め られ た。

この よ うな 経営 主 体 の異 な る各組 織 が縦 割 組織 を越 えて 、 円 滑 に環 境 づ く り

を 行 なえ た原 因 は何 で あ ろ うか。 この こ とは、組 織 論 の視点 か らみて 興 味 あ る

題 材 が与 え られ た よ うに思 わ れ る。 筆 者 の考 え で は、 お そ ら くこの組 織 は従 来

の組 織 論 に はな く、 最 近 台 頭 して き た ネ ッ トワ ーク組 織 と して捉 え られ る ので

はな か ろ うか。

ネ ッ トワ ー ク とは、 「それ ぞ れ確 立 した"個"が 互 い の違 い を認 識 しあ い な

が ら も、 相互 依 存 関 係 で 自発 的 に結 び つ い た もの で、 あ る種 の緊 張を 伴 う関 係

の 中 で意 味 と価 値 を 作 り出 して い くプ ロセ スで あ る」 と言 わ れ る(金 子 郁 容

「ネッ トワーキングへ の 招 待 」 中公 新 書)。 従来 の ピ ラ ミ ッ ド階 層 組 織 は、 硬 直

性 、 一 頭 性、 一 眼 的 な特 性 を持 つ の に対 して 、 ネ ッ トワ ー ク組 織 は、 機 敏 性 、

多 頭 性 、複 眼 的 な特 性 を持'っ て い る。前 者 は統 制 型 組 織 で あ る の に対 して 、 後

者 は参 加 型組 織 で あ る と言 え る。

も ち ろん、 わ れ わ れ は この推 進 組 織 に 自発的 に参 加 した わ け で は な いが 、 身

障 者 情 報処 理 教 育 の 社 会 的必 要 性 の共 通 認 識 と高 い使 命 感 の も とに、 メ ンバ ー

相 互 の プ ロ トコル の 相異 を超 えて 、 相 互 に依存 し合 い なが ら自発 的 に結 合 で き

た も の と考 え られ る。

しか し、 わ れわ れ は 自己満 足 に浸 って ばか りい るわ けに はい か な い。 さ らに
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高 い研 修 目標 の達 成 とカ リキ ュ ラム の充実 に努 めて い く必 要 が あ る。

本研 修 の存続 ・発 展 に加 え て、 他 の 地域 へ の拡 大 の輪 を広 め る必 要 が ある。

また、 ネ ッ トワ ー ク組 織 は ピ ラ ミ ッ ド階 層組 織 のよ うな安 定 性 が な く、 一箇

所 の ユ ニ ッ トが くずれ る と他 も くず れ る とい うも ろ さを持 って い る。

今後 は推 進 組織 の点 検 ・強化 も必 要 とな ろ う。

「今後 の展望」

委員 山本 欣子

昭和60年 度 か ら行 わ れ て い る、 川 崎市 と情 報 処 理研 修 セ ンタ ー の協 力 に よ

る身体 障害 者 の た め の情 報 処 理 教 育 の成 果 と して、 第 二種 情 報処 理 技 術 者 試験

に ・毎 回20%も の合 格 者 を 出 して い る こ とは誠 に喜 ば しい。

関係 省 庁 や 組織 の協 力 体 制 に加 えて 、何 よ り も終 始 、情 熱 を も って指 導 され

た 坪 内講 師 の献 身的 努 力 の た ま もの と、深 甚 な る感 謝 の意 を表 した い。

更 に ソフ トウエ ア に限 らず、 物 を 学 ぶ ことの成 果 に は、 学 習者 自身 の意欲 が

大 き く影 響 す る。 特 に ま だ人 間 の手 造 り要 素 の多 い ソ フ トウ エ アで はプ ロで あ

れ ア マ で あれ 、 そ の気 力 が物 を言 う。 選 ばれ た人 達 と はい え、 研 修 生 一 人 一人

の や る気 と熱意 もま た成 果 あ る研 修 へ の大 きな原 動 力 で あ った よ うだ。

思 え ば この 業 界 で、 身障 者 の た め の設備 や機 器 の開 発 が行 わ れ始 め た の は昭

和40年 代 で あ った と記 憶 して い る。 残 念 なが らその促 進 の テ ンポ は遅 く、今 な

お 充分 な対 応 に は至 って い な い。 コ ンピ ュータ技 術 そ の もの の変 化 が あ ま りに

も急 激 であ り、 周 辺 の諸 々 の技 術 の本 流 への追 従 を 不 可能 に した の も1つ の理

由 とな ろ う。

ハ ー ドウエ ア に比 べ、 ソ フ トウ エア の技 術的 変 化 はや や ス ロ ーペ ー スで あ る

が、 それ で も最 近 の ソ フ トウエ ア開 発環 境 の 改善 要求 は1つ の ブ ー ム と も言 え

る。

ワ ーク ステ ー シ ョ ンや パ ー ソナル コ ン ピュー タが ネ ッ トワ ーク され 、 多様 な

開 発 支 援 ツー ルや ソ フ トウ エ ア部 品 デ ータベ ー スが共 用 化 し得 る環 境 は、 ソ フ

トウ エ ア作成 の生 産 性 を 倍 加 す る もの と期 待 され て い る。
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このよ うな ハ ー ドウエ アお よび ソフ トウ エア の豊 富 な道 具 立 て を揃 え た開 発

環境 で は、 従 来 に比 べ、 よ り システ ム化 され た 身障 者 向 け技 術 へ の配 慮 を 必要

とす るで あ ろ う。

例 え ば点字 機 能 や音 声 入 出力 機 能 を備 え た ワ ークス テ ー シ ョ ン、 キ …ボ ー ド

によ らぬ 表示 メ ニ ュ ーへ の タ ッチ方式 の機 能 等 が考 え られ る。 そ して これ らの

技 術 の多 くは、 単 に 身 障者 の み な らず、 一般 の利 用 者 に と って もよ り使 い易 い

機 能 と して お お い に 歓 迎 され る こと とな る だ ろ う。

紙 と鉛 筆 によ る ソ フ トウエ ア作 成 作業 に は多 くの制 約 が あ った。 設計 業 務 や

テ ス ト作 業 あ るい は ドキ ュメ ン トの作成 な ど も大 幅 に 自動化 され る環 境 が、 出

来 る限 り早 期 に実 現 す る こ とを 期待 した い。 それ に よ って この業 界 に於 て 身障

者 の方 々 の協 力 が 、 よ り多 く得 られ る こ とに な る だ ろ う。

現 在行 わ れて い る この研 修 が 当面 の直 接 的 な 目的 の他 に も、上 記 の よ うな 今

後 の開 発環 境 ニ ー ズを 実 証 す る1つ の場 とな れ ば幸 い で あ る。

「今後 の展望 」

委員 野城 真理

まず ハ ー ドウエ ア に つ い て考 え る。 身体 障 害 者 が 情 報処 理 技 術 に 携 わ ろ うと

す る と健 常 者 に は何 の 支障 に もな らな い機 構 が 妨 げ と な る こ とが しば しば起 こ

る。 情 報 処理 機 器 は 障害 者 を念 頭 にお いて 設 計 され て はい な い ので 、 これ は あ

る意味 で は起 こ るべ く して起 こる ことで あ る。

この問 題 の解 決 に は、情 報 処 理 機 器 自体 の機 構 を 改 良 す る こ とが も っ と も望

ま しい こ とが 多 い 。 ロ ック レバ ー 回転装 置 に して も、 コ ンパ ク トデ ィス クの オ

ー トロー ダの よ うな 機 構 を 内蔵 させ れ ば よ い し、 弱 視 者 のた め に は、 ソ フ トウ

エ アで文 字 を 拡 大 して デ ィスプ レイ に表 示 す るの が最 善 で あ る。

ドッ トで 表 され た 文 字 を光 学 的 に拡 大 す る と、 ドッ ト間 の距離 は増 大 して見

づ ら くな る。

しか し、 機 器 の改 良 はハ ー ドウエ アや オ ペ レーテ ィ ング ・システ ム の一 部 に

手 を加 え る こ とに な り、 メ ー カの協 力 な しで は極 め て困 難 で あ る。
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コ ス トの問 題 で あ る こ と ば た しか で あ るが、 メ ーカ が障害 者 に配 慮 した情 報

処 理 機 器 を製 品 化 す る こ とを 強 く要望 した い。

ユ ーザ の側 で も補 助 具 を 工 夫 す る こ とは不 可 欠 で あ る。

HighTechnologyを 駆 使 した補 助 具、 た とえ ば 、文 字 認 識 、 構

文 解 析 、 音声 合 成 を 組 み 合 わ せ た視 覚 障 害者 用 読書 器等 の開 発 は進 ん で い る一

方 で 、LowTechnologyの 応 用 で 事足 り るもの は等閑 視 され て い

る。 この不 均衡 を解 消 す る こ とが現 在 の 急務 で あ ろ う。

研 究 者 はLowTechnologyに 研 究意 欲 を そそ られ な い傾 向 が あ

るが、 社 会 的意 味 が あ り利 潤 追 求 とはな じま な い課 題 に は、積 極 的 に取 り組 む

べ き で あ る。 情 報 処 理 用 の 補 助 具 は、障 害 の程 度 ・種類 に応 じて多 種 多 様 と な

るの で、 細 か い こ とを一 つ 一 つ積 み 上 げて い く必 要 が あ る。

ま た 、広 く情 報 を 集 め て それ を 利 用 しや す い形 に し、 補 助 具 の入 手 を 安 易 に

す る こ とも重要 で あ る。

次 に研 修 内容 に つ いて 考 え る。 現 在 はCOBOLが 学 習 言 語 で あ る。 もち ろ

ん、COBOLの 学 習 は情 報 処 理 技 術者 試 験 と就職 後 の職務 の た め に は極 め て

有 効 で あ るが、 パ ソ コ ンが 急 速 に普 及 して い る現状 と、 中小 企 業 へ の就 職 を 考

え る ど、BASICあ るい はC言 語 の 習得 に道 を開 い てお く必 要 が あ るの で は

な い か と考 え られ る。 先 日、 第 三 セ クタ ー方 式 の シス テ ムハ ウス で就 労 して い

る身 体 障 害 者 の方 の話 を伺 う機 会 が あ った。 彼 の仕 事 は、親 会 社 のパ ソ コ ンに

のせ る福 祉施 設 シス テ ムや 地 域 福 祉 シ ステ ム の シ ステ ム ソ フ トウエ ア の開 発 で

あ る。 使 用 して い る言 語 はCで あ る とい うお話 で あ った。限 られ た研 修 時 間 で

多 くを 学 習 す るの は困 難 で あ ろ うが 、研 修期 間 の延 長 な どが将 来 行 わ れ る場 合

に は、 研 修 内容 の再 検 討 は考 慮 して もよ い ことで あ ろ う。

情 報 処 理 技術 は頭 脳 労 働 で あ って 肉体 的作 業 は軽 い ので、 身体 障 害 者 に適 し

た職 業 で あ り、 身 体 障 害者 の情 報 処 理教 育 は職 域 拡 大 のた め に重 要 な意 味 が あ

る。

川 崎 市 と 日本 情 報 処 理 開 発 協 会 情 報処 理研 修 セ ンタ ーが行 って い る本 研 修 講

座 は、 既 に研 修 生 の 就職 実 績 も上 げて お り、 今 後 の 教育 活動 に期 待 が 集 ま って

い る と思 わ れ る。 関 係 各 方 面 と の連携 を 強化 し、研 修生 候補 者 を多 く集 め、 研

修 内 容 を さ らに充 実 させ る こ とに よ って 、現 在 以上 の成 果が 生 まれ 、 日本 の 身

体 障 害 者 の福 祉 と情 報処 理 技 術 者 不足 の解 消 に大 き く寄 与 す る で あ ろ う。

67



「研修 の継続を希望 して 」

委員 林 田 煕

去 年 の春 、T委 員 か ら久 しぶ りに電 話 が あ りま した。

T委 員 「障 害 者 を対 象 に したパ ソ コ ン研 修 をIITで や るの で手伝 って くれ

な い か 」'

私rllT?何 を す れ ばい い の です か 」

T委 員 「詳 しい こ とは 委員 会 で説 明す るか ら と もか く打 ち合せ に来て くれ 」

とい うよ うな 顛 末 で この プ ロ ジェ ク トに参 加 させ て 貰 う こ とにな りま した。

委員 会 で プ ロ ジ ェ ク トの 内容 につ い て説 明 を 受 けた時 の印 象 は 「い き な り研

修 を実 行 す る と は大 胆 だ 」 とい う もの で した。 実 際 、研 修 の体 制 も内 容 も具体

的 に は これ か ら決 め る と言 う状 態 な の に研 修 生 の 応募 は進 め られて い ま した。

ま た、 研 修 は出 来 て も就 職 の 支援 ま で とて も出 来 ない よ うに思 え ま した 。

しか し、 事 務 局 と主要 委 員 の精 力 的 な実 行 力 で 予 定通 り研 修 が開 始 され、 ま

た研修 生 の方 々 の勉 強 ぶ りを 聞 くにつ れ少 々無 理 の よ うで も実 行 すれ ば 多 くの

人 の協 力 で 道 が 開 け る こ とを教 え られ ま した。

最後 に な り ま したが 、 今 回 の プ ロジ ェ ク トの経 験 が 生 か され これ か らも毎年

研修 が行 わ れ 障 害 者 の 自立 に役 立 つ こ とを心 よ り希 望 しま す。

「身体障害者 コ ンピュータ基礎研修講座を顧 みて」

委員 小畑 修一

川 崎 市 民 生 局 、 日本 情報 処理 開 発 協 会 情報 処 理 研 修 セ ンタ ーの格 別 の御 尽力

に よ り、 無 事 第 一 期 生 の修 了 を見 た こ と は委 員 の一 人 と して 、誠 に嬉 しい こと

で あ った。

この講 座 は、 他 の 身体 障 害 者 の情 報 処 理 教育 機 関 に比 較 して い くつ か の点 で

ユ ニ ー ク な存 在 で あ る と思 う。

そ の第 一 は、 期 間 と目標 に あ る。 大 多 数 の他 の教 育 機 関 で の期 間 は1ヵ 年 で

あ る が、 週3回 で1ヵ 年 で あ るので 実 質 半年 とい うこ とに な り、 極 め て短 期達

成 の性 格 が 強 い こ とが あ る。 そ して、 目標 も情報 処 理 技 術 者試 験 第 二種 の合 格
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にお くもの の、 個 人 の状 況 に よ って コ ーダ ー、 オ ペ レー タ ーの養 成 も行 う等 、

柔 軟 性 に 富む こ とで あ る。

第 二 は、選 抜 方 法 が極 めて 綿 密 で あ る点 で あ る。 書 類 選 考、 ア ンケ ー ト調 査

や 作 文 に よ る一 般 的 諸 能 力 と態 度 の評 価 、知 能 検 査(WAIS)、 適性 検 査

(IBM)、 性格検査(内 田 ク レペ リン)、 ダ イ ビ ング テ ス ト(キ ー操作)、 視

知 覚 テ ス ト、 身体 機 能 検 査 等 を ふ ま え た総 合判 定 で あ る ことで あ る。

第 三 は、 教育 コス ト(直 接 経 費)が 極 めて安 い点 で あ ろ う。受 講 料 が無 料 で

あ る こ とが そ の象 徴 で あ る。

この よ うに、 極 め て 丁寧 に、 廉 価 で、 短 期 に 、 しか も柔軟 な 目標 の下 に コ ン

ピュ ー タ の技術 指 導 を 身体 障 害 者 に施 して くれ る機 関 は な いで あ ろ う。

した が って 、 この 種 の形 態 の講 座 が今 後 日本 の 各地 で行 わ れ る こ とが期 待 さ

れ る訳 で あ るが、 そ の展 望 は ま だ定 か で はな い。

唯 、 今 後 の 展 望 を 拓 くた め に も、 本講 座 の実 施 報告 を と りま とめて 各方 面 に

参 考 に供 す る こ と は大変 重 要 な こ とで あ る。

次 に対 象 とす る身 体障 害 者 の種 別 に関 して で あ るが、 受 講 資格 は、 身体 障 害

者 手 帳 所 有 者 、通 学 可能 な者 、 高 卒程 度 の学 力 の あ る者 の3点 で あ るので 、 各

種 の障 害 者 に 機 会 は開 か れて い る ので あ るが 、 私 の専 門 とす る聴 覚 障 害者 の参

加 が 現 実 に極 め て 困 難 に思 わ れ て 残念 で あ る。

聴 覚 障 害 者 は コ ミニ ュケ ー シ ョ ンに困 難 が 伴 な う こ とが その 第一 の理 由で あ

るが、 今 後 、挑 戦 す る機 会 を 周 到 に 検討 して 見 た い と考 えて い る。

最 後 に修 了 生 の諸 君 の御 健 闘 を心 か ら讃 え た い。

「第 一 回 講 座 の 終 了 に あ たっ て 」

委員 白野 明

障害者 の リハ ビ リテーションについては、今迄厚生 省を中心 とした障害者福

祉 の立場か ら、あ るいは障害者 の就労問題 と して労働省を中心 とした活動 とし

て展開 されて来 た。 その中には＼競争的生産活動を目標 とした ものか ら、生産

性 とは別 の次元での いわゆる生 きがい作業 に至 るさまざまな段階の ものが含 ま
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れ て い るが、 どの 場 合 で も、 障 害 者 福祉 問 題 と して の 取組 で あ った。

しか し、 今 回 の この講 座 は そ の点 で 大 き く異 って い る。 先 ず そ の出 発点 が 、

わ が国 の産業 構 造 の変 化 に伴 って急 務 と され て い る情 報 処 理技 術 者 の養 成事 業

の 中 に障 害者 を取 り込 ん で行 こ う とい う所 に あ り、 他 の多 くの障 害 者 のた め の

職 業 リハ ・プ ログ ラムが 、 障 害 者 に対 す る職 業 を とい う点 か ら発 して い

るの に対 し、 この講 座 で は産 業 社 会 のNeedsか ら事 柄 が 出 発 して い る。

障害者に適 した職業 は何 か、 その為 の訓練 はどのようにす るか で はな く

「情 報 処 理業 務 に 参 加 で き る障 害 者 は?、 そ の訓 練 方 法 は?」 とい う発想 で あ

り、 ま さ に競 争 社 会 で の職業 的 リハ ビ リテ ー シ ョ ンを 目指 した もの ζいえ る。

そ こに はぎ りぎ りに設定 され た到 達 目標 が あ り、講 座 担 当者 ・受 講 者 の双方

共 にい ささか の甘 え も許 され ない 状 況設 定 が あ った。

受 講者 達 は実用 的 職 業 復 帰 の さ し迫 った必 要 性 を 強 く感 じて お り、 しか も受

講 中 の生 活基 盤 は脆 弱 で この講 座 に将 来 を賭 け る 向 き も少 な くな く、 更 に比 較

的 短 期 間 の集 中的 訓 練 とい う こ と もあ って 、緊 張感 の 撮 った講 座 にな った。 そ

の 点 で は、 多 くの障 害 者 の た め の 職業 リハ 訓 練 場 面 に時 折 み られ る安 易 な雰囲

気 の入 り込 む余 地 の な い講座 で あ った といえ よ う。 このよ うに 内容 の充 実 した

講 座 の結 果 と して、 多 くの受 講 者 達 が第 一 線 で の生 産活 動 に参 画 す る こ とに な

っ たの は、 初 期 に定 め られ た趣 旨 が 貫 か れ た結 果 と考 え られ る。

更 に講座 担 当、 受 講者 諸 兄 姉 の御 努 力 の成 果 で あ り、 あ らた めて 深 く敬意 を

表 したい。

しか し、 そ の一 方 、 結 果 と して 具体 的 に就労 に つ なが らな か った受 講 者 につ

い て は どの よ うに考 え た らよ い の だ ろ うか 。受 講 の適 性 に 問 題 が あ った のか?

も しそ うで あ れ ば、 受 講 させ た こ とに つ いて ど のよ うに評 価 す れ ば よ い の だ

ろ うか。 又 そ の よ うな人 達 を 今後 ど うFollowす べ き な の だ ろ うか 。

現 在 既 に第2回 講 座が 進 め られ て い るが、 講 座 の継 続 と発 展 を心 か ら望 む者

と して、 受 講 者 の 適性 判 断 が 更 に正 確 に 行 なわ れ 、 又受 講 成 績 の段 階 に 従 い各

受 講 者 に適 切 な就 労 の道 が開 か れ る必 要 が あ る と感 じて い る。

70



「障害者対策 について 」

委員 A

身体障害者 が職業生活 において目指 す目標 は、職業 を通 じての自立で あり、

健常者 とともに社会生活 に参加することと考え られる。

労働省 は身体 障害者に対 して、雇用を促進 し職業 の安定を図るためには、身

体障害者 の職業訓練 の果 たす役割 りが特に重要であ り、次 のような政策を講 じ

ている。

1.健 常者 とともに職業訓練を行 うことが可能 な心身障害者について は、可

能 な限 りその多様 なニ ーズに応 じつつ、一般の職業訓練校への入校の促進

を努 めている。

2.身 体障害者職業訓 練校(国 立12校 、県立6校)に ついて は、個 々の訓

練生 の障害 の程度 、作業用補装具等利用可能生を十分欝醜 しなが ら重度障

害者や精神薄弱者に重点を置いた弾力的 な訓練 の実施を図 って いる。

3.主 と して公 共職業 訓練施 設に訓練科が設け られ ない職種 に関 しては、民

間 の教育訓練施設 に委託 して職業訓練 を実施 している。

4.身 体障害者職業訓練校の職業訓練指導員や身体障害者の雇用の専門家を

養成す るための、職業訓練大学校 に身体障害者等 に関す る職業訓練指導員

養成課程(福 祉工学科)を 昭和58年4月 か ら開 始 して いる。

この様 に公共施設 はあ る程度満足のい く教育訓練 は行われていると確信 して

いる。 しか し、民間が行 う教育訓練についてはまだ非常に不足 してお り、昨年

川崎市 で 日本情報処理開 発協会が行 っている重度障害者 に対 する情報処理技術

者教育 が注 目 される。訓練 期間 は10ヶ 月で、情報処理技術者試験第二種に合

格す る水準を目標 とした教育訓練 である。 この教育訓練 は、障害者 の多様 な二

一ーズに対応出来る様、 個々の障害者 に合わせ たカ リキュ ラムを作 り、在宅学習、

集合教育等を弾力的に実施 されている。最近 のエ レク トロニクスの急速な進

歩 によ り身体障害者 に対す る職域 が広 くなると同時 に高度な技術が要求 され る

今日、 この様 な教育訓練施設が各地 に必要であると考 え られ る。

それに は、各省庁 、民間が一体 となった行政が必要 であり、 これ らが総合的

に協力 して い くな らば、立派 なものが出来 ると思 う。

特 に民間 で運営す る場合 には、経済的に大変であ るので、教育訓練を実施す

るところには、積極的 な援助が なされるべ きであると思 う。
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「今後 の展望」

委員 三浦 強

第1期 生10名 の うち4名 が情報処理技術者試験第二種 に合格 し就労 した。

また他 に5名 が就労 してい る。

今、第2期 研修生8名 も第1期 生に劣 らず懸命に研修 に精励 して いる。 この

ような立派な成果をあ げ得た ことはIIT及 び川崎市民生局 の御努力 は勿論で

あるが身体障害者であ る研修 生がプ ログ ラマとして自立 することへ の強い意志

と障害を乗 り越えての精進のあ り方が成 し得 たもの と思 われる。

本講座がIITと 川崎 市の共催 によ らて実施 され、少 い予算で上記の成果を

あげ得 たことは障害者 職能開拓のあ り方 に一石を投 じ多 くの反響を呼ぶ もの と

考え られ る。

私 はかつてある入所 授産施 設の職業訓練 の種目 としてプ ログラマ養成の計画

を話 した ことがあ る。 その後 その施設長 さん は検討を重ねIBMと 提携 して全

国か ら応募者を募集 し5名 の対象者 を二年間研修 し相応 の効果を あげた。 た し

か入所生活を賄 う措置 費の外 に職能研修費を嵩上 げ してあり、1人 当 りの経費

は年間300万 円程度 にな ってお り、就労 について も企業担 当職員が相当努力

を佛 っているとの情報 がある。

また61年11月16日 付朝 日新聞報道 の 「脱生活保護応援 します」 との記

事によれば就労 能力 のある被保護者 に企業で職場適応訓練を行い1日500円

の小遣 と交通費を支給 するよ うに予算を要求する とある。

本研修 は労働省、厚生省、 ではな く通産省の外郭団体であ るIITに 対す る

補助金及 び川崎市 の補助金で運営 されてお り障害者 の社会参加が各省庁協力の

もとで促進するとい う 「心身障害者対策基本法」 の精神を国 が実現 している一

つの施策 として高 く評価 され るものであ ると考えてい るが、上記 の例 と比べ研

修費が少な く、研修生が もうす こ し安心 して研修で きる援助経費 が欲 しいと思

っている。

またこのよ うな研修講座が他 の大都市で も開催 されれば多数 の身体障害者が多

くの企業で働 くことが可能 とな り技術者不足 の一助 ともなる と考 え られ る。

現在川崎市で開催 されてい る研修 に は企業側の参加がない。 これは実施委員

の活動に も問題があ るが企業 の障害者雇用 の関心 の低 さ、た とえ ば車椅子使用
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者 は雇用 した ら、 さぞ大変であろ うとの思 いが強 く、障害者を本 当に知 らない

ことが原因 と考え られ る。

第1回 研修生 の就労 につ いて は本人 の努力 は勿論職業安定所 の委員の努力、

川崎市身体障害者団体 の委員の努 力 と電機労連神奈川地方協議会 の大 きな協力

が成果をあ げた ことによる と思 う。

企業 も地域社会 の構成員 と して、ハ ンデ ィキ ャップを持つ者 も持 たない者 も

共に、 くらしよい地域づ くりに協力 して もらいたい もの との感慨を深 くして い

る。

rIIT及 び川崎市 とタ イア ップ した障害者 の情報処理技術研修 の成果 と将

来の方 向づ けについて」

委員 武井 昭

1.成 果 に対 す る感 想

本研修 は59年3月 にま とめ られた 「日本における身体障害者 の情報処理教

育実態調査報告書 」及び 「米国にお ける身体障害者 の情報処理教育実態調査報

告書」を原案 と して、IITが 通産省及び川崎市の支援を得 て実施 にこぎつけ

た もので、実施に至 るいろいろな問題を解決 しなが らその実施状況を評価すべ

き時期 に至 って いる。

IITが 我国 の情報処理技 術研修 に大 きな貢献を果 して来てい る事実 はとも

か く、 このような障害者 の情報処理技術研修を実施 している事 はきわ めてユニ

ークであ り、 もっと広 くPRさ れ るべ きである。又 この実施計画 にす ぐに賛同

された川崎市民生馬のすばやい対応 も又 この計画を成功 させ た大 きな要因であ

る。

もちろん本研修 について は各界の専門家の知恵が結集 され、 それぞれ専門的

立場での貢献 も大 きい。

しか し何 とい って も本研修にお ける最大の成果 は訓練生 自身であ り、実際 の

教育訓練 に当った坪内専任 講師の熱心 なたま ものである。
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60年 度 にお ける訓 練生10名 は当初我 々が予想 していた以上 の優秀 な成績

で厳 しい訓練 に耐え、その結果情報処理技術者試験第2種 に4名 の合格者を出

した。 いかに彼等が 自 らの障害 をの りこえ努力 して来 たかを証明する ものとい

えよ う。又残 り6名 の訓練生 も、訓練中テス トの結果か ら見 るともう一歩 のと

ころにあ り、 これか らも再挑戦 して欲 しい もので ある。

本研修 の目ざ していた目標 は必ず しも情報処理技術者試験第2種 合格 だけで

はない。坪 内専任講師によ る長 い実務経験による即戦力 とな り得 る技術者の養

成 であって、 肉体的ハ ンデ ィキ ャップはあって も非障害者 と同等 の能力を発揮

出来 るのだとい う認識を新 たにさせた事 である。 残念 なが ら世の中の人が障害

者を見る目は未だ充分理解 され に くい。訓練をすれば非障害者 と同等 の能力を

持 ってい るといってみて も何 を もってそれを証明 しよ うとす るのだろうか。

当初 カリキュラム部会において、 その目標達成を どこに置 くかを議論 した。

その くわ しい内容 は省略す るが、やはり世の中の評価基準は公 に認定 された情

報処理試験合格が最 も近道 であ るという事であ った。

しか し期間 はわずか10ヶ 月で しか も予算の関係 で週3日 の研修である。坪

内専任講師 は研修 日以外の残 り時間を研修内容の充実 に前 日夜遅 くまで検討を

加えた と聞 いてい る。

当初4月 の情報処理試験 に2名 の合格者を出 した時坪 内専任講師 は不満足 で

あり、あ と2～3名 の合格者 が出 し得た はずだと、 しか しその後10月 の試験

で更 に2名 の合格者 を出 した事 はどんなに喜びであった事であ ろう。

訓練期間申にお けるテス ト結果がそのまま情報処理試験合格 には反映 しない

のが常 であるが、惜 し くも合格出来なか った訓練生 の実力 も、 カリキ ュラム委

員会では充分評価 していた。望む らくは週5日 の授業が続 け られた らと思 った

りした。 しか しともか く当初 目的 としていた情報処理試験へ の挑戦 は間違 って

いなか ったと思 う。 これによって少な くとも訓練終了生 の実力 は世の中の評価

に耐え得る事 になるか らである。

60年 度 の研修の成果 と更 に61年 度訓練期間中の現在 この研修 は主役 であ

る訓練生に長 い人生 の間にお ける10ヶ 月の研修 が実 り豊かな充実 した期間で

あ った事 は間違 いない。 これによ って他の多 くの障害者が 自分で もやれ るのだ

とい う認識を新 たに される ものと信 じる。
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2.将 来 の方 向づ け につ い て

厳 しい財政状況下にあ って本研修が実 施に移 された事は喜ば しい事であ る。

従来迄の障害者 の研修 は厚生省、労働省サ イ ドで実施 されて来 たが通産省の

関係 で は初 めての試みである。特 に評価 すべ きは障害者1人 当りにか けるコス

トはお そ らく従来 の同 じよ うな障害者の研修のコス トと比べて著 しく節約 され

てい る点だろ う。 それは研修 について は設備等 のハー ドではな く、あ くまで も

研修の内容に重点を置いた とい って良い。

とか くコンピュータの研修 となるとまず設備等のハ ー ド面に関心が持 たれ る

が、本研修 で行われた ごと く、 ハー ドはパ ソコンで充分であ り必要があれば通

信回線 でホス トコンピュータ と結べば良い。訓練場所 も川崎市 の障害者施 設の

一部を川崎市 の協力によ
って利用 出来た事で特別な設備を作 った訳で はない。

これによ って障害者が仕事 につけば、その コス トはわずか1年 以内で回収出来

それか らは、税金を払 う場 に立 つ事が出来 る訳である。

本研修 にお ける研修生 はいずれ も重度 障害者 といわれてい る障害者 であ って

自宅か らバス、電車あるいは車 で訓練を受 けに来ている。

重度 障害者が専門の教育を受 けないで福祉 の恩恵だけに目を奪われていた ら

その社会的負担 は大変 である。IITは その機会を作 ったがそれ以上に障害者

自らが 自立出来 る自信を与え た事である。 「働 く」とい う人間の持 っている基

本的欲求 を訓練 によ って持て た事 は節約 されるコス ト以上 の価値を持 つ。

しか し今回 の訓練生 の雇 用 の面で は運営部会の努力に もかかわ らず、車椅子

等の障害者 を受 け入 れる職場 が非常に少 なか った事 は誠 に残念であ る。

今後 は米国のよ うに政府 又 は地方 自治体 と契約関係のある企業の設備 はすべ

て車椅子 の障害者が出入 り出来 るように建物 自体を整備 すべ きであ る。

今後 の障害者 対策 は理解 を求め るキ ャンペーンばか りでな く具体的 に何 をす

べきか という具体的問題解 決 にあると思 われる。

又一般企業 に雇用 のむずか しい重度障害者 は企業 と施設の中間 を行 く保護工

場 のよ うな特別 な機関 も必 要 だろう。

川崎での訓練 についての継 続を図 るに は今後労働省 の認定職業訓練機関 とな

るのも一つの方法であ る。 それ は身体障害者能力開発助成金 の制度 であ って、

運営費の4分 の3の 助成 ばか りでな く訓練生に対 して も訓練手 当が支払われ る。

しか しこの訓練機関に認定 され るには主体 となるべ き条件等 の整備が為 され

75



る必要があ り、特 に今後 は民間企業 の参画がその大事 な要件 となろ う。従 って

その母体 の確立 こそ最 も必要 となる と思われ る。

訓練生 に対す る経 済的援助が何 らかの形で実現出来 れば、訓練を希望す る障

害者 の数 も増え るだ ろうし、安心 して訓練を受 ける事が可能 とな る。

本研修 では川崎市 とタイア ップ したが、今後他 の自治体や機関で の推進につ き

全国規模 で進 め られ るような強力な推進機関 としてIITの 今後の役割 は重要

であ る。

59年3月 の 「日本 にお ける身体障害者の情報処理教育実態調査報告書」の

提案によ る下記 の役割 を果すべき関係各機 関の協力をお願 い したい。

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

障害者の教 育に必要な 自助具の開発 と供給、貸 出

国内外の障 害者情報処理に関す るデ ータバ ンク機能

CAIシ ステムによる教育の生産面で の向上の教育

障害者に適合す る支援機器の基礎研究

障害者 の情報処理教育 に関す るPR

障害者 の情報処理技術研修 の教師 の養成

障害者の情報 処理試験に関 する環境の問題 とその対策
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NO2.
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、資 料NO.1

講 座 受 講 対 象 者

対
象

性
別

年
令

原 因 疾 患 障害名 障害
等級

上肢機能 移動能力 通学方法 備 考

1 男 40 脊椎カ リエス 体幹変形 5 正常 ほぼ正常 バス

2 男 38 脳塞栓 右片麻痺 3 右上肢不全
麻痺

ほぼ正常 バス

3 男 38 骨形成不全症 両下肢
機能障害

2 正常 車椅子 マ イ カー ※中途

参加

4 女 36 ポ リオ 両下肢
麻痺

1 正常 松葉杖 マ イ カー

5 男 33 神経原性筋萎縮症 四肢筋力
低下

2 筋力低下 車椅子 マ イ カー

6 男 31 骨形成不全症 四肢体幹

機能障害

2 軽度変形
拘縮

松葉杖 マ イ カー

7 男 26 脳腫瘍 左片麻痺 3 左廃用手

'

独歩 電車 軽度認
知障害

8 男 25 白内障、小眼球症 弱視

右0,左0.1

2 正常 正常 バス

9 男 25 頚髄損傷 四肢麻痺 1 両上肢
不全麻痺

車椅子 マ イ カ ー

10 女 22 頚髄損傷 四肢麻痺 1 両上肢
不全麻痺

電動車椅子 知人送迎→
電動車椅子

ADL

介助

※遅れて参加

1



資 料NO.2

受講前心身機能検査結果一1

CaseNo

検 査 項 目 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

W
A
I
S

知
能
検
査

総IQ 129 125 125 121 111 106 105 97 91 一

言語性IQ 121 134 127 116 110 107 100 94 113 117

一般 知識 12 16 14 15 13 10 12 7 12 13

一般理解 16 17 12 14 14 16 11 10 13 14

算数問題 13 18 12 13 14 11 12 7 9 11

類似問題 14 14 16 13 12 9 14 14 17 13

数唱問題 10 11 15 6 10 10 8 13 10 17

単語問題 14 17 14 14 11 11 9 8 15 11

動作性IQ 127 125 117 121 111 102 110 102 69 一

符号問題 12 11 11 11 11 10 12 12 7 一

絵画完成 14 10 13 13 13 10 13 17 8 一

積木問題 13 14 10 15 13 8 13 11 5 一

絵画配列 14 15 12 13 13 14 9 12 7 一

組合せ 16 11 15 13 13 9 15 6 4 一

内田ルへ。リン精神作業検査 ;:} fω b' a'f a, a, ;:i b'f c'f
a'f～

flAI

視
覚 高
同 次
路 神
'経 経

由 機
の 能

検
査

SCSIT図 工 地 テスト 45 44 23 19 45 18 25 36 19 一

SCSIT空 間 位 置 テスト 一 12 9 13 10 10 9 10 10 一

R100左 右 比 較 テスト 40 37 33 33 40 34 38 34 18 23

田 中 ヒ"ネー 積 木 数 え 14 14 14 14 14 10 12 10 8 14

職適 平面図形判断 12 11 9 9 11 8 13 9 4 9

職適 立体図形判断 14 11 13 13 14 8 14 12 5 11

†作ζ
操 ト

健側での片手動作 192 113 164 44 234 125 155 157 117 一

両手動作 104 56 62 21 62 41 53 72 29 一

〔注〕 この表 のCaseNoは 他 の表の番号 と必ず しも対応 しない。
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資料NO.3

受講前心身機能検査結果一2

テ ス ト 名 満 点 平 均 標準偏差 備 考

キ 操
1作

健 側 動 作 一 145.3 50.8 KEYTYPINGTEST

両 手 動 作 一 55.1 23.2
"

W知

A能
1検
S査

言語性IQ 一
113.9 12.0

動作性IQ 一
106.7 15.8

総IQ 一 112.7 12.8

W
A
I
S
下

位
検
査

言
語
性

一般的知識 一 12.4 2.7

一般的理解 一 13.7 2.4

算 数 問 題 一
12.1 3.1

類 似 問 題 一 13.7 2.3

数 唱 問 題 一 10.3 2.6

単 語 問 題 一 12.6 3.0

動
作
性

符 号 問 題 一 10.8 1.6

絵 画 完 成 一 12.3 2.6

積 木 問 題 一 11.3 3.2

絵 画 配 列 一
ユ2.1 2.6

組み合わせ 一 11.3 4.2

内田クしへ。リン精神作業検査 一 45.2 13.0

視

『露

量
馨

画面探索能力 48 31.7 11.9 SCSIT図 と地 テ ス ト

短期記憶能力1 14 10.7 1.6 SCSIT空 間 位 置 テスト

視覚的短期
記憶2 一 33 7.2 R100左 右比較 テスト

3次 元構成力
・論理性1 14 12.4 2.3 田 中 ヒ"ネー積 木 数 え テスト

2次礪 魏
一 9.5 2.5 職適 ・平面図形判断

3次 元構成力
・論理性2 一

11.5 3.0 職適 ・立体図形判断

3



資料NO.4

研修成績の分類とまとめ

プ
ロ

グ

ラ
ム

開
発
能
力

プ ログ ラム仕様を理解 し、プ ログラム設計をす る能力 平均点22.7

標準偏差7.1

満点35

プログラム設計にあたり、流れ図を組立る能力

プログラム設計からコボル言語に効果的に記述する能力

コボル言語で記述 したプログ ラムをデバ ックす る能力

ユーテ ィリテ ィプ ログ ラムを含む ソフ トウエアの基礎知識 の理解

ハー ドウエアの基礎知識

プログラム作成に必要な関連知識の理解

コ

ー

ダ

と

し

て
の

能
力

プログラム仕様と与えられた流れ図を理解する能力 平均点20.1

標準偏差4.5

満点25

流れ図からコボル言語に記述するための言語の充分な理解

コボル言語で記述 したプログラムを媒体に打鍵する能力

コボル言語で記述 したプログ ラムをデバ ックする能力

操作手引き、機能説明書を作成する能力

操
作
能
力

使用機器の機能の充分な理解 平均点18.2

標準偏差3.3

満点20

与えられた仕様を理解 し、正確に機器を操作する能力

正確および迅速なキー操作の能力

一定時間の正確なキー操作の能力

総 合 点 平均点61標 準偏差14.3満 点80

N=10各 項 目5点 満点

4
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資料NO.5

研 修 成 績 の 因 子 別 分 類

1.論 理性を要求 され るもの

プログラム仕様を理解 し、 プログラム設計をする能力 平均点
プログラム設計にあたり、流れ図を組立る能力

プログラム設計からコボル言語に効果的に記述する能力 標準偏差
プログラム作成に必要な関連知識の理解

流れ図からコボル言語に記述するための言語の充分な理解 満点40
ユ ーテ ィリテ ィプ ログラムを含むソフ トウエアの基礎知識の理解

プログラム仕様と与えられた流れ図を理解する能力

操作手引き、機能説明書を作成する能力

2.知 識力を要求される能力

プログラム設計からコボル言語に効果的に記述する能力 平均点
ユ ーテ ィリテ ィプ ログラムを含むソフ トウエアの基礎知識の理解

ハー ドウエアの基礎知識 標準偏差
プログラム作成に必要な関連知識の理解

流れ図からコボル言語に記述するための言語の充分な理解 満点35
'操作手引き、機能説明書を作成する能力

使用機器の機能の充分な理解

3.視 知覚機能を要求される能力 、

プログラム設計にあたり、流れ図を組立る能力 平均点
コボル言語で記述 したプログラムをデバ ックする能力

(プ ログ ラム開発) 標準偏差
コボル言語で記述 したプログラムをデバ ックする能力

(コ ー ダ) 満点25
プログラム仕様と与えられた流れ図を理解する能力
コボル言語で記述 したプログラムを媒体に打鍵する能力

4.操 作性を要求 されるもの

与えられた仕様を理解 し、正確に機器を操作する能力 平均点
正確および迅速なキー操作の能力 標準偏差
一定時間の正確なキー操作の能力 満点20
コボル言語で記述 したプログラムを媒体に打鍵する能力

・
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資料NO.6

機能評価と研修成績間の相関行列表
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作
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Q
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■

◆

■

性
性語縮

縫言動

識
解
題
題
題
題知理問問問問般般数似唱語一一算類数単

題
成
題
列
せ問完問配わ号画木画合符絵積絵組

査検案作神嚇や九田内

1

五

-

皿

hド

入「

入ド

ス

ス

スーアニノープ

力
力

力
力
力
力能能能成成成索憶憶横構構探記記元元元面期期次次次画短短二三三

力能一作キ操

言
語
性
下
位
検
査

下
位
検
査動作性

W
A
I
S
知
能
検
査

機
能
検
査高次神経視覚回路経由の

数値は交叉する項目間の相関係数で、小数点以下2位 を示 す。0.70以 上

は両項 目の相関が非常 に高い ことを,丑.70以 下 は逆相関が高 いことを,

また0に 近い ほど相関が少ない ことを示 してい る。
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内田クレペリン精神検査結果

内田クレペリン精神検査結果と研修成績との関係は以下の通りである。

クレペリン

研修成績 類型別

総合点

a,

a⑳ ～

a'f a'f

a,f～

flAI flAI b' b,f c,f

70点 代 ○ ○ ○ 0

60点 代 ○ ○

50点 代 ○ ○ ○

20点 代 ○

※ ○印に1名 ずつ該当 している。

(参)

作業量

級段階

物事の処理

能力や速度
などの傾向

類 型

典型的定型

(注)か ら

ずれの有無

性格や行動面
バランスの

傾 向

A 水準が高い 無 良 好

ピ 無 良 好

a'～a'f わずかに有 おおむね良好

A 不足はない a'f 有 おおむね良好

a'f～flAI 有 ・非定型

特 徴

わずかに有

時に不適切な

行動有

fIAI 非定型特徴有 性格的偏り有

不適切な行動有

B い くらか b' わずかに有 おおむね良好

不 足 b'f 有 おおむね良好

C かなり不足 c'f 有 時に不適切な

行動有

D はなはだ

しく不足

(注)心 理的に調和が保 たれている健康者 はおおむね同 じ曲線

(プロフィール)を 示す ことを立証 し、それを典型的定型 としている。

7



'



資料NO.8

機能評価と研修成績間の相関行列表

キー 操作 WAIS知 能 検 査

健側
動作

両手
動作

V

IQ

|

P
IQ

T

IQ

言語性下位検査 動作性下位検査

知識 理解

報酬 総 離 離
ll

単語

問題 問題

符号1絵 画`積 木

完成 問題

絵画
配列

キ 操

1作

健側動作
両手動作 72

72 一15

06

16

47

01

38

一27

-25

一12

05、

一〇1

06 諒i=　
29

59

34

55

*

26

05

35

W知 ,VIQ
、A能

1検PIQ

S査TIQ

一15

16

01

06

47

38

25

75

25

82

75

82

81

28

65

64

19

53

73

46

73

12717

-29-07

-25`03

192

-02

52

40

84

50

一40

|

i!1
18

80

64

40

67

70

下
位
検
査

|

i－ 般知識一般理解

墓麟 §§
性 数唱問題

1単 語問題

一27

-12

-01

-02

43

-35

一25

05

06

06

44

-14

81

64

73

27

17

92

28

19

46
-29

-07

-02

65

53

73
-05

03

52

48

83

20
-25

77

48

69
-40

-24

64

83

69

-15

-20

59

20

-40

ヨ5

31

36

一25

-24

-20

31

-01

77

64
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36

-oユ
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-12

23
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05
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一42

-5玉
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-04

20

-60

42

16
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-20

-34

*

21

63
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-58

08

18

動

作 ・
性

1

符号問題
絵画完成
積木問題
絵画配列
組合わせ

29

34
*

05

27

59

55

26

35
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一10

-40

18

40

34

84

58
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67
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14

64
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資料NO.9

研修成績間の相関行列表

研 修 成 績
模 擬
試 験

IBM

※

フ。ロク、、ラム

開 発 能 力

コーダ

能 力

操 作1総 合

能 力 成 績

プロ開発 90 76 95 91 83

コータ"能 力 90 94 98 87 70

操作能力 76 94 91 75 56

総合成績 95 98 91 90 76

模擬試験 91 87 75 90 92

IBM※ 83 70 56 76 92

※IBM=プ ログラマ適性検査
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資料NO10

WAIS'成 人 用 知 能 検 査

WECHSLERADULTINTELLIGENCESCALE

ウ ェ クス ラ ーの知 能 観

定 義 「個 人 が 目 的 に合 った行 動 を し、 合 理 的 に思 考 し、 効 率 的 に環 境 に対 処

して い く能 力 の総 対 」で あ る と考 えて い る。 知 能 は単 一 の能 力 で は な くあ る程

度 独 立 した諸 能力 の 複合 体 とみ な されて い る。

知 的 機 能 の個 人 的 特徴 が あ らわ れや す い検 査 項 目 を採 用 し、 検 査結 果 の表 示

も全 尺 度IQだ けで な くVIQ(言 語 性IQ)、PIQ(動 作 性IQ)に 分 け る

とか 下 尺 度 ご との プ ロ フ ィル 図 示 す るな ど、 多 面 的 に知 能 の物 質 を 査定 で き る

よ うに工 夫 され て い る。

言 語性 検 査

一般知識

一般理解

算 数

数 唱

類 似

単 語

'動 作性検査

符号問題

・絵 画 完 成

積木問題

絵画配列

知識 の一般的 の範囲をみ る。

実際的な知識 の有無 とそれを基礎 とす る判断力 の有無 と妥当性。

精神的機敏 さと注意力、記憶力をみる暗算問題。

い くつかの数列 を耳で聞 き反唱、迎嘱す るもの。

注意 ・集中力 と機械的記憶力を要す る。

自分 の周囲にある対象、で き事、考 えの闇 の類似性 を一つの種

類 にま とめる検 査である。言語的に抽象 する能力概念形成 の水

準 をみる。

単語 理解 の程度

数 字を決 め られた記号 におきかえる検査で視覚 の鋭 さと速度 に

ついてみて いる。 精神的 に不安定 な人、老人 は不得手 である。

不 完全な絵 の欠 けた部分 を見 つける検査、対象物 の機能、形態

の本質 を見極め る能力、低 い レベルでの概念的能力を はか る。

2色 にぬ られた複数の積木で構成 された模様 を視覚的に分析 し

同 じよ うに幾何学 的模様 を統合す る検査であ る。空間関係 の分析

力 と論理性 について はか る。

正 しい順序 におかれた とき短 い物語にな るよ うな絵の系 列によ

って構成す る検査で あり、見通 しをたてて全体へ統合す る能力、

10



因果関係 を把握する能力をはかる。

日常 の実 際的場面を とりあげているので社会的状況を判断する

能力や対 人関係に関す る手がか りも得 られ る。

組合せ問題 各部 分を並び変えてよ く知 られている全体に配列 し直す検査。

パ ズル と同 じ原理である。

視覚的分析 と単純な組合せ技術 との協応動作をみるものである。

内 田 ク レペ リ ン精 神検 査

◇歴 史

ドイツ の精 神 医 学 者

E.ク レペ リ ンは多 くの研 究 の中 のひ とつ と して 「連 続 加 算法 」 を用 いて 作

業 心理 の実 験 的 研 究 を 行 な った。 そ の結 果、 作 業 に は 「意 志 緊 張 」 「興 奮 」 「

慣 れ 」 「疲 労 」 「練 習 」 とい う5つ の因 子 が複 雑 に 、 しか し、 か な り法 則的 な

形 で働 き合 って い る こ とを見 出 した。

これ を ヒ ン トに 日本 の 臨 床 心理 学 者 内田 勇 三郎 が15分 作 業 、5分 休 憩 、15分

作 業 とい う形 式 を取 り入 れ 心 理 テ ス トに発展 させ た のが 本検 査 で あ る。

現 在 で は きわ め て ポ ピュ ラーな心 理 テ ス トとな り産 業 界 、教 育 界 の み な らず

矯 正 ・指 導 な どの あ らゆ る領 域 で利 用 されて い る。

◇ 検査 内容

検査 用 紙 に は、 ひ と桁 の数 字 が 横 に115字 並 ん で お り、 それ が34行 印刷 され

て い る。

受 験 者 は、 この横 に 並 ん で い る数 字 を号 令 に従 って 第1行 目か ら、1字 目 と

2字 目 、2字 目 と3字 目 、3字 目 と4字 目 とい うよ うに加 算 しその答 え を数 字

の間 に書 き込 ん で い く。 そ の場 合、 答 えが10以 上 に な る時 は1位 の数 字 、 例 え

ば14の 場 合 は 「4」 を 書 き こん で い く。

この よ うな作 業 を 検 査 者 の号 令 に従 って1分 間 ご とに行 を変 えて い き、15分

間(15行)行 な い5分 間 休 憩 した の ち、 さ らに15分 間 行 な う検 査 は これ で全 て

で あ る。

検査 結 果 の見 方

各行 に お け る加 算 作 業 の最 終 到 達 点を 線 で結 び、 そ の 曲線 を 中心 に して結 果

を 見 て い く。 この チ ェ ッ クポ イ ン トは、

1.全 体 の作 業 量 の 水 準
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2.曲 線 の型

3.誤 りの量 や 現 わ れ方

の3点 で あ る。

そ して1.の 「作 業 量 」 か ら は知 的能 力 、 仕事 の処 理 能 力 、 積 極 性 、 意欲 な ど

の 高低 を判 断 し、2.か らは、 性 格 、 行 動 ぷ り とい った面 の特 徴 の程 度、3.か ら

は性格 、 仕事 ぶ りな どの 内 容 を 判 断 す る。

◇ 目 的

作業 中 の心 理 経 過 ・物事 の 処 理 能力 を 予測 す る目的 で実 施 した。

キ ー操 作 に よ る健 側 動 作 テ ス ト、 両手 動 作 テ ス ト

キ ーボ ー ドへ ダ イ ビ ングす る上 で の上 肢 機 能 の テ ス トで、 今 回 の評 価 の た め に

作成 した。

健 側 動作 テ ス ト

1分 間 に、Aか らZ、 さ らに1か ら100ま で を速 く正 確 に打 ち込 み 、 正 しい

もの だ けを そ の点 数 と した。 手 指 の使 い方 は ど ん な方 法 で も良 い。

両 手 動作 テ ス ト

キ ーボ ー ド入 力 に あ た って 両 手 使用 を 要 求 され るの はSHIFTキ ーを 使 う とき

で あ る。 そ の た め、AaBbCc_.と そ の都度 他 側 の手(不 可能 な時 は同 じ手)

でSHIFTし な が ら、1分 間 に 速 く正確 に打 ち込 み、 正 しい もの だ け を その点 数

と した。

適 正 検査 視 覚 的 論理 性 、 推 理力 、 構 成力 等 を 評価 す る目的 で作 成 した も

ので あ り、 視覚 的 反 応 速 度(短 期 記 憶 能 カ ー 般 職 業 適 正 検 査 、 知 能 検査 の… 部

を利 用応 用 して い る。

左 、右 に並 べ られ た 数 字、 文 字 、 図形 を 照 合 し、 正 誤 を 判断 す る検 査 で あ る。

視覚 的 短 期記 憶 と照合 の正 確 さ、 ス ピー ドが要 求 さ れ る基 礎 的 神 経 心 理 学 的機 能

であ る。

CATMPO・ …CAUMPO

QOO(う ΦG''"○ θ ① ○ ①G
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積木数 え

積み重ね られた立方体 の数をかぞえ る。

視覚的な論理性 ・推理力をみ る。

平面図判断

複数の図形で構成 された平面図 を再構成 した ものを選択肢 か ら選ぶ。

図形 の構成認知力をみ る。

直』[丑 コ[丑[当[凡

立体図判断

展開図をみて、その立方図形を選択肢 か ら選ぶ。

視覚的論理性 と空間構成能力をみる。

短 期 記 憶 テ ス ト

南 カ リフ ォル ニ ア感 覚 統 合 検 査(SCSIT)の うち の空間 の位 置(POSITIONIN

SPACE)知 覚 テ ス トの 一 部 を利 用 した もの で あ る。 前 頁 の数 個 の 図 形 を記 憶 し

見 開 い た頁 の どれ と同 じか を見 つ け るテ ス トで あ る。 空 間 位 置 知 覚 テス トと

して作 られ て い るが、 同 時 に視 覚 的 な短 期 記憶 能 力 の評価 と して用 い た。
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図 面 探 索 テ ス ト

南 カ リフ ォル ニ ア感 覚 統 合 検 査(SCSIT)の う ちの図 位 置 知 覚 テ ス トであ る。

6つ の図 の 申か ら錯綜 図 に 含 ま れ る3つ の図 を 探 し出 す検 査 で あ る。一一一般 に

は背 景 の 中 か ら見 よ う とす る図 を識 別 す る能力 を み る。

7B
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資料NO.11

6月 講義 スケジュール表

日(曜) 講 義 内 容 講 師 講 義 内 容 講 師

17(月) 開講式 施設および機器の説明

19(水) オ リエ ンテ ー シ ョ ン コ ン ピ ュ ー タ と は

21(金) プログ ラム とは プログ ラムとは

24(月) 流れ図 によ るプログラム 流れ図によるプ ログ ラム

26(水) COBOL入 門 COBOL入 門

28(金)
一 層

COBOL入 門 COBOL入 門

7月 講義 スケジュール表

日(曜) 講 義 内 容 講 師 講 義 内 容 講 師

1(月) コ ン ピ ュ ー タ と は コンヒ。ユ一夕の 基 礎 知 識1

3(水), コンヒ。ユ与 の 基 礎 知 識2 コンヒ。ユータの 基 礎 知 識3

5(金) IIT見 学 IIT見 学

8(月) 中央処理装置 NECPC-9801の 概要(実 習)

10(水) 記憶装置と入出力制御 (実習)や さ しいCOBOL

12(金) 入出力装置と端末装置 (実習)や さ しいCOBOL

15(月) デ ー タ 伝 送 とわ ライン・システム (実習)や さ しいCOBOL

17(水) オ ペ レ ー テ ィ ング シ ス テ ム (実習)や さ しいCOBOL

19(金) プ ログラミング言語 (実習)や さしいCOBOL

22(月) データ構造 (実習)や さしいCOBOL

24(水) RISISと 性能 (実習)や さしいCOBOL

26(金) 計算問題の解き方 (実習)や さ しいCOBOL

29(月) 1ケ 月のま とめ (実習)や さ しいCOBOL

i31(水)1 TEST 実習のま とめ
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8月 講義 スケジュール表

日(曜) 講 義 内 容 講 師 講 義 内 容 講 師

2(金) プログラム設計入門 PC9801の 基 本 ソ フ トウ エ ア

5(月) プログラム作成の基礎
、、

7(水)
、、 、、

9(金) プログラム設計問題解き方
、、

12(月)
、、 、、

!

14(水)
、、 、、

16(金) 休 講

19(月) 休 講

21(水) プログ ラムの作成 プ ログラムの作成実習

23(金)
、、 、、

26(月)
" 、、

28(水)
、、 、、

L

30(金) 、、 い
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9月 講義 スケジュール表

日(曜) 講 義 内 容 講 師 講 義 内 容 講 師

2(月) プ ログラムの作成(手 続 き部) NECリ ンフ。い フ。ロク"弘 修 正 実 習

4(水) 〃 〃

5(木) IIT見 学 特別講義

7(金) プ ログラムの作成(手 続 き部) プ リ ン ト ・ル ー チ ン 実 習

9(月) 〃 〃

11(水) プ ログラムの作成(更 新) 〃

13(金) 〃
更新作業 ・実習

16(月) 休講(敬 老の日振替休日)

18(水) プ ログラムの作成(更 新) 更新作業 ・実習

20(金) プログ ラムの作成(併 合) 〃

23(月) 休講(秋 分の日)

25(水) プ ログ ラムの作成(併 合) 関連知識(講 義)

27(金) 〃 関連知識(講 義)

30(月) 1ケ 月のまとめ TEST

1'7



10月 講義スケジュール表

日(曜) 講 義 内 容 講 師 講 義 内 容 講 師

2(水) プログラムの作成(累 計更新) 累計更新 のフローチ ャー ト

4(金) 〃 累計更新の考え方

7(月) 〃 演習2の まとめ

9(水) プログラムの作成(演 習3) 演習問題3の フローチ ャー ト

11(金) 〃 演 習問題3の コーデ ング

14(月) 〃 演習問題3の デバッグ

16(水) プログ ラム作成演習3の まとめ 演習問題3の デバ ッグ

18(金) フoロク"弘 作 成(SORT命 令) 演習4・SORT命 令の考え方

21(月) 〃 演 習 問 題4の フ ロ ー チ ャ ー ト

23(水) 〃 演習問題4の コーデ ング

25(金) 〃 演習問題4の デバ ッグ

28(月) COBOL本 試験問題 の解 きかた 関連知識(講 義)

30(水) 1ケ 月 のまとめ
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11月 講義スケジュール表

日(曜) 講 義 内 容 講 師 講 義 内 容 講 師

1(金) プ ログラムの作成(縦 横計りスト) 演習問題5(縦 横計 とリス ト)

4(月) 文化の日振替休日 〃

6(水) プ ログラムの作成(縦 横計リスト) 〃

8(金) プ ログ ラムの作成(縦 横計りスト) 〃

11(月) プ ロ グ ラ ム の 作 成(テ'㌧ タチェック) 演習問題6(デ ータチェック)

13(水) 〃(デ 、一夕チェック) 〃

15(金) 〃(テ 、、一タクロスチェック) 〃

18(月) 〃(テ 、、一タクロスチェック) 〃

20(水) 〃(テ 、、一タクロスチェック) 演習問題7(ク ロスチェック)

22(金) プログラムの作成(画 面処理) 〃

25(月) 〃 〃

27(水) 〃 〃

29(金) 1ケ 月のま とめ TEST
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12月 講義スケジュール表

日(曜) 講 義 内 容 講 師 講 義 内 容 講 師

2(月) システム設計入門 演 習6(ク ロ ス チ ェ ック)

4(水) システム設計入門 演 習6(ク ロ ス チ ェ ッ ク)'

6(金) システム設計入門 演 習6(ク ロ ス チ ェ ッ ク)

9(月) 簿記会計の基礎知識(簿 記とは 演習7(年 末調整)

11(水) 貸借対照表と損益計算書の仕組 演習7(年 末調整)

13(金) 貸借対照表と損益計算書の例題 演習7(年 末調整)

16(月) 勘定科目 演習7(年 末調整)

18(水) 仕訳とは 演習7(年 末調整)

20(金) , 精算書の記入のしかた 演習7(年 末調整)

23(月) 決算のための準備 演習7(年 末調整)

25(水) 簿記問題の解き方 演習7(年 末調整)

27(金) 簿記問題の解き方 演習7(年 末調整)

30(月) 年末休み
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61年1月 講義 スケジュール表

日 付 講 義 内 容 備 考

6(月) 〔簿記会計〕商品売買,掛 売買の記帳

7(火) 実習

8(水) 〔簿記会計〕手形取引,各 種債権債務の記帳

9(木) 実習

10(金) 〔簿記会計〕有価証券,固 定資産,収 益と費用,個 人企業の資本と税金

13(月) (簿記会計〕決算整理と決算,8桁 精算表

14(火) 実習

15(水) 成人の日 休講

16(木) 実習

17(金) 〔簿記会計〕貸借対照表,損 益計算書,主 要簿と補助簿

20(月) 〔簿記会計〕形式別問題の解き方 文章完成,仕訳,記帳

21(火) 実習

22(水) 〔簿記会計〕形式別問題の解き方 記帳

23(木) 実習

24(金) 〔簿記会計〕工業簿記と原価計算

27(月) 〔経営分析〕経営分析とは,財 務諸表による経営分析

28(火) 実習

29(水) 財務会計,経 営分析のまとめ

30(木) 実習

31(金) 財務会計,経 営分析のテス トと解答
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昭和61年2月 講義 スケジュール表

日 付 講 義 内 容
}備 考]

3(月) 〔関連知識4〕 経営科学 システム分析と経営科学,経 営科学の種類

4(火) 実習
…

5(水) 〔経営科学〕 システムのモデル化 ii

6(木) 実習 i

--F-一

7(金) 〔経営科学〕在庫管理 ・在庫管理とは,発 注方式か らみた在庫管理

10(月) 〔経営科学〕スケジューリング(E程 計画 と順序づ けの問題)

…1

」

11(火) 実習
i
l

12(水) 〔経 営 科 学 〕PERTネ ッ トワ ー ク(ア ロ ー ダ イ ア グ ラ ム) }|

13(木) 実習

14(金) 〔経営科学〕線形計画法》0-1計 画法1

i
_.4

1
11

17(月) (経営科学〕待ち行列とシ・・レ シ・ンll

18(火) 実習ii
}

|i

19(水)

一一'一 一 ー 一一ーー ー ーー ーー ー ー 一・一一・ 一・・一 ーーー ー一一・ 一一'一 一 一{

〔経営科学〕 システム分析のためのそのイ也の挟(設 備更新の問題)11

20(木)

… … … 一}'-

1

実 習1

{

,_一{

i
l

21(金)
|

〔経営科学〕 システム分析 のためのその他の手法(予 測)
1

24(月)
li経営科学のまとめと演習問題

ll

|
l

i

i
I

…

25(火) 実習
　

…
一 ー ト ーー ー ー ーー 一1

i 」

26(水)

`一 －A-一 －A－ 頁旧

〔確率と統計の基礎〕事象と確率

27(木)

一一 、一"P

実習
|

1

「 …28(金) 〔確率 と統計の基礎〕事象 と集合,確 率の定理 」

－i
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昭和61年3月 講義 スケージュール表

日 付 講 義 内 容 備 考

3(月) 〔受験対策〕 コ ンピュータの知識
「一 一『^'

14(火)

、

実習

5(水) 〔受験対策〕 コ ンピュータの知識

実習

7(金) 〔受験対策〕 コ ンピュータの知識

10(月) 〔受験対策〕 コ ンピュータの知識

H(火)
!

実 習i
←

i12(水)已 験欄 ・ンピ・…タの知識

i13(木)已 習
与

i14(金)旨 受験対策〕コ ・ピ。 つ の知識
}

卜
i17(月)

[
い 受綱 策)プ 。グ ラムとフ 。一チ 。一 ト

ll8(火)
L-_

i19(水)
1

〔受 験 対 策 〕 プ ロ グ ラ ム と フ ロ ー チ ャ ー ト

1〔受験㈱ プ・垣 とフー チー

i20(司 〔受験欄 プ・グラムとフ・噺 一ト

i

l

i21(⇒ 勧 の日(傭)

|
124(月)1〔 受 験 亥欄 プ 。 グ ラ ム と フ 。 一 チ 。 パ

|

[竺(火)声 対策撒 知識

i26(水)
「一 …
i27(木)
L_

128(金)
}ド

〔受験対策)関 連知識

〔受験対策〕関連知識

〔受験対策〕関連知識

}31修 了式
i」

r－ 一つ一一

(月)i
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6月 講義スケ ジュ ール表

日(暇) カ リ キュ ラ ム 踊 義 内 容

17(月) 開口式 〈午 前〉 関係各位より祝辞

施設および機器の説明 <午 後>PC9801の デモプ ログラ'ムを研修生のほ作 で動かす

FACOM945011に よるモグラたた きでKEY

操作を指導.

各自のロ ッカーと槻について説明

欠席および遅刻等の届へ出について説明

19(永) オ リエ ンテ ー シ ョ ン 〈午 前〉 コンピュータ基礎研修講座の案内よ り講座の概要につい て

宗主5手 間{ま9:30、10:2010:30、11:2011:30、12:20

,13;10、14:0014:10、15:0015:10、16:00

映画 「コンピュータとは」 「波野さん一室 とコピュー
- タ」を上映

コ ン ピュ ー タ とは 〈午 後 〉 コンピュータの行 う情報処理

コンピュータの堪能 と基本構成

コンピュータの機能 と基本構成 について
,

キー操作について

21(金) プログ ラムとは 〈午 .前 〉 コ ン ピ ュ ータ とプ ロ グ ラム

プログラム言語 とは

コ ンピュータが理解で きる言葉

プログラム言語 とコンピュータ

〈午 後 〉 コ ンピュータの行う情報処理 とプログラム

プ ログラム言語と種類

24C月) 流れ図によるプ ログ ラム 〈午 前 〉 「コ ンピュータ入門」

流れ図 によるプ ログラムの作成

プログラム記憶方式と培械語
流れ図た 号の意味とつかい方 ・

〈午 後 〉 流れ図記 号を使 って簡単なプ ログ ラムの説 明

26(水) COBOL入 門' 〈午 前 〉 「コ ンピュータ入門」層

COBOL言 語 の特徴,

COBOL言 語 でのプログラムの書 き方

<午 後>COBOL言 語によ る例題プ ログラム

COBOL言 語PROCEDUREDIVISION

、

28(金) COBOL入 門 〈午 前 〉 「コンピュータ入門」

COBOL言 語によ る例題 プログラムの作成

COBOL言 語 によ る例題 プログラムの解答
〈午 後 〉 実 習 フロッピーデ ィスクの取扱い方

フロッピーデ ィスクの初期化
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2.コ ンピ ュ ータ の 知識7月 諺 文 スケ ジ ュ ー ル 表

日(ロ ¢) カ リ キ ュ ラ ム 講 義 内 容

1(月) コ ン ピュ ー タ とは 政 令 指 定 都市 記念 日に よ り休 館 のた め休 日.

コ北'ユづの基礎知 識1

'

3(水) コンピュづ の基礎知畠2 〈 午 前 〉

心 理 テ ス トに よ り休 録

〈 午 後 〉
コンビ・づの基幾知ほ3 '

心 理 テ ス ト(個 別)に よ り、全 体 で進 め な いで ワ ープ,ロ機 能 に

ついて税明 と実 習

5(金) IIT見 学 午前 ・午 後 とも心 理 テ ス ト(個 別)に よ り、 全 体で進 めず.

〈 午 前 〉

ワ ー プ ロ機 能 につ い て悦 明.

〈午 後〉.
ワ ー プ ロ培 能を 使 用 した演 習問題 で 実際 に文 書を作 成.

㊨
,

8C月) 中央処理差置 〈午 前〉.'
.

'

' .(個 別)OT検 査 の た め全 体が 進行 す る カ リキ ュ ラム に よ らず.

ワ.一プ ロ機 能を 説 明 し、実 習 とす る.

NEC9801の 榎要(実 習) 〈午 後 〉

'

OT検 査 の一環 と して キ ーホ ー ドタ7チ の プ ログ ラム(BAS

ICに よる)をKEY-IN後 タ ッチ 数 の検 査 を行 な う◆

10(水) 昆也装置と入出力制御
〈午 前 .〉テ ス トと解答

,」.

〈午.後 〉第 一 章 コ ンピュ ータ とは、 コ ン ピュ ータ シス テ ム の 構成 壊 能 、
`

'・特 徴 お よ び歴 史的 発展 の過 程 を中心 に 情報 の 処 理 、 デ ー タ処 理

信 習)や さ しいCOBOL の分野において果す役割を説 明.

特 に コ ン ピ ュ ー タ で 使 用 す る 単 位 、 ギ ガ 、 メ ガ 、 キ ロ、 ミ リ、

マ イ ク ロ、 ナノ等 に ついて 説 明.

12(金)' 入出力装置と端末装置 〈 午 前 〉
,

第2章 コ ン ビ一 一タ を理 解す るたあ の 基註 知識 コ ン ピュ ー タ で

使 わ れて い る2漣 数 を 中心 に16進 款 への 変 換、 正 数 ・負 数 の

(実習)や さしいCOBOL
・ 表 現 、情 報 交換 の 符 号 ・論理 演鎮 ・論理 回 路 につ い て説 明.

〈 午 後 〉

各 自 に フ ロ ッピ ーデ ィス クを 渡 しそ の使 い 方.

15(月) デ ータ 伝送 とわ ラ⇔ ・シス九 第3章 中央処理芸置
.

〈午 前 〉命 令 の形 式 、 各種 レジス タ ーや カ ウ ンタ類 な どCPUの 構 成 要

素 の 培 旋、 デ ータ の表 現形 式 も含 め て 蹴明.

(実習)や さしいCOBOL <午 後>MS-DOSの 使用 に つい て

ユ ー テ ィ リ テ ィプ ロ グ ラ ム 「EDLIN」(エ デ ィ タ ー)使 用

につ い て 悦 明.
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2.コ?ビ ュータの知識7月 講 義スケジュール表

日(曜) カ リ キュ ラ ム 講 義 内 容

17㈹ オペ レーテ ィングシステム 第4章 記憶装置 と人 出力制御

〈午 前 〉 主 記憶 装 置 、補 助 記 憶装 置(磁 気 テ ープ装 置、 磁 気 デ ィス ク装

(実習)や さ.しいCOBOL 置)の 役 割 り と培 能 、 チ ャ ネル 装 置の 機能 を 説 明.

〈午 後 〉 ユ ーテ ィ リテ ・ ・プ ・'グラムrEDLIN」 を 使 用 して例 題|

プ ロ グ ラム(COBOL)のKEY-INを す る.

19(金) プログラミング言語 餌5章 入出装 置と端末装置

〈午 前 〉入出力 装置、特に出力装置 では高性能化が進んでいる中で イン

パ ク ト、 ノ ン イ ンパ ク ト出力 を中 心 に学 習.

Gξ習)や さしいCOBOL

<午 後>EDITOR「EDLlN」 を 使用 して、 例 題 プ ロ・グ ラ ムを

コ ンパ イル す る.コ ンパ イ ラ ー とOBJECT言 語 を説 明.・

22(月) デ ータ構造 〈午 前 〉 デ ー タ伝 送 と オ ン ライ ン シ ステ ム

侯 習)や さしいCOBOL
〈 午 後 〉オ ペ レ ーテ ィング システ ム の全 体 と して、 構 成 と各 構成 要 嵩 の

果す機能の概要を㍑明.

24(水) RISISと 性能 〈 午 前 〉 オペ レー テ ィ ング シ ステ ム

オ ペ レー テ ィング シ ステ ム の役 割 と、そ れを 構成 す る各 種 プ ロ

」

グ ラム の役 割 と概 能 を 説 明NEC提 供例題 プ ログ ラム の説 明.

侯 習)や さしζ、COBOL

〈午 後 〉 第5時 限 よ り ワー プ ロ樫能 ・《自習)

.

26(金)

`

計算問題の解き方 第8章 プ ログ ラム言 語
.

〈午 前 〉言 語 処 理 プ ロ グ ラムや プ ログ ラ ム言 語 の種類 と、 各 プ ログ ラム

の役 割 と特徴 を 説 明◆

(実習)や さしいCOBOL

〈午1後 〉 サ ンプ ル プ ログ ラム に よ り画 面 のデ ータの取 り方 か らCOBO

Lに よ り、 金利 計 算 プ ログ ラム を作 成 す る.

29(月) 1ケ 月のまとめ 〈午 前 〉 フ ァイル の構成 要 素 ・各 種 フ ァ イル編 成 と それ らの比 較 、 フ ァ

、

㊨ イル に対 す る処 理 方 法 を中 心 に 学 習.そ の他 、一 投 的 なデ ー タ

構造と試験対策上重要なデ ータの探索問題 も解説.

Gξ習)や さしいCOBOL
特 に ・ マ ス タ ー フ ァ イ ル ・ ト ラ ンザ ク シ9ン フ ァ イ ル 、 各 種 編

成 フ ァ イル を学 習.
.

〈午後 〉 サ ンプ ル プ ログ ラム に よ るCOBOLの 学 習.

31(水) TEST 第10章RASISと 性 能 ・信 頼性 解t斤
.

<午 前>RASISとRASの 評価 指日 に よ る信頼 性 計 算、 シス テム の

性 能 評 価法 、 シス テム の信 頼 性 向 上 の ための 誤 りの 抑制 方 式 な

実習のまとめ どを 、 学 習す る.

〈 午後 〉 サ ンプル プ ログ ラ ムに よ るCOBOLの 学 習.
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8月 講義 スケ ジュール表

日(珊

2(金)

5(月)

7(永)

9(金)

12C月)

14(水)

16(金)

lgc月)

カ リ キ ュ ラ ム

プ ログ ラム設計入門

PC9801の 基本 ソフ トウェア

プ ログ ラム作成 の基礎

PC9801の 基本 ソフ トウエア

プ ログ ラム作成 の基礎

PC9801の 基本 ソフ トウエア

プログラム設計問題解き方

PC9801の 基本ソフ トウエア

プログラム設計問題解 き方

PC9801の 基本ソフ トウエア

プログラム設計問題解 き方

PC9801の 基本 ソフ トウエア

休 講

休 踊

講 義 内 容

第11章

く午 前 〉

〈午 後 〉

計 算 問題 の解 き方

い ま まで に 学 習 した 計算 問 題 に関連 す る事項 を 復 習 の意 味 も含

めて 再 度 学 習 し、 い ろい ろ な公式 を丸 暗記 す る ので はな く、 問

題 か ら解 く手 順 や 計 算式 が組 立 て られ るよ うな学 習 .

MS-DOSの 命 令語 に つ いて

午 前>NO.2、 〔コ ンピ ュー タ の知識]の ま とめ

テ キ ス ト巻 末 の 問題 演 習 を テス ト形 式 で行 う.

〈午 後 〉演習問題 の解答と説明

〈 午 前 〉プ ロ グ ラム設 計 の考 え 方

プ ログ ラ ム設 計 を効 果 的 に行 うた め の流 れ図 や 構 造化 の概 念 を

中心 に、 プ 『ログ ラ ム設 計に 必 要 な基礎 知 畠(シ ス テ ム開 発 の手

頗、 流 れ 図 の記 号 の 意味 、 構造 化 プ ログラ ミ ング の必 要 性 と構

造 化 の 意 味》 を 税 明 す る.

<午 後>MS-DOSの 命 令語 に つい て.

NO.3[プ ログ ラム の作 成]"

〈午'前 〉 第2章 プ ログ ラム作 成 の 基礎 .

基本 的 な 算 法に 関 す る流 れ 図の 問題 を 中心 に、 流 れ図 の 醗 み方

考 え方 を 説 明す る.

<午 後>MS-DOSの 命 令 語 につ い て・

〔NO.3プ ログ ラム の作 成]

〈午 前 〉 第3章 プ ログ ラム設計 問 題 の解 き方

案務 処 理 、 フ ァ イル処 理 に 閲す る プ ログ ラム 作成 の ため の情 報

処 理 シス テ ム の摺 箔 並び に 処理 プ ・グ ラムの 構 築 ぽ れ 図 軸

心 に)を 説 明 す る.

<午 後>MS-DOSの 命 令 語に つ い て・

〔NO.3プ ログ ラムの 作成]「

〈午 前 〉 第3章 プ ログ ラム設 計 問題 の 醒 き方

フ ァ イル の 併合 、 更新 処理 の プ ログ ラムパ タ ー ン例 を そ れ ぞれ

違 う制 御 構 造 で説 明 す る.各 流 れ図 相 互間 の相 遠 点 につ いて 、

徹底 す る.

<午 後>MS-DOSの 命 令 語に っ いて.

夏 休 み に よ り、休 講

夏 休 み によ り、 休 講
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8月 .踊 義 スケ ジ ュー ル表

日(珊 カ リ キ ュ ラ ム 講 裳 内 容

21(水) プ ログ ラムの作成 [NO.3プ ロ グ ラ ム の 作 成]1

〈午 前 〉 第3量 プ ログ ラム 設 計問 題 の解 き方

各積算法の流れ図作成問題の例題 による解説

プログラムの作成実習 過去に出題 きれた傾向か ら受験対策上重要な流れ図 問題を分野

別 に遊 ん で 解 説.
一

<午 後>ANIMATORの 使 い 方 に つい て・

23(金) プ ログ ラムの作成 〔NO.3プ ロ グ ラム の作 成]

・、〈午 前 〉 第4章 プ ロ グ ラム の作 成COBOL

プ ログ ラ ム作 成 問題 対 策 につ い て.

プ ログ ラムの作成実 吉 COBOLと は.

COBOLの 命 令 語(見 出 し部 の記述 の仕 方).
、

<午'後>NEC提 供 のサ ンナ ル ・プ ロ グ ラム によ り、cqBOLの 記述

26(月} プログラムの作成
COBOLに よ る プ ロ グ ラム記 述 の仕 方

.

<午 前>COBOL環 境 部 、 デ ー タ部

壇境 部 、 デ ータ部 の 記述 の仕 方 につ い て説 明.

.

プ ログラムの作成実習
NEC提 供 の サ ンプ ル ・プ ログ ラムよ り、 デ ー タ のGET

PUTに よ る、 リス トプ ログ ラム の見 出 し部、 項 境 部、 デ ータ
'

.部の記述の実習."
〈午 後 〉午前 のプ ログ ラム 記述の打ち込み.'

28(水) プ ログ ラムの作成

、

COBOL'デ ー タ 部、PICT'UREの 恩 徳

<午 .前>P'ICT.UR宣 の記 述 の仕 方
'P ・rCTUREの

.書 き 方㊨

プ ログラムの作成実 習 MOVE文 と、PICTURE文 の培 能 につ い て.

<午 後>NEC提 供 の サ ンプル プ ログ ラム よ り、 デ ー タ のGETPUT
◆

.プ ロ グ ラ ÷の 見 出 し部 、垣 境 部、 デ ータ部 の記 述 の実 習.

30(金) プログラムの作 成1

'

COBOL手 続 き部 、 命令 語 の 書方
・

<午 前>MOVE文 と夢助 の仕方、演算命令の書方

、

デ .一夕 のMOVE文 に よ る、 移 動 の規 則・,

プログラムの作成実習 ADD、 、DIVI.DE、MULUTIPLY、
、

、

友

SUBTRACT命 令の紀述 の仕方
、

〈午 後 〉 簡 単 なLrSTプ ログ ラム の演 習. .

、

t
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3.プ ログラム¢p作成 9月 講 義iス ケ ジ ・L－ル 表

日(珊 カ リ キュ ラ ム 線 装 内 容
'

2(別 プ ログ ラムの作成(手 続き部} COBOL手 続 き部、 命 令 語 の書 方

〈 午 前 〉 表 示、 フ ァイル 関 係 の命 令 語
'

DISPLAY文 、OPEN、CLOSE 、READ、

NEC,ン アい ア【び 弘修正実 習
WRITEの フ ァ イル関 係 の命 令 語 につ い て.演

習1(COBOLワ ー クプ7ク)の 例題 の考 え 方

〈午 後 〉 演 習1(合 書冊 算 を 持つ リス トプ ログ ラム)の ㌃ ヂ ング と

フ ロー チ ャー トの 考 え方

4(水) プログラムの作成(手 続き部) COBOL手 続 き部、 命 令 語 の書 方

<午 前>COBOL手 続 き部 、 中『核命 令 語 の書 方'

PERFORM文 と その 培 能

NECわ アい ア【ぴ 弘 修正実習 添字 との使い方

階層とその記述 の仕方

〈午 後〉 演習!の 打込み とデパ シグ

5(木) IIT見 学 IIT見 学

特別諸芸

'

.

.

「」

7(金) プ ログラムの作成(手 続き部) COBOL手 続 き部 、 命令 語 の 書方

〈午.前 〉 手 続 き 部、 中核 命令 語 の 書方

SET命 令 とこSEARCH命 令 の概 能 と書方
㊨

.

プ リン ト・ル ーチ ン 実習
.

〈 午 後 〉 演 習1の デバ ッグ

一 ・.

.

19(月)・ プ ログラムの作成(手 続き部)・ COBOLプ ログ ラム作成 問 題 演 習1の 解 答

〈午 前 〉 演習問題1の 解答

考 え方 とSAMPLEプ ロ グ ラム の説 明

プ リン ト・ル ーチン 実習

<午 後>8月 分 のまとめとTEST
、

馳」

吟
'

11(水) プ ログラムの作成(1甦 新} フ ァ イル処 理 プ ロ グ ラムの 構 造

'
〈午 前 〉 フ ァ イ.ル処 理 の 考 え方

,

グループ累計処理 とは

プ リン ト・ル ーチ ン 実習
L..

グ ル ープ 集計 処 理 の フ ロ ーチ や一 ト
' "<午 後>COBOLプ ロ グ ラム 作成 問 題 演 習2の 説 明

各 自コ ーデ ング

13(金) プ 【『グラムの作成(鞭) ,
COBOL手 続 』き部 、中 核 命 舗

<午 前>COBOL手 続 き部 、 命 令 語
■

STRlNG・UNSTR1NG命 令 の機 能 と書 方

更新作案 ・実 習

<午 後>COBOLプ ログ ラム作 成 問 題 演 習2デ バ ッグ
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3.プ ログラムの作成 9月 宗裳 スケジュール表

80旬 カ リ キュ ラ ム 購 裳 内 容
'

・16(別 休講(敬 老 の日振替休 日} 敬老の白振替休 日のため休ほ

18(水) プ ログラムの作成(更 新) <午 前>COBOL手 続 き部 、SORT命 令 に つい て

SORT命 令 とは.

SORT命 令の記述 の仕方

更新作言 ・実習 順 フ ァ イル とは.

<午 後>COBOLプ ログ ラム 作 頗 習2デ ・寸・グ

20(金) プログラムの作成(併 合) COBOL手 続 き部 、MARGE命 令 につ い て

<午 前>MERGE命 令 とは.会

MERGE命 令の記述の仕方

A 更新作議 ・実習 MERGE命 令 を 使わ な い フ ァ イル の併 合 の仕 方

<午 後>C。B。Lプ ・グ ラム作成 演 習2デ ・・。グ

23(別 休講(秋 分の 日} 秋 分 の 日の た め休 講.

・

'

25(水} プログラムの作成(併 合) COBOL手 続 き 合志 入 出 命令 に つ いて.

,

<午 前>WRITE命 令 と は.・

プ リ ンタ ー出 力時 のWRITE命 令.

関連知識(疏 裳)
プ リ ンタ ー出 力時 のWRITE命 令 とプ リ ンタ ー制御.

<午 後>COBOL 、プ ログ ラム 作成 演 習2デ バ ッ グ
`

.

1ガ(金)
プログラムの作成(併 合)

COB'OL手 続 き部 、 入 出力 命 令 につ い て.

〈午 ・前 〉 順 編 成 フ ァイ ル 時 のWRITE命 令.

関連知識(舞 訪 索 引順 編 成 フ ァ イル時 のWRITE命 令.

.
'欄 フ

・ イ:ル時のWRITE命 令 一

〈 午'.後 〉'演 習2に 概 能 の追 加 を行 ない 、修 正.

ー
も

30(月) 1ケ 月 のま とめ プ ロ三 チ ャー ト問 題 の 解 き方.

〈 午 前 〉 本 試 験 で は3間 中1問 の 選 択.
'

、
..

嗣 のラ‥ 恒 一 トの考え方.
TEST 事 務 系 フ ローチ ャー トの 考 え方.

数 学 系 フ ロー チ ャ ー トの 考 え方.

・午 後 ・C。B。Lプ ・グ ラ ・作 疏 詫 .デ … グ
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3.プ ログラムの作成

日(昭)

2(水)

4(金)

7(別

9(水)

11(金1

)月(41

)休61

講義スケジュ「ル表

カ リ キ ュ ラ ム

カ グ・ぷ 成 徽 蜘

鍋 更新6フ。一チャート

㍗ グラムの㈱ ぽ 情 語)

累計更新の考え方

プ ログラムの作成(累 計更新)

演習2の まとめ

プ ログラムの作成(演 習3)

ine問 題,ら 。。.チ 。.ト

プ ログラムの作成(龍3)
.

演習問題3の コーデ ング

プ ログラムの作成(演 習3)

演習問題3の デバ ッグ

プ ログラム作成演習3の まとめ

演習問題3の デバ 。グ

月

表10月

踊 裳 内 容

COBOL記 述問 題 の 解 き方.・

〈 午 前 〉 本試 験 で は12間 中3問 の選 択 .

問題 の理解 と解決のために他人が記述 したCOBOL

プ ロ グ ラムを 解 析 する に は.

COBOLプ ロ グ ラ ム か ら フ ロ ー チ ャ ー ト.を書 く.

<午 後>COBOLプ ログ ラム作 成 演 習2デ パ7グ

COBOL記 述 問 題 の解 き方.

〈午 前 〉 テキ ス トNO3演 習問 題 よ りプ ログ ラム記 述 問題 を

解 説 しなが ら解 く.

<午 後>CO.BOLプ ログ ラ ム作成 演 習3の 仕 様 の良 明 と

各 自コ ーデ ング

受験雑箆よ り摸擬TESTを 行な う.
、

〈午 前 〉 頓 原 テ ス ト 俗 書の参 考 書 ・.テキ ス トの待 ち込 み は

自白 と した)'
、

<午 後>COBOLプ ログ ラ ム作成 .演習3

コ ーデ ング と打 込 み◆
、

.

'

寝 屋 テ ス トの解説.

〈 午 .前 〉 テ ス トの 内容 を 鰐線 を 加 え なが ら、'解答 と

各 自採 点 す る.'

問1よ り問10ま での 必 須問 題 の 解説.

<午 後>COBOLプ ログ ラム 作成 演 習3

打 込み とデバ ッグ.
・

瞥;;の 臨 か、問,。までの選鯛 題 腱 綱 。」
`

これか ら何を重点的に学習す るかを考える意味 もあ り
「 「

問 題 ノ「解説 と各 自で 採 点 を行 な った.・

《結 果)1.財 務 会 計 は実 務 で経 験 した人 もい るが・比 較 的 な じみ

や す い ので遺 沢 す る.簿 記 は4級 程 度 を学 習す れ ば よ い・
1

2.情 報 処 理一 般 は、 コ ン ピ ュー タの 知 畠で学 習 した部 分 も

含 まれるので選択す る..
3・ 経 営 一般 は・工 婁 部 門 の工 程 管 理 等 を学 習す る.

4.数 学 は各 人 の 得手 、不 得 手 もあ る が過去 に出題 さ れ た、

有名な公式を中心に学 習する

<午 後>COBOLプ ログ ラ ムの 作成 演 習3.デ バ ッグ

g月 分 ま とめ のテ ス ト.
〈 午 前 〉 .9月 分 テ ス ト.

ね らいsCOBOL命 令 語 を 中心 にCOBOL記 述 問 題 の
..

解 答 、 フ ロ ーチ ャ ー トの 解析 を どの程 度理 解 して い るか.
〈午 後 〉 テ ス トの解 説 と解 答.一

COBOL命 令 語 の復 習
<午 前>COBOし 命令 語 で条 件 文 を伴 う命 令語 の 復習.

テ ス ト結 果 で は、.条件 文 を 伴 う命 令語 の理解 が 正 し く
理 解 され て いな い.

PERFORM、INSPECT等 を中心 に 再度 学 習 す る.
<午 後>COBOLプ ログ ラム の 作 成 演 習3ま とめ.

」
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3.プ ログラムの作成 縁裳スケジュール表 10月

目(珊 カ リ キ ュ ラ ム ・ 扉 裳 内 容

18(金) アロク晴弘作成(SORT命 令) フ ロ ー チ ャ ー トの 復 習 ◆

〈午 前 〉 フ ロー チ ャー トの理 解 が い ま い ち進 んで い な いの で、

復 習 の 意味 も含 め て、 実 際 に多 くの プ ロ グ ラ ムを 組 む こ と

演習4・SORT命 令の考え方 も大 切 で あ るが、 多 くの 問題 を 解 く事 も必 要 で あ る

と思 わ れ るの で再 度 例 題 を テ キス トか ら も とめ学 習 した.

<午 後>COBOLプ ロ グ ラム 作成 漬 る4の 説 明.
'

21(別 アロθ門ム作成(SORT命 令) テ キ ス トNO3の ま とめ◆
.

〈午 前 〉 総合演習問題の解答.

4 演 習問題4の フ ロ ーチ ャー ト・
プ ログ ラム と して のCOBOL命 令 語.

フ ロ ーチ ャ ー トか らCOBOL言 語 へ の展 開.

<午 後>COBOLプ ログ ラム 作成 演 習4コ ー デ ィ ング
、

23(水) アロ●ラム作成(SORT命 令) テ キ ス トNO3の ま とめ.
'

〈午 前 〉 総合演習問題の解答.

フ ロ ー チ ャ ー トか らCOBOL言 語 へ の 展 開. .

演習問題4の コーデ ング
<午 後>COBOLプ ログ ラム 作成 演 習4デ バ ッグ

.

ρ
.

25(金) ア瞭 弘作成 《SORT命 令) テ キ ス トNO3の ま とめ

く午 前 〉 感 想 と自 己標点.
'

`1
.添 字 の 記述 の 仕方 か よ く.わ!鍾!良 い.・』2
.索 引順 編 成 と頗 完成 フ ァ イル の違 い.

、

3.索 引順編 成 フ ァ イル のKEY項 目め 記 述 の 仕 方 …
'

4.お お む ね理 解 は した が 詳細 の所 で ま だ まだ.'≡a5
.ゴ ン ピ ー 歩 一 の 知 識(テ キ ス トNO2)で

レジ ス ターの 所 がわ か らな い."
6.2退 散で訂ぎ算がよ く分か らない.

. 7.フ ロー チ十 ニ ト'が自分 で よ くか け ない.

8.COBOL'命 令語 で フ ロー を伴 な う命 令語 が よ く分 らな い・

,「 9.コ ンピ ータ ーの知 識(テ キ ろ.上貝02)が プ ログ ラムを

演習問題4の デバ ッグ .,.作る事 でよ うや く理 解 出 来 る様 に な った・
'「

<午 後>COBOLプ ロ グ ラム 作 成 演 習4デ バ ッグ
7

4

.

F

'

工

28C月) COBOL本 試験問題の解 きかた
,

昭和60年 度 第2種 情報処理技術者試験
'

く午 前 》 第2種 午前 の 問題 ・
`

`

〈午1後 〉 第2種F午 後 の 問題
'関連知識(錬 勘

.

ぞ1

,

噛,、

'

30(永)
., 1ケ 月のま とめ 昭和60年 度 第2担 情報処理技術者試験 の解答

,

頁
.

〈 午 前 〉 第2杖 午 前 の問 題 の解 答 と解 説'・

〈 午'後 〉 演 習4の 実 習 一

1
r

.
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プ ログ ラムの作成 11月 講義 スケジュール

日(曜 ハ カ リ・キrエ ラ ム 講 法 内 容

1(金) プ 回グラムの作成(縦 横計`以ト) 昭和60年 度 第2種 情報処理技術者試験 の解答

〈午 前〉 第2種 午後の問題の解答と解説

〈 午 後 〉 演 習4の 実 習
演習問題5(縦 横計 と リス ト)

.

4(月} 文化の日振替休日 ・文 化 の 日の 振替 休 日の ため休 講

1

'

6(水) プ ログ ラムの 作 成 ・(縦横 計4∫スト)' プ ログ ラ ム ・リス ト 縦鮒 の取 り方

〈午 前 〉 縦 禎 計 の リス トあ考 え方 とフ ロー チ ャー トの書 き方.

〈午 後 〉 演 習5の フ ロー チ ャー ト.

頂吉問題5(縦 横計 とリス ト)

,.

8(金) プ ログ ラムの作成(縦 横計・以ト) プ ログ ラム ・リ ス ト 縦 横計 の取 り方'

〈午 前 〉 縦 横 計 の リス トの フ ロ ーチ ャー トとCOBOL

言 語の記述の仕方.

演習問題5(縦 横計 とリス ト}'
、

〈 午 後 〉'演 習5の コーデ ング

'「

11σ1》 プ ログ ラムあ作成(P－ 夕子羽の プ ログ ラム作 成 ・デ ータ のチ ェ ック'
'

i

〈 午 前 〉 デ ータ のチ ェ7ク と は.

演習問題6'(デ ータチ ェ7ク}'

デ ータ ・チ ェ ックの プ ログ ラムの 考 え 方

フ ロ ー チ ャ ー トの 作 成 、

・午 俵 ・'縮5デ パ・グ

.

.

.

13(水) プ ログ ラムの作成(予 ㌧野エフカ プ ログ ラム 作成 ・デ ータρ チ ェ ック

〈午 前 〉 フ ロ ーチ ャ ー トの発表 《石田 きん)'
」.

演習悶6(デ ータチェ・の
...

フ ロ ーチ ◆ 一 トの解 説 と修正・'

.膓

,..COBOL言 語へ の 置換

・午 後 ・ 諮5デ パ ・グ ・ 『

.

ρ

15(金) プ ログラムの作成{旭 丘り) プ ロ』グ ラ ム 作 成 ・デ ー タ の ク ロ ス チ ェ7ク ・
,

〈 午 前 〉 デ ータ の ク ロスチ エ7ク と は

条件の考え方

演習問題6(デ ータチェック) フ ロ ーチ ャ ー トの 作成.

〈'午 後 〉 ・演 習6コ ー デ ン グ
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プ ログラムの作成 1!月 講義スケ ジュール

.日(珊 カ リ キュ ラ ム 宗 義 内 容

18(月) プログ弘 の作成(旭 予・・の
10月 分 テ ス ト

<午 前>10月 講義分テス ド

演習問題6(デ ータチェ7ク)

〈午 後 〉 演 習6・ コ ー㍗ グ

♪

.20(水) プ ロ グ ラ ムの 作 成(匁 スチエッカ
、

テ ス トの解答 と解 殻
.

<午 前>10月 講芸 分 テ ス トの 解 答 と解 説

〈 午.後 〉 演 習6デ パ ッ・グ

演習問題7(ク ロスチェ ック)

22(金) プ ログ ラムの作成(画 面処理) 演 馴 デ_タ ク 。ス チ ェ 。ク,

〈午 前 〉 デ ■ タ ク ロス チ ェ7ク の フ ロー チ ャ ー ト

逆 ク ロ ス チ ェ ッ ク と フ ロ ー チ ャ ー ト
演習問題7(ク ロスチ ェック), .

〈午 後 〉 演 習6.デ バ ッグ

'

25(月) プログ ラムの作成.《面面処理) デ ー タ の ク ロ ス チ ェ7ク 、

〈 午 前 〉 ク ロス チ ェ ック の詳 細 フ ロ ー チ ャー ト

フ ロー チ ャ ー トで誤 りやす い物'

演習問題7(ク ロスチェ7ク)
フ ラ っグに つ いて ン

〈 午 後 〉 演 習6デ バ ッグ

η(水) プログ弘 の作成 個 面処理 デ ー タ の ク ロ ス チ ェ ッ ク
、

; 演醐 即 伽 スチ。。ク》

〈午 前 〉 ク ロス チ ェ7ク の 詳霜 フ ロ ーチ ャー ト
..

ク ロ ス チェ ・ク?詳 細 フ ロ ーチ ャー トど

COBoL言 語 の応 用

〈午 後 〉 演習6デ バッグ_.,

釣(金) 1ケ 月のま とめV' デ ータ の戸 ス チ ェ シグ

〈午 前 〉 ク ロ スチ ェ ック の 詳拍 フ ロ ーチ ャー トと

COBOL言 語 の応 用

TEST 情報処理試験牟後の問題の出題された命令語との .
.

関 連 に つ いて
.イ

〈午 後 〉 演 習6デ パ ブグ

i
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12月 度 カ リキ ュ ラム

日(珊 カ リ キ ュ ラ ム ぼ 裳 内 容

2(月) システム設計入門 シ ス テ ム 設 計 入 門'層F
〈午 前〉 システム設計 とは'

演 習6(ク ロ ス チ ェ ック)

ヤ

,機 械 化 シ ス テム 作成 の緒 段階(基 本 手順)

寝 査 分 折、 モ デ ル作 成、 詳 細設 計 、.実 施
, ト

・ 午 後 ・ 実 習.演 計 ク ・ス チ ・ ・ク ・
.一デ ・ グ

4.(水) システム設計入門 システ ム設 計 入 門
、

「午 前 〉 シス デ ムの 詳 細設 計 ・

ロ ー ド設 計 、'イ ン プ ッ ト設8f、 ア ウ トプ ッ ト設 計 、

演習6(ク ロスチェ ック) フ7イ ル 設 計
.

プ ロセ ス設 計

〈午 後 〉 実 習 、演 習7ク ロスチ ェ ッ クコ ーデ ング
令

6(金) システム識+入 門 システム勘+入 門

〈午 前〉 システムの実施

演 習6(ク ロスチェック)
定 在書 の作 成 、 プ ログ ラ ミング 、 オ ペ レー シ.シ の管 理

シ ス テム の評 価 とメ イ'ンテナ ンス

〈午 俵 〉 実 習 演 習7=ク ロスチ ェ ック デ バ ッグ

一

9C月) 簿記会計の基礎知識(簿 記とは シス テム 設計入 門 ・

"

, ,

演 習7(年 末 調 整)'.・

・

〈午 前 〉 年期 整の シ万 頃 計

'』'糠 短 とは
・年末雛 と・ンピ。一夕煙 ひ'

・午'後 〉 実習 龍7パ スチ。。クデパ,グ
x.

ρ

.

11(水)
、 貸借対庭{表と損益計算書の仕組 [関 連 知 識]簿 記 会 計 ・

ト1ミ

〈 午 前 〉 ビデ オ 学 習 「埠 記会 計 ・1」

ち 、 ⑯

演習7《 年末開拓

■ 、','

信認会計の基礎知識、簿記 とは
方

■噺

賢良 と負債と文本の関係
)

〈 午 後 〉 実 習 演 習7'ク ロスチ ェ ックデ パ7グ
、

「 ・

13(金) 貸借対照表と損益計算書の例題 簿記会計の原理 ・,「

こ

,

'マ.

.～

〈午 前 〉 簿 記 会 計 の 表 の見 方 …'ぐ

'勘 重き科1目 とは
÷

… 演習7(年 末調整)'

鷲1隠 護㌶定科目 ぷ 六
ヒ

〈午 後 〉 実 習 演 習7ク ロス チ ェ ックデ パ7グ
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12月 度 カ リキ ュ ラ ム

日(珊 カ リ キ ュ ラ ム 籏 裳 内 容

16(月) 勘定科目 簿記会計の原理

〈午 前〉 貸借対鮭 の勘定科目 と表の見方

損益計算 書の勘定科 目と表の見方

演習7《 年末調整) <午 後 ジ 実 習 演 習7ク ・ス チ ェ 。ク デ パ 。グ

18(水) 仕訳とは 簿記会計の原理

〈午 前 〉 取 引、 取 引要 素

仕訳 とは

演習7(年 末調整) 仕訳 と転記(仕 訳帳 と総勘定元姫)'

・

〈午 後〉 実 習 演 計 ク・スチェ ・クrパ ・グ

20(金) 精算書の記入のしかた
12月20日(金)

簿記会計 の原理
'

演習7(年 末調整)
〈午 前 〉 実 習 演習7ク ロスチェック デバッグ

・午 後 ・ 試錐 と渋

勘定科目 とは

23(月) 決算のための準偏 緯紀会計の原理

〈午 前 〉 損益計算書、貸借対照表(そ の1)

演習7(年 末調整)
相殿(そ のい6繍 散)

〈午 後 〉 実 習 演 習7ク ・ス チ ェ 。 ク デ パ.グ

1

25(水 》 簿記問題の解き方 60年 度 の ま.とめ

,

k午 前・ 嘩 処理蹄 舘 駆 の顯 の鵬 と踏

演習問題
'
.

演習7(年 末調整) 〈午 後 〉 演習問題 の解答 と自己採点

;
.

27《 金} 簿記問題の解き方 <午 前>
1

・ 金 掻室 と コ ン ピュ ータ 室 の掃 除

昼食後解散'
演習7(年 末調整》
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昭和61年1月 窮 裳 カ リキュラム

日 付 カ リ キュ ラ ム 罎 裳 内 容
・

6(別 偲 記会計〕商品売買 簿 記 会計 ,各 種 取 引の 記帳

〈 午 前 .〉 この1年 の抱 負 の発 表

掛売買の記帳
現金、現金過不足、預金(当 座預金)の 記帳

く午 後 〉 預金 《書預金)の 記帳

小 口現金の記握

7(火) 実習 実 習 演 習7ク ロス チ ェ ック デ パ7グ

8(水) 〔簿記会計〕手形取引 簿記会計 各種取 引の記帳

〈午 前 〉 商品売買の記帳

掛売買の記纏
各種債権債務の髭根 〈午 後 〉 掛売買、手形取引の定額

A

^芦

9(木) 守 口エ ■ 実 習 演習7如 スチェ 。グデパ
。グ'

10《金) 〔簿記会計〕有価証券, 簿記会計 各種取 引の記帳
'

〈午 前 〉 各欲 の債権 ・債務の記寝

.有 価 証券 の記塩

固定資産.収益 と責用

個人企彙の資本と税金
〈午 後 〉 固定 資産 の記握

各税の収益 ・費用の記帳

個人企童の資本、個人全章の税金ρ記帳
'

13(月)- 〔簿記会計】決算整理と決詫 簿 記 会 計 ・決 算整 理 と決 算.

8桁精算表
・

〈午 前〉 商品 勘定 の整理

.貸 し倒 れの見積 もり、固定衰廃の原債償却,

精算表(8}日)

〈午 後 〉'版 籍 決 算

掻i益計 算緒 ・貸借 対 照表(そ の2)

14(火) 実習 実 習.演 習7ノ'ロ ス チェ ッ クデ バ ッグ
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昭和61年1月 講 義 カリキ ュラム

8付 カ リ キュ ラ ム 日 義 内 容

15(水) 成人の日 休講 成人の 日 休講

16休)
一 口
西 口 実 習 演 習7ク ロス チ ェ7ク デ バ ッグ

17(金) (簿記会計〕貸借対照麦 簿記会計 帳簿 と伝票

損益計算書,主 要簿と福助簿
主要簿と補助簿

〈午 前 〉 主要簿 と補助簿

伝票 の起表

〈午 後 〉 帳簿 へ の定 額、 決 算 整 理 と決 算 のま とめ .

20(月) 〔簿記会計〕形 式別問題 の解き方

文章完成.仕 訳,記 帳

簿記会計 損益整理 の紀掻
く午 前>-費 用 の繧 り延 べ 収益の縁り廷べ

受用 の見越 し 収益の見超 し

有価証券の評価 貸 し倒れの見積 り
〈午 後 〉 固定試算の減価償却

決算 と決算諸表 の作成

演習問題 簿記実務検定第3級 試験問題

21(火).
d』問責

■ 実 習 ,演 習7ク ロ スチ ェ ック デ パ7グ

22倣) 〔簿記会計〕形式別問題の解き方 職雲安定所の面接

記慣
〈 午 前 〉 鴫実 習 演 習7 .ク ロ ス チ ェ7ク,・ デ バ ッ グ

〈午 後 〉:と デ オ学 習'「 簿 記 会 計 の基 礎知 識 」
'職

宝 安 定所 との 面接

「 〉

23(木) 実 習 一 簿記会計のまとめ.

〈午 前 〉 ・演習問題 簿記実務検定第3級 試験問題の解答

演習問題 情報処理 技術者試験過去の閻題

〈午 後 〉'実 習 演 習7ク ロス チェ ック デ バ ッグ
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昭 和61年1月 講 義 カ リキ ュラム

日 付 カ リ キ ュ ラ ム ほ 裳 内 容

24(金) 〔簿記会計〕工室簿記と尉 面計算 工茎簿記 と原債計算

く午 前 〉 土気簿記の特色

製造議 の経営活動
-

〈午 後 〉 原価と原価計算

工雲簿記の勘定体系

27(月) 〔経宮分析〕経営分析とは

財務諸表による経営分析

工i裳簿記 と原価計算

く午 前 〉 工重簿記の勘定科目

緒勘定 と振替関係

く午 後〉 諸勘定 と振替国際

練習問題

28(火) 実習 実 習 演習8年 末調整

'

29(水) 財務会計,経 営分折のまとめ 財務諸表による遷宮分析

く午 前〉 収益性の分析

損益分岐担 斤,

〈午 後〉 経営分析(ビ デオ学習)

過去の情報処理技術者 試験より練習問題'

30(木) 実吉 実 習 演習8年 末調整

31(金) 財務会計,経 営分析の

テス トと解答

簿 記 会 計 のま とめ

く午 前 〉 ・1月 度 テス ト

〈午 後 〉 テ ス トの解答 と説 明
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昭和61年2月 講 義 カ リキュラム

`

日 付 カ リ 亭 ユ ラ ム 講 義 内 容

3(別 0間違知識4〕 経営科学
システム分析 と経営科学,

経営科学の榎類

〔関連知識4]経 営科学

く午 前 〉 システム分析 と経営科学 経営科学 の種類

システムのモデル弛
く午 後 〉 在庫管理 とは

発注方式からみた在庫管理の分類
㊨

発注点法

4ωO 実習 実習 演 習8年 末調整

5(水) 〔経営科 学〕 システムのモデル化 経営科学

く午 前 〉 在庫管理 の定期発注方式

〈午 後>ABC分 析の方法 と発注方式 の決定

6(木) 実習 実吉 演習8年 末寝整

7(金) 〔経営科学〕在旗管理 ・在庫管理
とは

発注方式からみた在庫管理

在 官科 学

く午 前 〉 スケ ー ジ ュ ー リング(日 程 計 面 と順 序 づ け の問 題)

プ ロジ ェ ク ト管 理

PERTネ ッ トワ ーク(ア ローダ イア グ ラム)

<午 後>PERT/TIME計 算

順 序 つ げ問 題 の解 き方

10(月) 〔経営科学〕スケジュー リング

日程断面 と順序づ けの問題

経営科学

く午 前 〉 ゲームの理論と髄 醐

単純戦略 と混合戦略

く午 後 〉 混合戦略 の求 め方

線形計画法 とは

線形計画法問題 への定式化と最適解の導 き方

:

1100 実習 建国記念日により休跨

12(水) 〔経営科学〕PERTネ ット

ワーク.ア ローダイアグラム

経営科学

く午 前 〉 線形計画法 の問題

く午 後〉 整数計画法

0-1対 面法
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昭和61年2月 講 義 カ リ.寺Lユラム

日 付 シ カ リ キ ュ ラ ム 講 義 内 容

13休} 実習 実習 演習8

`

14(金) 〔狂喜科学〕線形計画法 経営科学

0-1計 画 法 〈 午 前 〉 待 ち行 列 と シュ ミレ ー シ ロ ン

待 ち行 列 の理 論1

シュ'ミレー シgン 用 専用 言 語 の種類

〈午 後 〉 シス テム 分折 の た め の手 段

法 億更新の問題 予測の手法

17(月) 〔経営科学〕待ち行列と [関連知ほ]確 率 と統計 の基礎

・ シ ュ ミ レ ー シ 冒 ン 〈 午 前 〉 事 象(和 事 象、 積 事 象 、 排反 事 象)

事象 と雲合

確率

〈午 後 〉 長率の定理

加法定理、乗法定理、独立事象、条件付確率

18(火) 実吉 実習 演習8(年 末飼整プログ ラム)

19(水) 〔経営科学〕 システム分析の 営 のため休講

ためのその他の手法

設備更新の問題

20(木) 実習 実習 演習8(年 末開整プログ ラム)

↓
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昭和61年2月 宗 室 カ リキュラム

日 付 カ リ キ ュ ラ ム 疏 註 内 容

21(金) . 〔経営科学〕 システム分析 の [関 連 知 識1ま とめ

ための その他 の手法(予 測)
〈午 前 〉 関 連 知 識 として 学習 した 経営 科 学 、

続3fと 確 率 の中 で の復 習

'シン プ ソ ンの法 則 の過 去 の 出題 例 と考 え方

〈午 後 〉'関 連知識を含 めた総合演習問題試験

24(月) 経営科学のまとめと演習問題 総合演 習問題 の解答 と説明

、

・

2500 実習 実 習 演 習8(年 末 凋蔓 プ ログ ラム)

一

26'倣} 〔確率と統計の基礎〕事象と桧率 〔総合]復 習

〈午 前 〉 コ ン ピュ ー タの知 識'2準 数 、8進 数、16進 鼓 の

過去の出題と糎

〈午 後 〉 コ ンピ ュ ータの 知 畠 ハ ー ドウ エ アー の知 識 と過 去

の出題 と対策

27(木) 実習 実 習 演 習8(年 末 調整 プ ログ ラム)

、

28(金) 〔確率 と統計 の基礎〕 [総 合]復 習

事象 と集合,確 立の定理 〈 午 前 〉 コ ンピ ュ ータの知 箆 ハ ー ドウ エア の 計 算 問題 の解 き方

磁気 テープ装置の性能計算

〈午 後 〉 磁気 テープ装置の性能計算 と過去 出題の練 習問題

練習問題の解答 と悦明
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昭ta61'年3月 情 義 カリキ ュラム(案}

日 付 カ リ キ ュ ラ ム 情 義 内 容

3(月} (受験対 策)コ ピュ一夕の知識 [総 合 】 復 習

〈 午 前 〉 コ ン ピ ュ ータ の知 識 ハ ー ドウエ ア,一の 計算 問 題 の解 き方

磁気デ ィスク装置の性能計算

〈午 後 〉 磁気デ ィスク装置の性能計算 と過去 出題の絃 習問題

練 る問題の解答 と税明

4(火) 実習 実習 演習8(年 末調整)

「

5(水) 〔受験対策〕 コピュ一夕の知苫t 〔る合】復習

〈午 前 〉 コ ン ピュ ータ の知 鎚 ハ ー ドウ エア ー の計 算 問題 の解 き方

シス テ ム の信頼 性 に関 す る計算

〈午 後 〉 総合演習問題

6(木) 実習 実 習 演 習8'(年 末 口 整)

・

,

7(金) 〔受験対策〕 コピュ一夕の知識 〔総合]復 習

〈午 前 〉 ハ ー ドウエ ア演 習 問題

〈午 後〉 演習問題解答 と税期

10(月) 〔受験対策〕 コピュータの知 識 〔抱 合 〕 復 習

〈午 前 〉 ハ ー ドウ エ ア中 央処 理 装 置 の提 能

命 令 と レジス タ ー

ア キ ■ム レ三夕方 式 と汎用 レジ ス タ方 式

〈午 後〉 命令実行の制御

マ イ ク ロプ ロ グ ラム方 式
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昭和61年3月 講 哀 カ リキュ ラム(窯)

日 付 カ リ キ ュ ラ ム 田 荘 内 容

11(火) 実習
,

実 習 演 習8(年 末開 き芝)

⑳

12(水) 〔受験対策〕 コピュータの知識 [総合]復 習

〈午 前 〉 演習問題

〈午 後 〉 就職面 接
.

13休)
dい四六

■
〈午 前 〉 縁座 終 了 感想 文 の ワー プ ロ打 ち込 み

.

〈午 後 〉 演習問題の解答 と規明

.14(金) 〔受験 対策〕 コピュ一夕の知識 [総 合]復 習
.

〈午 前 〉 オ ペ レ『 テ ィ.ング システ ム の 目標

オ ペ レー テ ィン グ システ ム の構 成

制御 プ ロ グ ラ'ムの 構成 と.機能

〈午 後 〉 処 理 プ ログ ラム の構 成 と概 能

処 理 プ ログ ラム の種 類

1

17(月) 〔受 験対策〕プ ログ ラム と t総 合]復 習
・

フ ロ ーチ ャー ト 、<午 前,デ ータ構 造 成

フ ァイ ル 編成
.

・フ ブ イ ル'の 記 録 形 式

〈午 ・後 〉 過 去 出題 され た フ7イ ル に 閲 す る問 題 の解 答 と説 明

18(火) (受験対策〕プ ログ ラム と [総合]復 習
フ ロ ーチ ャ ー ト 〈午'前 〉 フロ ー チ ャー ト問 題 の解 き方

代 表的 な フロ ーチ ャ ー ト20例 の説 明

〈午 後 〉 代表 的 な フ ロ_チ ャ_ト20例0説 明

1gc水) (受験対策〕 プログラム と 〔総合]復 習
フ ロ ーチ ャ ー ト 〈午 前 〉 フ ロ ーチ ャー ト問題 の解 き方

過去 出 題 された フ ローチ ャー ト問 題 の考 え 方
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昭和61年3月 ;互Sカ リ.キュ ラ ム(察}

日 付
'カ ・リ キ

ュ ラ ム 精 義 内 容

20休)

'

〔受鮒 鋤 プ 。グ弘 と

フローチャー ト

[総合]{魏
.一 層

く午 前 〉 フ ロ ーチ ャ ー ト問題 の解 き方

フ ロ ーチ ャ ー ト練習 問題

'

〈午 後 〉 フ ロ ーチ ャ ー ト練 習問題 の解 答 と鮮 鋭

21(金) 春分の日(休 講) 春分の日 休講'

、

'

.

24(月) 〔受験対策〕プ 。グ ラムと 雪 の た め休 講 、

フ ロ ーチ ャ ー ト

「

25(火) 〔受験対策〕関連知識 [総 合〕 復 習

<午 前>COBOL記 述問 題の解 き方
、

COBOL記 述練習問題の解答

a .午 ⇔ と・B・L記 述悶
、

26(水) 〔受蒙対策〕関連知ほ [総 合]復 習

<午 前>COBOL記 述問題の解答と解脱
馳

一 一-

<午 後>COBOL記 述 問題 の解 答 と
.解脱 層

・

"休) 修了式 終了式
.

1
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資料NO.12

研 修 成 績 表

1 五 皿 w ▽

プ ログ ラム仕様を理解 し、プ ログラム設計をする能力 1 1 4 2 2

プログラム設計にあたり、流れ図を組立る能力 1 2 3 4

プログラム設計からコボル言語に効果的に記述する能力 1 3 2 4

コボル言語で記述 したプログラムをデバ ックす る能力 1 5 1 3

ユーテ ィリテ ィプ ログ ラムを含むソフ トウエアの基礎知識 の理解 5 1 2 2

ハー ドウエアの基礎知識 2 6 2

プログラム作成に必要な関連知識の理解 1 3 6

プログラム仕様 と与えられた流れ図を理解する能力 1 5 4

流れ図からコボル言語に記述するための言語の充分な理解 1 5 4

コボル言語で記述 したプログラムを媒体に打鍵する能力 1 1 4 4

コボル言語で記述 したプログラムをデバックす る能力 1 4 3 2

操作手引き、機能説明書を作成する能力 1 2 7

使用機器の機能の充分な理解 1 4 5

与えられた仕様を理解 し、正確に機器を操作する能力 1 9

正確および迅速なキー操作の能力 1 1 8
r

一定時間の正確なキー操作の能力 1 2 7

1～ ▽は、成績のグ レー ドで1よ り▽が高い。

表のデータは、人数。
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資料NO.13

身体障害者のための

「コ ンピュータ基礎研修講座 」 出 席 簿

NO

6月

出 欠 遅

7月

出 欠 遅

8月

出 欠 遅

9月

出 欠 遅

10月

出 欠 遅

11月

出 欠 遅

12月

出 欠 遅

611月

出 欠 遅

2月

出 欠 遅

3月

出 欠 遅

年 間

出 欠 遅

01 6 0 o 13 0 0 11 0 0 12 0 o 13 o 0 12 0 1 12 0 o 18 1 o 17 1 0 16 1 1 130 3 2

02 6 o o 13 0 o 11 o 0 10 2 o 13 o 0 12 0 0 12 0 0 19 o 〔〕 18 o 0 17 0 0 131 2 0

03 6 0 0 13 0 0 11 o 0 12 o 2 13 o 3 12 0 2 12 0 10 16 3 13 7 11 5 15 2 5 117 16 40

04 6 0 0 13 0 0 10 1 0 12 0 0 13 o o 12 0 0 11 1 o 19 o o 18 0 0 16 1 0 130 3 o

05 6 0 0 13 0 1 11 0 1 12 o 2 13 o 1 12 0 2 12 0 1 18' 1 5 17 1 3 12 5 1 126 7 17

06 5 1 o 13 0 0 11 o o 12 o 0 13 o 0 12 0 0 12 o 0 19 o 0 17 1 1 17 0 0 131 2 1

07 6 0 0 13 o 0 11 0 0 12 0 0 10 3 o 11 1 o 12 0 0 16 3 3 17 1 1 17 o 0 125 8 4

08 6 o o 13 0 1 11 0 o 12 0 o 13 0 o 12 0 o 12 0 0 19 o 0 18 0 o 17 0 0 133 o 1

09 6 0 2 12 1 2 11 o 3 11 1 4 13 0 8 8 4 5 10 2 7 18 1 11 10 8 4 8 9 4 107 26 50

10 11 0 0 12 o o 13 0 o 12 o 1 12 0 0 19 o o 17 1 o 17 0 0 113 1 1





資料NO.14

情報処理技術者試験応募者 ・合格者の分布(身 障関係)

59年 度 60年 度

合 計"

応募 合格

61年 度 第1回

合 計
応募 合格

61年 度 第2同一'

特 種
応募 合格

1種

応募 合格

2種

応募 合格
合 計

応募 合格
特 種

応募 合格
1種

応募 合格

2種

応募 合格
ゴ ー種
応募 合格

諏テム監査

応募 合格
特 種

応募 合格
1種

応募 合格

2種

応募 合格

、

合 計
応募 合格

1 札 幌 o o o 0 4 0 4 0 o 0 1 o 9 o 10 o 2 0 2 0 0 0 0 0 0 o 2 1 2 1

2 仙 台 o 0 0 o 2 1 2 1 0 o 1 0 4 0 5 0 0 o o 0 0 o 0 o 1 o 2 o 3 o

3 東 京 4 0 10 3 80 12 94 15 4 1 19 1 117 10 140 12 88 12 88 12 3 o 3 0 25 o 112 20 143 20

4 名古屋 0 0 1 0 13 2 14 2 0 0 3 0 15 2 18 2 16 2 16 2 o 〔〕 0 o 6 o 16 2 22 2

5 大 阪 0 o 1 o 17 4 18 4 o 0 8 1 29 5 37 6 19 4 19 4 o 0 1 0 9 0 27 1 37 1

6 広 島 o 0 0 0 0 0 0 o 0 0 o 0 2 0 2 o 2 1 2 1 1 0 0 0 1 0 2 1 4 1

7 四 国 0 o 0 o 2 0 2 0 0 0 1 0 1 1 2 1 2 1 2 1 o 0 0 0 1 0 1 0 2 o

8 福 岡 0 o 2 o 5 1 7 1 0 0 2 0 12 1 14 1 8 o 8 o 0 0 0 o 5 0 16 0 21 o

9 沖 縄 o 0 o o o 0 0 0 0 o o 0 o 0 0 o o o o 0 0 o 0 o 0 o 0 0 0 o

合 計 4 0 14 3 123 20 141 23 4 1 35 2 189119228 22 137 20 137 20
14

0 4 o 48 o 178 25 234 25
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